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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１．ベトライアル




　その日は朝から暑かった。

　美み樹き、三み束つか元もと生なり、そしてその仲間たちと対決することになるだろう朝を、縹はなだ撫なでし子こは一いつ睡すいもせずに迎えていた。

（美樹と三束元生は、必ず指輪を取りに来る）

（あたしがここに、罠わなを張っているとも知らずに）

（二人は必ず、指輪を取りに来る）

　撫子を欺あざむくために婚こん約やく指輪すらつけられなかった二人だ、結婚指輪をおざなりにするはずがない。工く房ぼう拡ひろむの言葉を信じるならば指輪の受け渡しは九時ごろ、睡眠をとる時間はじゅうぶんにあったのだが、それでも撫子は眠れなかった。工房の言葉を疑っていたわけではない。が、工房の言葉にうそがなくても美樹が夜よ討うち朝あさ駆がけをかけてくる可能性は捨てきれない。何をするか分からないとんでもない行動力の持ち主、それが撫子の妹、縹美樹という人なのだから。だから、撫子はベッドに入りよこになりつつも結局まんじりともできなかった。

（今日で、縹組ぐみの存そん亡ぼうが決まる）

（縹組の、そしてあたしの運命が──）

　眠れるはずがない。

　夏の朝は早い。

　夜は終わった。今日も暑くなるだろう。悪いやつほどよく眠る、なんて言葉があるが（確か映画の題名？）しょせんあたしは小こ悪あく党とうに過ぎないなぁ──なんてわけの分からない自じ嘲ちように口もとをゆがめつつ、身体からだを休めるのをあきらめ、撫子はベッドのうえに身体を起こした。

　ベッドに腰掛け、傍かたわらのテーブルに置かれた水差しに手を伸ばす。

　しかし視線はすぐに、水差しの脇、無む造ぞう作さにビニール袋ぶくろに入れられた一いつ対ついの指輪へと向けられる。

　華か美びではない、シンプルなデザインの銀ぎん細ざい工く。

　撫子は、ため息をついた。

（銀の……指輪、か）

　美樹と三束元生はこの指輪を互いの薬くすり指ゆびにつけて、永遠に変わらぬ愛を誓ちかうつもりなのだろう。大たい抵ていの人間は、永遠の愛など存在しないと知っている──少なくとも、思っている。だが人はだれでもきっと、思うのだろう、自分だけは、自分たちだけは例外だと。少なくとも互いに指輪をはめ合うときは。それこそが、本当の結婚だと撫子も思う。たとえ一瞬でも、そのときだけでも、本気でそう思えるのなら──

　首を振り。

　撫なでし子こは手を伸ばし、指輪を袋ふくろから出した。

　シンプルな銀ぎん細ざい工くのそれに、そっと、触れてみる。銀製のマリッジリングというのが果たして一般的なのか、正直そうしたものに疎うとい撫子には分からなかった（それでも漠ばく然ぜんと、プラチナとか、そういう硬い金属で作るもんだとばかり思っていたのだが）。が、銀というのはやさしい素材だと思う。やさしい銀の、派は手でではないあっさりとしたデザインは、きっと美み樹きに似に合あうだろう。
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　──少なくとも自分には、似合わないだろうなぁ……

　撫子はそれを、袋に戻した。

　昨夜からもう何度も繰り返した行動。

　正直、撫子はそれをはめてみたかった。それが自分の指に輝いているところを見てみたかった。アクセサリーやおしゃれなどから意識して目をそむけてきた撫子にとって、それは抗あらがいがたい魅み力りよくだった。中学を卒業してからずっと、撫子は色いろ恋こい沙ざ汰たとは無む縁えんに生きてきた。親について回って、必死に家業を勉強してきた（結局無む駄だになったけど）。だから撫子は、兵器の取り扱いや売買についてはくわしいが、指輪やアクセサリーについてはほとんど知らない。つけたことはもちろん、手にしたことすらない。くれる人も当然いない。そんな撫子にとって、いま目のまえにある指輪はまさしく『魅力的』だった。夜のうちはまだ、プライドがまさっていた（妹の結婚指輪をはめるなんて！）。が、朝になり、時が刻こく一いつ刻こくと近づいてくるにつれ、自分はとんでもないチャンスをみすみす見過ごそうとしているような気がしてくる。このときをのがしたら、もう二度と指輪なんてつけられないような気さえする。そろそろ仲なか河がわが起こしに来るだろう、そうなればもう、チャンスはなくなる。ひとりきりで、しかも目のまえに指輪がある、いまこのときしか──

（そうだ、どうせこれが美み樹きの手に渡ることはないんだ）

（どうせ捨てられるんだから──）

　袋ふくろから再さい度ど指輪を出す。そして。

　躊ちゆう躇ちよののち、目をつぶり、撫なでし子こは急いで指輪をはめようとした。左手ではなく、右手の指に。震える指で指輪を支え、薬くすり指ゆびを差し込もうとし──

「！」

　入らない。

　ふわっ、と大きく息を吐き。

　撫子は急いで指輪を離した。

　思わず部屋中に視線を走らせ（もちろん撫子しかいないが）、急いで指輪を袋に戻す。テーブルに置く。置くと同時に、失望と、そして奇き妙みような安あん堵どにつつまれる。が、安堵はすぐに羞しゆう恥ちに変わる。

（……妹の、それも結婚指輪を──）

（何やってんのよあたしは！）

　たったいま自分がしようとしたことの恥ずかしさにその顔を真っ赤に染め、腹立ち紛まぎれに指輪をテーブルから払い落とそうとして──

　撫子の動きが止まった。







「これは……美樹の結婚指輪じゃないわね」

　工く房ぼうを呼び、両手をひじ掛かけに固定して椅い子すに縛しばり付けると、撫子は冷ややかに言った。

「……本当の指輪はどこ？」

「そいつは本当の指輪だよ」弱じやつ冠かん二十三歳にしてすでに自分の店を持ち、銀ぎん細ざい工くの職人としてそれなりに名も知られている工房拡ひろむは平然と返した。「何を証しよう拠こにそんなことを言う？」

　が、

　撫子は、まるで工房などいないとでも言うように遠い方向を見ている。

「……おい？」

　しばらくして──

「そうか」つぶやく撫子。「関係ないんだ。この指輪が偽にせ物ものでも、もしも本物がこのビルのなかにあるのなら美樹は結局ここに来る。おまえが落ち着いているのは、指輪はもうここにはない──美み樹きがここには来ないことを知っているからなんだ」

「その指輪は本物で──」

「いいえ。あたしと美樹の指のサイズが、そんなに違うはずがない」

　分かるもんか、とせせら笑う工く房ぼう。「銃を撃うつ指はぶっとくなるもんだ。ちゃんと測ってみたのか？」

「……確かに、もしかしたらあたしがいきなり太ったか、美樹が激やせしたのかもしれない。でもそれは」工房の顔に紙切れを突きつける。「どちらにしても、こんな銀製の指輪に三十五万も払う理由にはならない」

　目のまえに置かれた銀行振込みの記録に、工房の顔が一瞬ゆがむ。その様よう子すを、撫なでし子こはうつろな目で見つめていた。観察されていることに気づき、あわてて顔を上げた工房は、そこに待っていた撫子の表情に息を吞のんだ。

　撫子の顔には、なんの感情もうかがえなかった。

　まるで木のうろのように、見えるものが何もない──

　しばらくして。

　撫子は言った。

「残念ながら、時間がないの。手っ取り早く教えてくれない？」

「……」

「美樹は、どこで式を挙げるのかしら」

「さぁな」

「この銃は五発入りだから」ふところから小さな回リ転ボ式ル拳バ銃ーを出す。「四回だけ、チャンスをあげる」

　なにを──と口を開こうとした工房にかまわず銃じゆう口こうを工房の左のひざに当て、撫子はなんの躊ちゆう躇ちよもなしに引き金を引いた。ぷしっという音、そして火か薬やくのにおいが漂うなか、ひざ頭がしらを打ち抜かれ絶ぜつ叫きようする工房の様子をなんの感かん慨がいもなしに、それこそ対岸の火事のようにながめ、絶叫がいったん落ち着くのを待ち、再度、たずねる。

「美樹は、どこで式を挙げるのかしら。多分、どこかの教会だと思うんだけど」

「……さ、さぁ……な……」切れ切れに、しかしはっきり否定の言葉を口にする工房。「知るもんか。バカ」

　撫子は、無言で工房の右ひざを撃ち抜いた。

　が。

　全身を震わせつつも、今度は工房は叫ばなかった。額ひたいに、顔中に脂あぶら汗あせを浮き上がらせつつ、それでも必死に、ふてぶてしく言う。

「……殺され……たって、言うもんか、よ。あの人、に、は……借りが、ある……ん、だ」

「……そう」撫子は微笑ほほえんだ。「人じん望ぼうがあるのね。あの子は」

　ゆっくりと、銃じゆう口こうを工く房ぼうの頭に当てる。

　工房の言葉を疑っているわけではない。たとえその場のノリだとしても、工房が死んでも話すまい、と思っているのは確かだろう。が、撫なでし子こはほかに方法を知らない。撫子は、自分に人じん望ぼうがないことを知っている。美樹と違い、自分には人を動かせるような魅み力りよくはないことを知っている。だから撫子は、魅力の代わりに恐怖で人を動かす。敵であろうと味方であろうと関係なく。それが間違っているのは分かっているが、あいにくとほかのやり方を知らないのだから仕方ない。だれだって、手持ちの札でやりくりするしかない。そうだろう？

　少なくとも、恐怖については知っている。

「安心しなさい」銃口を工房の頭に当て、撫子はささやいた。「おまえを殺しはしないから。覚かく悟ごのある人間を殺しても、気分が悪くなるだけだからね。ちゃんと医者も呼んであげるわ」

「……なん、だ、と？」

　撫子は、黙って銃口をしたにずらした。

　頭から肩、肩から腕、腕から椅い子すのひじ掛かけに縛しばられた手へ──

「……！」撫子の意図に気づき蒼そう白はくになる工房に、

　無表情に、言う。

「リハビリ大変だろうけど、がんばってね。きっと十年ぐらいでまた、立りつ派ぱな職人に戻れるから」

「よ、よせ……」思わずうめく工房。「……お、おれは、舞まい原ばる家ご用達の銀ぎん職人だぞ？　その指を奪ったりしたら──」

　笑う撫子。「……どうせすべてを失うのよ？　あなたも……そしてあたしも」

「ま、待て！　殺すなら殺せ！　だが──」

「あと二回」

　ちきり、と音を立て、鉛なまりを打ち出す撃げき鉄てつが上がる──

「待て──！」







　時間にして一分後、

（もっとも工房には永遠にも感じられただろうが）

　撫子は教会のありかを知った。







　テナントビルにヘリが飛んで来たときにはばれたのかと身を固くしたコウたちだったが、ヘリはコウたちのひそんだビルに近づくことなく、いったん屋上に停まり、撫子とその側そつ近きんらしき人物を乗せるとすぐに飛び立っていった。

「……撤てつ退たい、じゃないわね」つぶやく美み樹き。「……あたしたちが予約した、あの教会の方向だわ」

「隠かくれていたトレーラーが、動き出したぞ」双そう眼がん鏡きようで周囲の状況を確認しつつ、うなずく宮みや知ち。「……工く房ぼうのやつ、白はく状じようさせられたんだ」

　あっという間に見えなくなるヘリ。

　いいぞ！　と手を打つ部長。「ううむ、工房拡ひろむめ、やるではないか！　これで工房拡は命が保証され、しかも撫なでし子こさんはいなくなった。こいつは朝から幸さい先さきがいい！」

　コウは頭を振った。「……本当に、あんたの運の強さは絶ぜつ品ぴんだなぁ」

「日ごろの行いがいいからな」

「はいはい。それより……」美樹を見る。「教会まで行ったとして、……どれくらい時間稼かせげますかね」

「……約十五分、といったところかしら」

「十五分」

「……それだって、ジャミングがうまくいって、通信を分断できれば、の話なんだけど」美樹の視線が宮知に移る。

　宮知はうなずいた。「やれるだけのことはする」

「お願い」

「それよりも……」宮知の視線がコウへと移る。「……妹も連れて行くのか？」

「いいや」コウの即そく答とうと、

「もちろんです！」アトリの返事が重なった。

「こら、アトリ」

「あたしも行きます！　何しろあたしはコウにーさんのパートナーなのですから、もちろん行きます！　当然行きます！　だれがなんと言おうと絶対行きます！」

「だめだ」

「行きます！」声が金かな切きり声になる。「行くったら行くんです！」

「だめったらだめ」

「行くです！」

「だめです！」

　にらみ合いののち──

「どうしてですか！」アトリの顔が泣き顔をつくった。「あたし昨日、とても役に立ったでしょ？　あたしだってがんばれるんです。役に立つです！　一緒にいたほうが、きっと──」

「だめだ」コウは頑かたくなに答えた。「銃じゆう撃げき戦になるんだぞ？　だめだ、危険すぎる。おまえはここにいろ」

「そんな……」なおも口を開こうとするアトリに、

　美み樹きがおずおずと、言った。

「……あのね、アトリちゃん、もう時間がない、話している時間もないのよ。だから今回は──」

「でも、あたしは……」口をつぐみ、次の瞬間。

「私は」アトリはまったく無表情に、コウに振り返った。感情がまったく感じられない棒ぼう読よみ口く調ちようで続けて言う。「……私には、コウにーさんを傷つける意図はありません。しかし一分一秒を争う状況をかんがみ、あえてそれを口にします。感情に流されず、理性的に聞いてください」

「……へ？」

「私を守りたい、危険なことに巻きこみたくない、だから安全な場所に置いておきたいというコウにーさんの気持ちは理解します。が、この特殊な状況下では私以上にコウにーさんのほうが危険です。たとえ身しん体たい能力では私にまさっているとしても、すばやい状況判はん断だんと反応そして的確なシミュレートとそれを実行する能力を考えれば、この状況では総合的な面で私のほうがまさっている。それは、昨日でコウにーさんも理解しているはずです」

「……いや、それは……」

「むしろこの状況下では、能力的に劣るあなたのほうこそ残るべきです。にもかかわらず感情的な判断で私に残れというのは、あなたの自じ尊そん心しんを満足させるための単なるエゴでしかありません」

「……ほう」

「そして」アトリは無表情に、言った。「あなたのそのエゴが、前回事件で綾あやさんを追い込んだのではないですか？」

「……ぐさっ」コウは思わず口にした。

　アトリは首を振った。「……私には、あなたを傷つける意図はありません。ただ……」

　無表情のまま、うつむく。

　しばらくして──

「……あ、あの、あのですね！」突とつ然ぜん感情がよみがえったかのように、心配そうに、怖そうに、いつもどおりに表情豊ゆたかにコウを見上げてアトリは叫んだ。「コウにーさんがあたしの心配をしてくれているのは分かります！　それはうれしいんです！　でも、あたしのことを考えるなら、怪け我がの心配とか命の危険とかだけ考えるんじゃなく、あたしの想いとか、心も考えて欲しいんです！　もっと信頼して欲しいんです！　いままでの事件だって、いっつもあたしはのけ者でした。そういうのはいやなんです！　いっつもそとで、コウにーさんの心配しかできないなんて。もっと信頼して欲しいんです！　頼って欲しいんです！　あたしだって役に立てることはあるんですから！　いまはまさにそのときですし、だから、せめてそういうときだけは、あたしにもがんばらせて欲しいんです！　……じゃないと……」

「……」

「……せっかく生きているのに、いる場所がない気がするんです」うつむく。「これは借り物の経験ではない、あたしだけの心で、だから……」顔を上げ、コウを見る。大きな瞳で、じっと。そして。

　アトリは言った。

「お願いします。あたしも一緒に連れて行ってください」

「……」コウはアトリを見つめた。

　見つめ続けるコウの肩を、

　ぽん、と部長の手が叩たたく。

「おまえの負けだな、堂どう島じまコウ」

「……」

「ならば堂島アトリ、ひとつだけ、堂島コウに約束してやれ。無理はしないと。危険は冒おかさず、必ず生きて帰るとな。堂島コウがおまえを信頼するというなら、おまえはそれに応こたえなければならない。決して無理はせず、まず生きることを考えるんだ。いいな？」

「はい！」アトリは即そく答とうした。

　そしてなおも心配そうに、コウを見る。「コウにーさん、あの……」

　コウは、うなずいた。

　軽くアトリの頭を叩く。

「コウにーさん！」

「……その代わり、約束だからな。おまえを信じる。だから絶対に、危険なことはするんじゃないぞ。信頼を裏切るようなことはするなよ。いいか？」

「はい！」いかにもうれしそうに返事を返すアトリに、

「……かわいい」感かん極きわまったかのごとく宮みや知ちはため息をついた。「なぁ堂島、この子にアクセサリーをあげてもいいか」

「だめだ」

「じゃあ何か、服をデザインさせてくれ」

「拒否する」

　ぱん、と美み樹きが手を打った。

「それじゃあ、行きましょか」人なつっこい笑えみを浮かべて手を挙げる。「いい！　せっかくの天の配はい剤ざい、お姉ちゃんが戻るまえに全部のかたをつけるわよ！」

「はい！」

「……へい」

「うむ」

「……かわいいなぁ」

　頭を振りつつ、宮みや知ちは有線リモコンの無ぶ骨こつなスイッチを押した。

　うおおんという吠ほえるような、機械的な音とともに、屋上まで来ていたエレベーターのドア、そしてなかのコンテナのゲートが開く。

　現れる、旧式のフォルクスワーゲン・ザ・ビートル。

　そしてその向いた先には──

「工く房ぼうのビルの見取り図は頭のなかに入っているな？」宮知が言う。「何しろ工房のテナントしかないダミービルだ。なんの遠えん慮りよもすることはない。思う存ぞん分ぶん暴れてきてくれ」

　言葉とともに右手のひらを開き、宣せん誓せいするかのように立てる。

「うむ」宮知の大きく四角い手に音高く手を打ち鳴らし、部長は『ザ・ビートル』のドアのない運転席に乗りこんだ。

「……工房を、頼む」宮知の言葉に、

「まかせろ」力強くうなずく。

　美み樹きも宮知に軽く手を合わせた。

　助手席のほうに乗りこみつつ、言う。「ジャミングよろしく。でも危険になったら逃げるのよ」

「ああ」

　軽く飛び上がり宮知の手を打ち鳴らし、アトリが叫ぶ。「行ってきます！」

「行ってらっしゃい。戻ったら大きなケーキを焼いてあげよう」

「拒否する」スタンガンがたっぷり入った大きな包みをアトリとともに後こう部ぶ座席に押しこむと、コウは宮知をにらんだ。「戻ったらあんたに話がある。じっくりと、とことんな」

「ああ」

　必要以上に力強く宮知の右手のひらを叩たたいて自分も車に乗りこんだコウを確認すると、宮知は歩き出した。あらかじめ破は壊かいしておいたフェンスをのけ、立てかけていた鉄板を倒して即席のジャンプ台をつくる。同時に、初期型ワーゲンの空くう冷れい式のリア・エンジンがぱたぱたぱたと回り始めた。総そう排気量千百九十二ｃｃ、最高出力三十五ｐｓ／三千六百ｒｐｍ。フェルディナント・ポルシェが設計し、ヒトラーに『歓喜力行号ＫＤＦ』と名づけられた一般用の大衆車。第二次世界大たい戦せんの勃ぼつ発ぱつにより軍用車化の憂うき目に遭あうも、大戦終了後、その名を国民車フオルクスワーゲンと変えてドイツの復ふつ興こうを助け、丸っこい独特のスタイルからビートルと呼ばれ世界中の人々に長く愛されるようになるドイツ生まれのオートモービル。そう、車にも歴史があり、想いがある。製作者の、持ち主の、想いがそこにこめられる。そうだ、とコウは思った。この車だって決して生まれたときからこんなにボロボロだったわけじゃない。この車にも過去があり、ボロボロになるような遍へん歴れきがあり、想いがあり、そしていま、ここにいるのだ。不ふ思し議ぎな巡り合わせでいま、ここに。

　コウたちを、乗せて。

「……行くか。ビートル」コウはつぶやいた。

「行くぞ！」部長が叫ぶ。

『ザ・ビートル』の、エンジン音が高くなる──

　ビートルが発進した瞬間。

「あっ？」脇によけていた宮みや知ちは、何かがビートルに向かって走っていくのを見た。

「──ＢＯＳＳ？」

　屋上の朝のひなたにうつらうつらしていたはずの子犬が、三本足とは思えないスピードでビートルに向かって駆けていく。飛び跳ねるように、加速を始めたビートルに向かって──

「うわ？」宮知が目をつぶると同時。

　鉄板をわたってジャンプ、

『ザ・ビートル』は空へ向かって飛び出した。




　　　２．アタック




　工く房ぼう拡ひろむの店のある七階建てのそのビルは、もともとは何変へん哲てつないテナントビルだった。

　かつてバブルと呼ばれた時期に某ぼう海外企業が多た国こく籍せき風ふうをコンセプトに建てたもので、そのためちょっと独特の広い間取りで区切られており、バブル崩ほう壊かいで企業が撤てつ退たいして以降、テナントこそなくなったがビル自体にはほとんど手が加えられず広い間取りはそのままだった。屋上にヘリポートやら大型貨物荷に揚あげ用のエレベーターまでありながら、現在はただ一階につつましく工房の店と住居とアトリエがあるのみ。舞まい原ばる家はこのビルの活用になんの興味もないらしく、現在は舞原家のダミー会社の持ち物であるこのビルの一角を、工房が舞原家の姫ひめ君ぎみ舞原咲さ杳くらから月二千三百五十円で借りている。三み束つか元もと生なりの紹介で。

「なぁ」撫なでし子こ組長を見送りに屋上まで出てきていた部下Ａ（もちろん彼はちゃんとした名前があり妻さい子しを持ち現在不ふ倫りん中だったりそれなりの人生を送っている人間なのだが、この物語においては関係ないのでＡとしておく）は、タバコをくわえつつ部下Ｂ（Ａよりも二十歳さいほど年若い彼は名前こそ持ってはいたがまだまだドラマチックといえるような人生は送っていなかった──少なくとも今日このときまでは）に訊きいた。「このビルの一角を月二千三百五十円で貸してやると言われたら、おまえはどうする？」

「そおっスね」先せん輩ぱいのタバコに火をつけつつ、部下Ｂは頭を振った。「なんでもいいから店を持ちたいかなぁ、とは思うっスけど、……なんか、ありがたみないっスねぇ」

「そうだよなぁ」うなずくＡ。「高い金を払ったからこそ大事に思える、そういうことってあるよなぁ」ぶっちゃけた話、Ａは先輩として年上として、Ｂに人生の金きん言げんを語りたいのだった。そしてこれまたぶっちゃけた話、若者の常でいつものように、それを聞き流すＢなのだった。

「……ですねぇまったく。……あ」

「ん？」

「……車」

「車？　なんだおまえ、車が欲しいってか？　おれに言わせりゃ、若いうちは車なんか持つなってんだ」

「車！」

「そうだ、生なま半はん可かな中ちゆう古こ車なんか買うんじゃねぇ。買うなら新車だ。でっけぇ新車」

「ワーゲンだ！」

「バーゲン？　バカ言うな。新車はちゃんと定価で買え。それもでっかいすっげぇやつを買うのを目標にするんだ。ほかのやつらが中古車を買って乗っているときに、おまえは足で、走れ。走って稼かせげ。とにかく走って金をため、一気にでっかいすっげぇやつを買うんだよ。この喜びは大きいぞぉ」自分の言葉にうんうんうなずく。「おれはそうしてベンツを買った。……ようやくベンツを買えたときは、ああ、おれはこのために生きていたんだと思ったね。もう五十年近く生きたが、あのときにまさる喜びってな、いまだにないなぁ。死んでもいいとさえ思った。あの──」

「死ぬう！」

「いや死んでもいいとは思ったが──？」

　ばばばばばという銃じゆう声せいのような音に驚いて、Ａは振り返った。同時に、パシャンと魚が水をはねるような音。どうも階下でガラスが割れたらしい。何かあったのかと屋上の縁へりに向かおうとした次の瞬間。

「ほわ？」

　目のまえに、突とつ如じよフォルクスワーゲンが出現した。







「お、おい！」アトリとＢＯＳＳを必死に抱きかかえ車にしがみつきながら（何しろシートベルトをしているとはいえドアがない）コウは叫んだ。「い、いまこの車、ホップしなかったか？」

「うむ」と部長。「ときどきはねるっぽいんだ。このビートルは」

　うなずく美み樹き。「昨日もそれで助かったのよね」

「なんだそりゃ？」思わず怒ど鳴なるコウ。「野球のボールじゃあるまいし、運のよさもそこまでいったらでたらめだぁ！　あんたほんとに人間か？　うわ？」

　急カーブに身体からだが横よこ倒だおしになる。

　油ゆ断だんしていたためにほとんど車体から飛び出したＢＯＳＳを必死に押さえ（車にはドアが必要だということを、つくづく悟さとったコウだった）ついでに車を避けて地面に倒れこんだ老いと若いの二人にどうも、とＢＯＳＳともども挨あい拶さつを送り、コウは叫んだ。「何してんだばかやろう！」

「やばいことになった」言葉とは裏うら腹はらな、ぜんぜんやばそうでない感じでうめく部長。

「どうした！」

「当初の予定では、ガラスを突き破り階下のどこかにぶつかって、それをブレーキに止まるはずだった。そのために、トランクが前方にあるのを利用して舞まい原ばる製の緩かん衝しよう材をつめてきた──そうだったな？」

「ああ！」

「それがなぜかホップして屋上にあがってしまったために、止まりきれん」

　ヘリポートをかねた、がらっとふらっとな屋上を見渡す。

　一応端はしのほうに、司し令れい塔とうのようなものがあるが──

「あそこにぶつけろ！」

「無理だ。曲がりきれん。ブレーキも間に合わない。このままじゃ」まるで危険などなさそうな部長の口く調ちよう。「落ち──」

「みなまで言うな」目前に迫る光景に、コウは首を振った。「口じゃなくて手を動かせ、なんでもいいから止まれ！　曲がれ！」

「無む茶ちや言うなぁ」

　ブレーキドラムが火花を散らして軋きしみを上げる。ハンドブレーキも何の役にも立たなくて、ついには横よこ滑すべりの状態となって出てきたのとは反対方向、屋上の端へと突っ込んでいく加速ビートル。

「ど、どうするんだぁ！」コウの叫びに、

「大丈夫ですよ！」楽しそうにアトリが言った。「間取りは頭に入っています。このまま落っこちちゃいましょう」

「なな、なんて？」

　腰のポーチから、特殊繊せん維いの糸巻きを取り出すアトリ。

「！」

　後部座席から身を乗り出し、接着カプセルで糸の端はしをルーフに接着していく──アトリが何をする気か悟さとり、コウは思わずうめいた。「無む茶ちやな」

「大丈夫です。きっとうまくいきます。あたしを信用してくださいな」

　何が信用してくれだ畜ちく生しよう。だいたい車でジャンプして屋上から突っ込んでいくというこの計画自体が無茶だったんだ。断だん固ことして反対するべきだったんだ。もっとよく考えてみるべきだった──

「よしじゃあ、そういうことで」部長が叫ぶ。「行くぞ！」

「……待てせめて遺い書しよと生命保険を──うわ─────────────────っ？」

　絶ぜつ叫きようと、ともに、

　ビートルは、屋上から飛び落ちた。







「何事だ！」鳴り響ひびく非常警けい報ほうに、手近な部下を怒ど鳴なりつける仲なか河がわ忠ちゆう治じ──縹はなだ組ぐみの若わか頭がしら──でも四十越えているけど。「何があった！」

「分かりません！」悲鳴のような部下の声。「なんか、うえで、車が飛んできたとか──」

　──車？　車が飛んできただと？

　普通なら怒るか怒鳴りつけるところだが、一いつ笑しように付すまえにたずねる仲河。

「車種は？」

「──はい？」

「車の種類はなんだ！」

「は、はい！」しばらくして、答えが戻る。「フォルクスワーゲン、だそうです！」

　ああ、と仲河は嘆たん息そくした。

（ビートル……なんてこった）

（……美み樹きさまだ……）

　屋上から？　車で？　確かに無む茶ちやな話だが、美樹相あい手てなら納なつ得とくできる。ほかのだれならともかくも、美樹ならそれをするだろう。そしてできるだろう。何しろ度ど胸きようが服を着て歩いているような人なのだ。空から車で降ってきたとしても、なんら驚くことではない。そのこと自体に驚きはない。いや驚けよと突っ込む人は、そもそも美樹のことを知らないのだ。だが、どうしてこのビルに？　指輪はすでに持っている以上、ここに来る必要はないはずだが──

（──いや、）

（もしも美樹さまが、何らかの手段で縹組がここに罠わなを張っているのを知ったとしたら？　そして逃げるよりも攻め入ることを選んだのだとしたら？）

　昨さく夜や運びこんだ武器のほとんどは、撫なでし子こがヘリとトレーラーに詰めこみ持っていってしまった。美樹が来たら包ほう囲いするはずの増ぞう援えん部隊も、ほとんど美樹が予約したという教会に向かっている。いまこのビルにあるのは、個人が好きで携帯している武器とあまり戦せん闘とうが得とく意いでない者たちばかり──

（……あ、あまりにタイミングが良過ぎる！）

（──まさか工く房ぼうの裏切りさえ、美樹さまの計けい略りやくだったのか？）

　ここで縹を制圧し、美樹が身を隠かくしてしまえば、もはや縹組はおしまいとなる。ここは舞まい原ばる家の持ちビルであり、しかも外の世界、こんな騒ぎを起こした縹組を舞原家が許してくれるはずがない。荒あら又また常つね家との縁えん談だんだって立ち消えになり、縹は確実に滅ほろびてしまうだろう。そう、撫子が縹組を継いだとき、ほとんどみなが失望した。だれもがくらべ、思ったのだ。撫子さまではだめだ、美樹さまのような人でなければ縹の危機は救えない、と。そう思わせる何かが、確かに美樹にはあった。

　だがいま、

　その美み樹きが敵となってやってきている。

　──寒さむ気けを感じ、

　頭を振り、仲なか河がわは部下を見た。ちなみにここはビルの五階、かつて大きなレストランだったテナントに設置された司し令れい室で、無線機とビル中に張り巡らされた監かん視しカメラのモニターが置かれている。

　仲河のほかには部下がひとりしかいない。

　仲河は部下に、言った。

「……無線だ」

「は？」

「は、じゃない！」仲河は怒ど鳴なった。「姐あねさんを呼べ！　急いで引き返してもらうんだ！」認めるのはくやしいが──「──おれたちだけで、あの美樹さまをとめられるものか！」

「は、はい──」部下はあわてて返事をすると、無線機に向かった。







　隣のビルの屋上から集音マイクと電話線で盗とう聴ちようしていた宮みや知ちは、「は、はい！」という言葉と同時にジャマーのスイッチを入れた。

　舞まい原ばる家製のこの小型高こう性せい能のうジャマーは、周囲五十メートル以内の無線機器の電波に干かん渉しようし完全に妨害する。電力を消費するため連続して三十秒以上使つかうことこそできないが、その威い力りよくは折り紙つき。連続使用ができないのなら、だれかが連絡しようとするたびスイッチを押せばいい、それだけのこと。そしてそれがいまの宮知の役目。

　そうとも、と宮知は思う。

　人はただ、自分ができることを精せい一いつ杯ぱい、すればいい。

　できないことまで無理してするのは結局のところありがた迷めい惑わくでしかない──それが宮知という男のポリシーであり、だから宮知はここにいて、耳をそばだてながら邪ジヤ魔マーの準備をしていたのだった。そうしながら、思っていた。工く房ぼうのやつ、ショックを受けていなければいいが。プライドの高いひねくれ男のあいつのことだ、部長を裏切ってしまったことでダメージを受けているのではなかろうか。受けていなければいいのだが……







「通じません！」ほとんど悲鳴と化した部下の報告を聞いても、仲河は驚かなかった。

　自分の携帯もまた通じないのに気づいても、たいして不ふ思し議ぎに思わなかった。向こうに美樹がいる限り、どういう事態も不思議ではない。何より、仲河たちは待ち受けていたのではない（最初はそのはずだったが）。攻めこまれているのだ。向こうは当然、こちらを効果的に攻めるはずのなんらかの準備をしてきているだろう。

　どうする？

（姐あねさんが戻ってくるまで、なんとか持ちこたえるしかない）

　かつてはレストランだったテナントに設置された司し令れい室、そのモニターで、ビル内を確かめる。何が起きたかわけも分からず右う往おう左さ往おうしている部下たちをモニタリングしつつ、考える。

　敵はまず、何をしようとする？

（……美み樹きさまなら、まず『頭』──つまり司令部を掌しよう握あくしようとするだろう）

（そして、この罠わなのことを知っているというのなら、当然──）

「おい」まだ若い部下に訊きく。「銃は持っているな？」

「はい」

「よこせ」部下から銃を受け取ると、モニターを示す仲なか河がわ。「いいか、見ろ。一階の工く房ぼうの店に『三本足』がいる。分かるな？」

「はい」

「電話が使えない以上、呼びに行くしかない。おまえはまず『三本足』のガキのところに行って、工房を確かく保ほするように伝えるんだ」しかしそれでは、と言いかける部下をにらみつけ、続ける。「工房が何をしてようが知ったことか！　工房を確保し、すぐにここに上がってくるよう『三本足』に伝えろ！」

「はい！」

「……いま残っている人間でこの事態に対応できるやつがいるとしたら──」悔くやしそうに唇くちびるをかむ。「客きやく分ぶんの、あのガキしかいない」

「わ、分かりました」

「よし。……いいか、おまえは銃を持っていない」取り上げた銃を見せる。「だから絶対に、戦おうなんて思うな。ただ『三本足』に会うことだけを考えろ」

「分かりました」

「そして、最後に」まだ若い部下の顔を、じっと見つめ、言う。「……やつに伝えろ。美樹さまを捕まえる必要はない。

　……殺せ、と」

　部下の目が驚きよう愕がくに開かれる。「そんな」

　何か言おうとする部下の肩をつかみ、がたがたとゆすって仲河は怒ど鳴なった。

「分からないのか！　縹はなだ組ぐみはいま、滅ほろびの瀬せ戸と際ぎわにいるんだぞ！」

「しかし──」

「──縹美樹を甘く見るな！」

　仲河が叫ぶと同時、

　まるでその言葉を証明するかのように、すさまじい爆音とともに部屋いっぱいに窓ガラスが四し散さんした。あたかも爆発したかのように。腕で顔を覆おおい、飛んでくる細かい欠片かけらから顔を守りつつ、仲なか河がわはガラスが飛んできた方向を見た。そして見た。壁一いち面めんとなっていた窓ガラスを突き破り、フォルクスワーゲンが走ってくるのを。

　しかし驚きは感じない。

（そうだ……この人はこういう人だ……）

　もはや何も言わずに部下をドアへと押しやると、仲河はサブマシンガンを取った。







「どうです？　見事に五階についたでしょ？」誇らしげに胸を張りつつ、ワーゲンのルーフに接着された特殊繊せん維いを切るアトリ。ちなみにその反対の端はしは屋上にくっつけられていて、いわば振り子のようにしてコウたちは屋上から五階に直行してきたのだが──

「……い、いっそ、死ねと……」必死に呼吸を整えつつ、毒づくコウ。「何が見事だ。もう二度と高校生の運転する車には乗らんぞおれは。無む免めん許きよのやつには特にだ。ああ乗るもんか。降ろしてくれ」

「そう言うな」アクセルをふかしエンジンの調子を整えつつ、部長が言う。「まだのようだぞ？」

　コウは前を見た。

　男がひとり、短たん機き関かん銃じゆう──拳けん銃じゆうと違い複雑なメカニズムが組みこまれ短い時間に何十発も撃うてるようになっている銃──を構えて立っている。

「仲河」美み樹きがつぶやいた。

　男はじっと、こちらを見ている。

　部長がアクセルを踏み、『ザ・ビートル』は走り出した。その一いつ拍ぱく遅れで仲河、と呼ばれた男はサブマシンガンの引き金を引いた。引き金が引かれ続けている限り弾たまを吐き出し続けるのがマシンガン。秒びよう単位で何十発もばら撒まかれる弾はあっという間にビートルのボンネットを穴だらけに変えた。通常なら、遠くからマシンガンを撃うつときは運転手を狙ねらうよりも地面から車を狙うのが上じよう策さくである。何しろマシンガンというのは反動がすさまじく、狙って撃てるものではない。そのくせすぐに弾が切れたり銃じゆう身しんが焼きついたりと撃てなくなるのがあっという間で、その代わり連れん射しやによる破は壊かい力はすさまじいから自動車の装そう甲こう程度はあっさりと破壊できる。だから、男が小さな三み束つか元もと生なりではなく大きな車のボンネットを狙ったのは正解だった。普通なら。マシンガンの弾だん丸がんは、あっという間にビートルのボンネットを蜂はちの巣すに変えた。ボンネットを突き破った熱い金属のかたまりは、すぐにもエンジンに引いん火かして大だい爆発を起こすだろう。普通なら。が、『ザ・ビートル』は普通ではなかった。フォルクスワーゲンのエンジンは後部に積まれており、前のボンネットの下はトランク、しかも宮みや知ちが提供してくれた緩かん衝しよう材が詰めこまれている。何発撃うとうと爆発するはずがない。それでも男はかたくなに、ボンネットを狙い続けた。まるで爆発しないことが不ふ思し議ぎでもなんでもないとでも言うように。射しや程てい距離──五メートルまで近づいて、美樹はゆっくり、あせらずに、ゴムを放つ拳銃スタンガンを構えた。
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　狙ねらい、撃うつ。

　男は後ろに吹っ飛んだ。

　吹っ飛びつつもその指はなおも銃の引き金にかかり、弾たまをばら撒まき続けた。気き絶ぜつしてなお、男の指は緩ゆるまなかった。執しゆう念ねんの指の弾だん丸がんはビートルのフロントガラスに三つの穴と天井に七つ穴を開け、そしてようやく事こと切きれた。そのホットな銃じゆう身しんは、これでようやく冷め始める。徐じよ々じよに、徐々に──

「美み樹きさん！」アトリが叫ぶ。

「大丈夫よ」額ひたいについた血をぬぐい、笑う美樹。「……かすっただけ」

　手についた血の量を確かめつつ、思う。

（私の目を、……ついに見なかったわね。仲なか河がわ）

「……先せん輩ぱい？」コウの声。

「ううん。大丈夫」あらためてうなずくと、美樹はビートル内を見渡した。「ほらね、思ったとおり。お姉ちゃんはここに司し令れい部ぶを置いていた。あとは」

「工く房ぼうさんの救出っスね」車から降り、コウはううんと伸びをした。待っていられずＢＯＳＳを車から降ろし、五十丁ちよう近く入ったスタンガンの風ふ呂ろ敷しき包づつみを引っ張り出してなんとか背中にかかえこむ。「じゃ、おれとアトリは工房さんの救出に向かいます」

「よろしく」美樹は微笑ほほえんだ。自分のではなくアトリの携帯──舞まい原ばる家の衛星を介する特別製──を手に持ち言う。「あたしはここからモニターして、きみたちを案内するから」

「頼みます。んで、部長」部長に向き直るコウ。「恋人で、しかも奥さんになる人だ、しっかり守ってくださいよ？　クイーンとキング、あんたらがチェックメイトされたらおしまいなんだから」

「分かっているとも。まかせろ」うなずく部長。

　アトリが言う。「それで、あの、ＢＯＳＳさんは──」

　全員の注目を集め、ＢＯＳＳはうれしそうに跳びはねた。

　しばらく跳びはねぐるぐるまわり、つかれたのか……

　なぜか。

　コウのところへやってくる。

　コウは憮ぶ然ぜんとした。

「なんだよ、おまえは。部長と一緒にいろっての」

「それはＢＯＳＳが決めることだ」うなずく部長。「決まりだ。コウ、ＢＯＳＳを頼むぞ」

「……ついてくるのは勝手だがな」ふん、と鼻を鳴らして顔をそむける。「自分の命は自分で守れよ。おれは知らないからな」

「またそんな、コウにーさんたら……」

「はっはっは」部長が笑う。

「……それじゃ」美み樹きが言い。

　四人と一いつ匹ぴきは、思い思いの方向に向かい歩き出した。振り返らずに躊ちゆう躇ちよもせずに、美樹は司し令れい部の設置されているレストラン内。部長はビートルの座席。そしてコウは風ふ呂ろ敷しきの重さに腰を曲げつつよっこらと、アトリと一緒に階段目め指ざして歩き出す。うれしそうにひょっこりひょっこり、付き従ってくるＢＯＳＳと一緒に。荷物の重さにほとんど地面にお辞じ儀ぎをしつつ、コウはＢＯＳＳを見、頭を振った。おれについてくるなんて、こいつ、本気か？　おれたちが一番危険なのに。もっとも犬にはそんなこと分からないのだろうけど。犬には順位に従う本能がある。普通なら、一番強い部長のところにいくだろう。なのにコウのところに来たのは、ひょっとして自分を下したっ端ぱだと思っているからかもしれない。だから一番危き険けんなルートを選んだのかもしれない。あるいは何しろペット、単純に危険に対する本能がなく、偶ぐう然ぜんコウの近くに寄ってきてしまったのかもしれない。

　バカなやつだ、と心につぶやく。

　でも、まぁ、安心してろ。

　必ずおれが守ってやるから。

　……こいつなら、アトリみたいに難しいこと言わないだろうし。







「いったい何があったんだ？」

「分からん。──（部下Ｂ）は、車が降ってきたとか言っていた」

「おれにはカブトムシが襲おそってきたって言ってたぞ？　何でも車ぐらいの大きさで、ヘラクレスオオカブトという種類らしいが──」

「だが屋上には、何も──」

　警報はなりやんだが、いまだなんの報告もない。どうも空から何かが降ってきたのは確からしく、七階の窓が割れているのが確認されたが、それ以上の異常は発見されなかった。屋上も。もっとも注意深く観察すれば、ヘリポートに車の急ブレーキをかけた跡が残っていたし、屋上の縁ふちにはほとんど透明の糸がくっついていたのだが。

「おい」一人が言う。「へんだ。電話が使えない」

「おれのもだ」

「おれも──」

「仲なか河がわさん、どうしたのかな、おーい」設置されたカメラをぽんぽんと叩たたく。向こうからはこちらの様よう子すがよく見えているはずなのだが──このままじゃ埒らちが明かないと、司し令れい部が設置されているテナントに向かおうとしたとき。

　ばたん、と反対側のノブが壁にぶつかるぐらいの勢いで、扉とびらが開いた。

「？」

　扉を開けたのは、巨大な風ふ呂ろ敷しき包づつみの塊かたまりだった。

　風呂敷包みが解けて、一見おもちゃのような鉄てつ砲ぽうたちが景けい気きよく、盛せい大だいに、床ゆか一面にばら撒まかれ──

「？」

「？」

「？」

「！」昨日リムジンに乗っていた男が、目を開く。「うわ、おまえ──」




「悪あく魔まのミカタだ」

「そのミカタです」




　宣言とともに、

　二人の両手のスタンガン、あわせて四丁ちようが同時に火を噴ふいた。




　　　３．ガンファイト




　スタンガンを連れん射しやしつつ、コウは一いち路ろ、レストルームを抜けるドアへと走った。前にはＢＯＳＳ、アトリは背後に置き去りに。途中、背中に稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが何度も走り、それで撃うたれたことに気がつくが、それでも止まらない。さすがは舞まい原ばる家製の特殊ジャケット、着てて良かった本当に、なんて感謝しつつ、まっしぐらに走る。もっとも本当は、レストルームに突入し戦せん端たんを開くまえ、コウはジャケットを脱ごうとしていたのだが。

　数分前、

　ジャケットを脱ぎつつ、コウは言った。

「アトリ、これを着──」

「いえ、けっこうです」コウを止め、アトリは首を振った。

「……なんでだよ」

「……あのですね、生なま意い気き言うようなのですが、あたしはある程度弾だん丸がんをよけられると思うのです。ですが、コウにーさんには無理でしょう？」

「……まぁ」弾丸を、よけられる？　本当に？「……それは確かに、おれには無理だな。くやしくはないが」

「ですからそのジャケットは、コウにーさんが着ていたほうがいいかと」

「……」

「さらに生意気なようですが」アトリはコウを見つめて言った。「これから入るところは、レストルーム、縹はなだ組ぐみの皆々さま方のほとんどが集まっています。……だから」

「……だから？」

「あたくしがコウにーさんを援えん護ごしますから、一気に駆け抜け、階下へ通じるドアへと向かい、工く房ぼうさんのところに向かってください。そして、あの、あたしはここで」一気に言う。「縹組の皆々さま方を食い止めます」

「なっ」

「いえいえいえあの、大丈夫、あたしならきっとできると思います」一気に、急いで、恥ずかしそうにアトリは言った。「無理ならすぐに部長さんたちのところへ撤てつ退たいします。もしつかまっても、あたしのような子供だけなら縹組の皆々さま方も無む茶ちやはしないでしょうし……だから大丈夫、心配はありません。コウにーさんはひとりで、いえ、ＢＯＳＳさんと一緒に工房さんのところへ向かってください」

「……」

「正直に言えば」うつむいて言う。「……コウにーさんが一緒だと、戦いにくいのです」

「……へぇ？」

「それに」ばっ、と顔を上げる。「しかもこれは、イー……、とにかく、ほかでもないあたし自身の気持ちなのです！　だから、その……」

　一瞬ためらい、

「分かったよ」コウはアトリの頭をなでた。

「コウにーさん！」

「よく分からないが、さっきのおまえ……何かおれの知らない秘密があんだろ？」笑う。「いいよ。おまえを信じる。背中をまかせる。頼んだぞ、アトリ」

「コウにーさん！」感かん極きわまって、アトリはコウに抱きついた。

　よしよし、と頭をなでてくれるコウに、もしかして……と、目をつぶり、んー、と唇くちびるを突き出してみる。

「アホか」チョップを受ける。

「だめですか。やっぱり」えへへ、と笑いつつ、こういうとき、ジィ・ニーさんなら無理やりキスしちゃうんだろうなぁ、とアトリは思った。いいなぁ、ずるいなぁ、無む理りやりキスしてでも許してもらえる、なんて。ジィ・ニーさんはよくてどうしてあたしはだめなんだろう。

　……今度無理やりしてみようかなぁ。

「アトリ？」

「いえいえいえいえいえ」首を振る。

「……いくぞ」コウはそっと、ドアノブをまわして扉とびらをずらした。そうしておいて、両手にスタンガンを一丁ちようずつ、腰にも二丁ぶら下げて、扉のまえにどしんと風ふ呂ろ敷しき包づつみを置く。

　そして言う。

「アトリ」

「はい？」

「怪け我がしないで戻ったら、ご褒ほう美びやるからがんばれよ」

「本当ですか？」

「ああ」

「がんばります！」

　──うなずくと。

　コウは風呂敷包みを蹴けり飛ばし、扉にぶつけてばんと開ひらいた。開ひらけた視し野やに入った男（ちなみに昨日きのう最初に見かけたいかつい顔の男だった。車から転げ落ちても怪我ひとつしなかったらしい）にスタンガンの銃じゆう口こうを向けつつ一気に突入し、告げる。

「悪あく魔まのミカタだ」

　アトリも続く。

「そのミカタです」

　四つの銃口が同時に火を噴ふき、目のまえの男が吹っ飛ぶ──手荒い宣せん戦せん布告に部屋中がざわめき立つのを肌はだで感じる。脳のう裏りに浮かぶ映像は、映画でよく見る赤いレーザーサイトを身体からだ中に向けられる場面。赤いマーカーで狙ねらわれてでもいるかのような周囲の視線にコウは鳥とり肌はだが立つのを感じた。ああ、おれはいま興こう奮ふんしている。畜ちく生しよう──

　こちらはゴムの弾だん丸がんだが、向こうは本物の銃じゆう弾だん──

（はたして不利なのはどちらだ？）

（死なないと分かっているから突っ込んでこれるおまえらか？）

（死なないと分かっているからいくらでも撃うてるおれたちか？）

　一瞬の──音楽的な一いつ拍ぱくほどの静せい寂じやくののち、

　後ろでアトリが一発撃うった。

　二発、三発……タン、タン、タン。次々聞きこえるスタンガンの銃声のなか、衆しゆう目もくの視線を集め、そろりそろりと歩き出すコウ。

　五人ほど昏こん倒とうしたところで、ようやく、

「賊ぞくだ」だれかがつぶやいた。そして。

「賊だ────────────────────！」

（賊っておまえ）

　一ひと味あじ違う本物の銃じゆう声せいが、響ひびく。

　短距離走の合図のごとく、コウは一気に走り出した。

「気をつけてくださいね、コウにーさん！」

　コウの後ろで盾たてになりつつ──反はん撃げきするものを盾と呼んでいいのなら──心のなかで、アトリはつぶやいた。大丈夫、あのドアの向こうにどんな危険があったとしても、コウにーさんならきっと何とか切り抜けてくれる。それを信じる、それが信頼というものだ。あたしは──『私』は自分ができることだけを、一所懸けん命めいすればいい。冷静に、状況を見て、コウの背中を守りつつアトリはまず近い人間、そして銃を構えた人間から順に撃ち始めた。イーチャーズリンクを切断、いまや感情の影えい響きようを受けない存在となったアトリの指先にミスはない。冷静に狙ねらいをつけた腕は震えず、ぶれず、確実に狙ったものへと弾ペレツトを当てる。十一発──薬やく室しつに事前に入れてある分も合わせて──入りの弾だん丸がんで正確に十一人、アトリは相手を吹き飛ばした。吹き飛んだ状態を見て気き絶ぜつしているか意識があるか、動けるか否かを確認するのも忘れない。走りつつ、右手に持っていたもはや空からっぽのガンを捨て、腰にはさんだ新たな銃へと手を伸ばす。その間もコウを守るのを忘れない。視し界かいの隅すみにコウを狙う男をとらえ、左手のガンが閃光を放ちマズルフラツシユ──けん制し、新たに取った右手の銃を左手にクロスし撃って止とどめを刺す。

（……この銃は、ちょっと右にずれるみたいだ）撃ちつつも照しよう準じゆん調整は忘れない。

　バタン、と背後で音。

　コウが扉とびらにたどり着き、部屋から無ぶ事じ脱出したのだ──閉まったドアを確認し、アトリはうなずいた。リンクが切れ感情がないはずの心に、何かほっとするような気持ちが湧わき上がる。──そう、アトリはほんのついさっきから、突然この状態をコウに見せたくなくなっていた。イーチャーズリンクのことを話さないのは、それまでは純粋に、イハナと綾あやにその方がいいと言われていたからだった。が、いまのアトリは自分から、それを隠かくしたいと思っている。この状態の自分を、コウに見せたくないと思っている。なぜなら──

（この状態の私は先ほど、コウにーさんを傷つけてしまったからだ）

（そして、）

（傷つけてしまったにもかかわらず、傷ついているコウにーさんを見て、この状態の私は何も感じなかった。傷ついているのは分かるのに、それをなんとも思わなかった。そしてなぜだろう、そんな自分に奇き妙みような情じよう動どうを覚える）

（これは……嫌けん悪お？）

　もちろん、イーチャーズにリンクしていないいまのアトリには正しい判別はできないが。

（……とにかく、いまの『私』はこの状態を、コウにーさんに見せたくないと思っている）

（そして、これは……）

　イーチャーズに頼らない、自分だけの感情。

　イーチャーズとは関係ない、自分のなかで生まれ育ったアトリ自身の感情──ならば私は、この『気持ち』を大事にしなければならない。そう、心のなかにつぶやいてみる。なぜかは分からないが、そう綾あやさんは教えてくれた。そしてベルゼバブさまも、イーチャーズに頼らず成長しろと言っていた。だから私はこの気持ちを尊そん重ちようする。コウにーさんにこの姿を見せたくないという、自分の気持ちを尊重する。そして、コウにーさんにこの姿を見せなくてすむように──右方向の男を右手の銃で撃うちつつ、左方向に銃を構えるしぐさを発見、だが体勢的に打つのは不可能と見て、アトリは左手の銃で天井を撃った。勝利の確信かそれともやけか、顔を引きつらせ、左の男が銃を撃つ。発はつ射しやされた弾だん丸がんは、しかしアトリに当たる前に天井から落ちたライトに当たって跳ね返った。男が仰ぎよう天てんに固まったときにはすでに、アトリは右手の男を倒して身体からだの向きを変えていた。冷静に狙ねらい、左の男を右手で撃つ。その瞬間も、左手は後ろの男をけん制している。右手の銃の残ざん弾だん数すうはあと二発──重さでそれを判断し、アトリは先ほど床にばら撒まいた銃のひとつを足で空中高く蹴けり上げた。アトリの脳は、アトリの身体を完かん璧ぺきに制御してくれる。右手も左手も両足も、すべてがアトリの望んだとおりに動いてくれる。何しろアトリの肉体は、堂どう島じま亜あ鳥とりがもっとも理想的に生長した姿なのだから。十三歳さいの肉体は、可能性の塊かたまりだ。右手の銃を二発撃ち、弾たまがまだ残っていないか確認もせずに投げ捨てる。空あいた右手に凡ぼん打だのフライのごとくすっぽり落ちる蹴り上げられた新しい銃。その間も、左手は間かん断だんなく弾を撃ち出す。タン、タン、タン。この時点ではまだだれも気づいていなかったが、最初にタン、と撃ってから、そのリズムが途と切ぎれることは一度もなかった。アトリはずっと、ときには遅く、ときには速く、しかし止まることなく銃声のリズムを刻きざみ続けていた。そしてそれはあたかも催さい眠みん術のように、部屋の人間を一定のリズムに支配していた。人は──少なくとも素人しろうとは、銃を撃つとき呼吸を止める。銃を撃ち終わってようやく人は一ひと息いきつける。だがアトリの弾丸は、相手にその一休みを許さない。規則的に、しかも永久に続くかのごとき途切れることなき弾丸音は、部屋中の人間に途切れることなき短距離走を強きよう要ようしているようなものだった──ただひとり、規則正しく言わばマラソンをしているアトリ自身を除いては。

「うわぁぁぁ！」一人の男が、どうせゴムの弾だん丸がんなんだと無む我が夢む中ちゆうで飛び出した。

「みんなでつぶせ！　いっせいに！」

　直線で向かってくる敵ほど狙ねらいやすい相手はいない。

　アトリは冷静にその男の鼻に弾たまを一いち撃げき食らわすと（多分へし折れただろう）、後ろ飛びに二に挺ちよう拳けん銃じゆう、まえから来る男たちをなぎ倒したのちそのまま後こう転てん、鮮やかな水みず玉たまを見せ、まだ弾は残っていたが地面に転がる新たな銃と取り替えた。今度は四し方ほうから来る──見渡して瞬しゆん時じに判断、一番近い二人に向かって飛びつつも銃じゆう口こうは一番遠い相手に向ける。横とびに二挺拳銃──タン、タン、タン。水玉が踊る。アトリはまるで抱かれるように男の胸に背中を向けてしなだれかかり、脇に銃口を差しこみ撃うった。と同時に踊るように回転し、男の身体からだを盾たてに隠かくれる。ここでようやく、縹はなだ組ぐみの皆々さまは気づいたようだった──敵は一人、こちらはたくさんしかも素す手でではなくて銃。むやみに飛び掛かれば同士討うちは避けられない、ということを。実際の話、盾にされた男が三ヶ月病院に通う羽は目めになったのは、アトリを撃とうとした仲間の弾が代わりに彼に当たったからだった。……あるいは、縹組の皆々さま方が銃を捨てて肉にく弾だん戦で挑いどんでいたら、まだいい戦いができていたかもしれない。が、スタンガンとはいえ相手が銃を持っているという状況で、銃を捨てられるものだろうか？　それができるならきっと、その人間は勇ゆう敢かんと呼ばれてしかるべきだろう──そういう点で、ここには勇敢な男はいなかった。勇敢な少女がひとり、タン、タン、タンとリズムを刻きざんでいるだけだった。くるりとまわる。なめらかにまわる。タン、タン、タン。横とびに銃を水平に撃ち、床に転がりそのまま回転、足を広げてぐるぐる回る。ブレイクダンスに水玉が踊る。タン、タン、タン。重力も遠えん心しん力も上下左右の逆転も、アトリを混乱させるまでにはいたらない。さかさまに回転しながら銃を撃つ。首で、回り、肩で着地しタン、タン、タン。転がって再び立ち上がるころには、銃には弾が補充されててタン、タン、タン──もはやそれは終わらない。もはやだれもしゃべれずに、タンタン銃を撃ちまくる。一ひと息いきつくことができたなら、彼らは一気にしゃべりだしたことだろう、降こう参さんすると。ホールドアップと。お願いだから許して、と。だがアトリのタン、タン、タンは、それさえ許してくれなかった。タン。タン。タン。正確無む比ひなそのリズムは、機械が刻きざむものだった。ここは巨大なオルゴール。回転する舞台の上で、タン、タン、タン、踊る人形。リズムを刻んで回る歯車。のちに彼らは夢に見る。しばらく夢にうなされる──薄うす暗ぐらい部屋の中、延々と規則正しいステップを踏んで彼らを踊らせ続ける存在の夢。それは、悪あく夢む、奇き妙みようでシュールな水玉の悪夢──







「アトリは大丈夫かな」廊下を走りつつ、足もとのＢＯＳＳに話しかけるコウ。「……大丈夫だよな？　何しろあいつ、本当は悪あく魔まだし。弾よけられるとか言ってたし……でもどうやって？　やっぱ視線を読んだりするわけか？」

　コウの周囲を行きつ戻りつ飛び回るＢＯＳＳは、どう見ても心配しているようには見えない。なんて薄はく情じような──

「止まれ！」後ろから声が聞こえた。

　コウはため息、ジャケットのフードをあらためて締め直し、振り返った。

　無む視ししてもいいのだが、後こう難なんを考えると出会うやつは全員気き絶ぜつさせたほうがいいとの判断。

　臆おくすることなく近寄ってくるコウの姿に、男は金かな切きり声を上げた。

「よ、寄るな！　撃うつぞ！」

「ご勝手に。……こらＢＯＳＳ、おまえは退さがってろ」喜んで男のところに行こうとするＢＯＳＳを慌あわてて止める。ＢＯＳＳを戻して、男に言う。「なぁあんた、後ろから来たってことは、途中で……見ているだろ？　仲間が倒れているのを。そいつらを病院にでも連れて行ってやったらどうだ？　いまならまだ──」

「く、来るなってば！」

　なんかもう面めん倒どうくさくなり、コウは男にスタンガンを向けた。とたんに男が実じつ弾だんを撃つ。一発、二発……四発目がまともに腹を直ちよく撃げきし、コウは思わずひざを突いた。あわてて片手で顔を覆おおい、ダメージを確認する。畜ちく生しよう、痛い……だが高たか虎とらに殴なぐられたときほどではない。もちろん、このジャケットのおかげだけれど。

「お、おまえが悪いんだ」男がつぶやいた。

「分かってるって。だれもあんたを責めたりしないよ」言うなりコウは立ち上がった。

　仰ぎよう天てんした男の顔を眺ながめ、再度ゆっくり、狙ねらいをつける。

　ぽかんと口を開けたまま、男は再び撃ち始めた。一発が肩に命中したが、わずかに身体からだを揺らしただけでコウは狙うのをやめなかった。銃じゆう口こうを向けつつ、ふと、足もとでＢＯＳＳが跳ねているのを見る。信じられないことに、この子犬は人間を恐れるくせに銃じゆう声せいはぜんぜん恐れない。それどころか妙たえなる音楽にでも聞こえているらしく、さっきから銃声が鳴り始めるととたんに飛び跳ね踊り始める始し末まつである。まったく気き楽らくなやつだ──踊るＢＯＳＳの姿に思わず吹き出したところで再び弾たまが腹に当たり、コウは一瞬揺ゆらいで男を見た。

　男が言った。

「死にたいのか？」

（──なんだと？）

　死にたいのかとはどういう意味だ？

　急激に怒りが湧わき上がり、コウは弾だん丸がんに構わず再び男に向かって歩き出した。歩きつつ冷静に、男の足を狙い、撃つ。一発で、男は床にひざまずく。次に手を狙い、銃を手から落とさせる。スタンガンに撃たれた手はしびれ、しばらく使い物にならない。それでもコウは落ちた銃に伸ばしかけた男の手を再び撃った。

　恐怖の色を浮かべた顔を、

　目と鼻の先から見下ろして、訊きく。

「おまえ……死にたいのかとはどういう意味だ」

「あ……ああ……」

「こちらが死にたくないのを殺そうとしているのはそっちじゃねぇか。それを死にたいのか、とはおまえ、何様だ？　だいたいこっちは平然としているのに、何を理由で死にたいのか、なんて言うんだ？　おまえは。……畜ちく生しよう、ふざけるなよ」自分で言っていて何を言っているのか分からない。

　それでもむかついているのは確か。

　何か言いかける男にかまわず、その腹を狙ねらって撃うつ。

　一発で男は悶もん絶ぜつ、床に倒れた。

　腹を狙ったので意識はあるようだがしばらくは動けないだろう。それでもコウは男を見下ろし、撃った。撃った。男がよだれをたらし白しろ目めを剝むくまで撃ち続けた。男が完全に意識を失ったのを確認し、それでもまだ撃ちたいのを必死で我が慢まんして、言う。

「死にたいのはどちらだ、ばかやろう。おれは警けい告こくしたよな？」

　──畜生、と、思う。

　おれは……これじゃあまるで弱いものいじめをしているみたいじゃないか。そうじゃないのに（いやそれはどうだろう、とコウの中の冷静な部分がささやく）。こちらのほうが弱いのに。それは、きっと、

（死にたいのか、だと？）

　このジャケットのせいだ。撃たれても死なないと思うと、どうも……緊きん張ちよう感がない。緊張感がないと、考えるのが面めん倒どうになる──

「──止まれ！」再び声が聞こえた。

　奇き妙みような倦けん怠たい感に包まれつつ、コウはもう口を開くこともせず、ジャケットの影で銃を構えた。準備をしつつ、ふと足もとに目をやり、ＢＯＳＳが拳けん銃じゆうをくわえている姿に啞あ然ぜんとなる。

　なんだそりゃ？

　おまえも戦いたいってか？

「よせ、ＢＯＳＳ。おまえはこんな──？」

　コウの足もとに本物の拳銃を置き、コウを見上げてくるＢＯＳＳ。

　昨夜、コウの手もとに木の棒を持ってきたみたいに。

　──ひょっとして、ＢＯＳＳはこいつを使えと言っているのだろうか──

「だめだよ、ＢＯＳＳ」コウは力なく、笑えんだ。「おれは──少なくともいまのおれは、拳銃を持っていい人間じゃない。分かってる。今のおれは本当は、こいつだって持っちゃいけないんだ」スタンガンを見て、笑う。「……ああ、それだけは分かっている。……畜生、分かってるってんだ……」

　背後で、再び声が上がった。

　どうも、二人いるらしい。

　コウは振り向きざま、撃うった。

　引き金はやけに軽かった。







「どうだ？」背後からモニターを覗のぞき込む部長。「二人の様よう子すは」

　いきなりやってきた部長に驚くことなく、その首をやさしく抱いて唇くちびるを合わせると、美み樹きはうなずいた。「……いまのところ、アトリちゃんは大丈夫。……ていうかすごいわあの子。ひとりで四十人近くを気き絶ぜつさせちゃった」モニターのなか、新たな援えん軍ぐんを見事に軽くあしらっている姿にため息をつく。「……なんか複雑。あんな子供があんなに自じ在ざいに拳けん銃じゆうを操あやつるなんて。いやな世のなか」

　させているのはあたしだけど、と自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる美樹。

　部長はたずねた。「それで、兄のほうは？」

「一応、携帯で連絡があったけど……」モニターを示す。「だれか、頭の切れるのがいるみたい。工く房ぼうが監かん禁きんされている部屋周しゆう辺へんのカメラが全部、壊こわされてるの。だから状況が分からなくて」

「……」

「ほとんどはアトリちゃんが引き受けているし、自分でも大丈夫だって言ってたけど……大丈夫かな？」

　美樹と部長は同時に、時計を見た。

　おそらく、撫なでし子こはもう教会に美樹と三み束つか元もと生なりの姿がないことに気づいているだろう。トレーラーならともかくヘリ、あっという間に戻ってくる。猶ゆう予よは、多めに見積もってもおそらく八分弱じやく程てい度ど──

　微び妙みような時間。

　いやな考えを振り切るように、

「ところで」美樹は部長を見た。「あなたのほうは大丈夫なの？　こんなところに来たりして」

「ぼくならぜんぜん大丈夫だ」首を振る。「……というか、だれもやってこないのだ。もう暇ひまで暇で」

「ええ？」普通なら司し令れい部の置かれたここに真っ先に集まって来そうなものだが……「……なんか変ね」

「幸運を疑ってはいけないよ、美樹さん」部長は首を振った。

「そうね」美樹は微笑ほほえんだ。そして二人はキスをした。ストレス下でのキスはとっても甘かった。甘いキスを二人が堪たん能のうしているちょうどそのとき、アトリはレストルームで最後の一人と相あい対たいしていた。ちょうどそのとき、コウはＢＯＳＳがさきに進んだ廊下の角の向こうから機き関かん銃じゆうの音を聞き、きゃいんという悲鳴も聞いて、蒼そう白はくになってダッシュしていた。

　そして撫なでし子こはいままさに、こちらに向かっているところだった。




　　　４．バウ！




「ま、待て待て待て待て！」わずかに生まれた間かん隙げきをのがさず、男は叫んだ。

　アトリのまえに飛び出し、目のまえで銃を捨てる。

「抵抗はしない、しないから！」

　男の様よう子すを無表情に見つめ、口を開く少女。

「……それは、戦う意志がない、ということですか？」

「そうだ！　畜ちく生しよう、周りを見ろ！」自分以外の誰だれ一人として立つ者がいない状況に、思わず金かな切きり声になる。「こんな状況で戦う気なんてないよ！　ないとも！」

　しばし考え、アトリは言った。

「では、両手をそこの壁につき、足を広げてください」

　嬉き々きとして男が指示に従うのを見届け、安全な、見えない位置から男を撃うつ。急所を撃たれ、男はあっさり気き絶ぜつする──おそらく気絶したことさえ気づかずに。男が完全に気絶しているのを確認し、アトリはようやく一ひと息いきついた。だがそれも本当に一息、すぐにコウのところに向かおうとして──

「見事だ」ぱちぱちという拍手の音に振り返る。

　椅い子すの陰から身を乗り出してきた意外な男の姿に、しかし無表情に言う。

「海かい藤どうさん」
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「……おれを知っているのか」

「あなたのことは、コウにーさんから聞いています。菜な々な那なさんの事件で会い、そして遊園地でも会ったと。さらに今回も……これは偶然ですか？」

「同じことを聞きたいな」

「……コウにーさんは、こうも言っていました」無表情に続ける。「あなたの姿を見かけた以上、縹はなだ組ぐみももはや永くないだろう、と」

「それもおれのせりふだろうが」首を振る海藤。「あいつに会うたび職を失っているのはおれなんだぞ？　しかも今回は縹組。まったくあいつは疫やく病びよう神がみだよ。……いや、悪あく魔まのミカタ、だっけ？」笑う。「おーい、嬢じようちゃん。ここは笑うところだ」

　アトリは顔の筋肉を動かし、笑顔をつくった。

　海藤の顔から笑えみが消える。「……嬢ちゃん。あんたは、ちょっと……」

「コウにーさんは」再び無表情に戻り、続けるアトリ。「あなたを嫌いではないようです。……それでも私と戦いますか？」

「ううん、と言ったら見逃してくれるわけか？」アトリの足もとで、壁に寄りかかるように気き絶ぜつしている男を見る。「……そいつは戦意を喪そう失しつしていた」

「それを信じるに足るソースを私は持ちません」淡たん々たんと、告げる。「ですから私はとり得る最良の選択を取りました。そしてそれは」海藤を見つめる。「あなたの場合も同様です」

「……そうか」

「どちらにせよ、死ぬことはありません。抵抗しないぶん、むしろ後こう遺い症しようの心配がなく安全でしょう」

「そうだな」海藤は笑った。「……正しい判断だ。……だが、人としては間違っている」

「不ふ可か解かいです」

「……ひとつ、聞いてもいいか？」

「どうぞ」

「あんた……本当に堂どう島じまコウの妹か？」

「そうです」顔色ひとつ変えずに即そく答とうする。「なぜです？」

「銃の腕うで前まえ、胆たん力りよく……とてもじゃないが、見かけどおりの年ねん齢れいとは思えない。本当に十三歳さいか？」

「……」あらためて、実はまだ一年も生きていない少女は海藤を見つめた。そして答えた。「答える義務はありません」

「……なんだかそれが答えのようだが」

「私の文ぶん脈みやくのどこに、答えを示すような言葉がありますか？」

「……いや、いい」海かい藤どうはかぶりを振った。「さてと。それじゃあ始めるか」

「え？」

　微笑ほほえんで、

　腰から他の男たちとは違う、銀色の自動拳銃オートマチツクを抜く海藤。アトリはしかし驚かず、ほとんど同時に横よこ飛びに飛んだ。飛びつつ両手の銃を撃うつ。が、海藤はすでにそこにはいなかった。レストルームのソファを盾たてに身をかがめ、移動している。隙すきを見せずに。その動き、そして先見た白はく銀ぎんの拳銃の姿をイーチャーズリンクで検けん索さくし、アトリはひとつの結論を得た。海藤重しげ彦ひこは、素人しろうとではない。彼は何らかの──おそらく警察か自衛隊の──特殊訓くん練れんを受けている。そしてそれを何倍にも活かせる経験を積んでいる。もっとも、それらの事実はアトリにとってなんら脅きよう威いとはならない。いまのアトリには、脅威を感じる心はない。ただ現実を機械のように受け止める冷徹な理性があるのみ。

「それでは、いきます」つぶやくと。

　アトリもソファの影に潜もぐり、手近な椅い子すをおとり代わりに蹴け飛とばした。椅子の背にすぐ穴が開く。銃じゆう撃げきに跳ねた椅子の足がぶつかって、テーブルの上で水差しに入った花が一いち輪りん、衝しよう撃げきに揺れた。真っ赤な花か弁べんを持つ花をはさんで、二人は銃を撃ち合った。ときに同時に、ときに交互に撃たれる弾たまが空気を揺らし、風を起こして花を揺らす。右側からの弾だん丸がんに、花は大きく左に揺れた。そのまま揺れていたなら、次に撃たれた弾丸によって花は散らされていただろう。だが世の中には反作用というものがある。撃てば撃たれる。殴なぐれば殴り返される。力を加えれば必ず逆向きの力が発生するという世界のことわりにより、限界まで左に揺れた花の頭は次の瞬しゆん間かん反作用、反対方向に揺り返した。おかげで左からの弾丸に花びらを散らされずにすんだ。ほとんど花弁をかすめるように飛び去った弾の力により、勢いついてさらに右へと揺れる花。次の瞬間、花の代わりに上に来た葉が弾丸にはじける。はじけ飛ぶ。その勢いで大きくたわみ、反作用、花は再び左に向かい揺れ動く。振り子のように揺れる花のすぐそばを、二発の弾が飛んでいく。花の軌き跡せきをなぞるかのごとく飛び交う弾丸の風に揺られてゆらゆらと、花は揺れた。揺れ動いた。花の場所を追うかのように、弾丸が、行きつ戻りつ空気を焦こがす。火か薬やくのにおいの立ちこめるなか、水に差された真っ赤な花はそれでも生の芳ほう香こうをあげる。ミツバチを呼ぶように、あたかも弾丸を誘うかのごとく。花が向かった空間に、弾が飛ぶ。しかしそのとき花はそこにはない。すでに左に揺れている。さらに揺れれば鉄の塊かたまりに散らされることになっただろうが、反作用、その場所に落ち着く寸すん前ぜん限界が来て反対側へと揺れ戻る。かすめて飛び去る弾のことなど知らぬげに。弾丸が飛んで生み出す風のただただ命じるそのままに、弾丸の軌き跡せきの合間を花は右に左に揺れ動いた。メトロノームのそのままに、リズムを刻きざみ、弾丸の風の飛び交うなかを、右に左にそよぎつつ、花は真っ赤に咲いていた。危うい均きん衡こうのなかを──

　しばらくして、

　右から声が聞こえた。

「なかなか見事な腕うで前まえです」いまだ子供の声が言う。「……ですが、それまでです」

「ほう？」男の笑い声。

　少女の声は淡たん々たんと、言った。「腕前的には膠こう着ちやく──しかし、はっきり言えばこれまでに三回、あなたには私を殺すチャンスがあった。にもかかわらず、あなたは私を殺せなかった。

　──私が子供だからですか？」

　沈ちん黙もく。

　ならば、と子供の声が言う。「それはあなたの弱点です。そして私は、あなたの弱点に応じて戦い方を変えます。もはやあなたに勝ち目はない」

　左側から返事があがる。「……だったら、どうしてわざわざそんなことを教えてくれるんだ？」

「よく分からないからです。あなたの行動は不ふ可か解かいです。ですから、これはブラフです。あなたの行動を制限し反応を誘ゆう発はつするための」

「……」

「もしも行動を変えなければ、あなたは私に倒されるでしょう。──それでは、いきます」

「待て」男の声が言った。「ひとつ、コウに伝えてくれないか」

「なんです？」

「……撫なでし子こさまのことを許してくれるよう、舞まい原ばる家に頼んで欲しい。……ただし、撫子さまには分からないよう」

「……それは」

「何、伝えるだけでいい」

「……分かりました」

「よし」笑い声。「あとは……そうだな、あいつは確か、魚うお座ざだろ？　魚座のラッキーカラーはゴールドだ。それも伝えておいてくれ。ゴールド的なものを常に身に着けておくように、とな」笑う。「……これはお礼の先払いだよ」

「……」

「それだけだ」

「不可解です」

「かまわんよ。……それじゃ、いくか」

　再び、銃じゆう撃げきが始まった。

　右から左から弾だん丸がんが起こした風の嵐あらしにつつまれて、花は左に右に揺れ狂った。が、今度はそれほど長くは続かなかった。三度目の往復を終え、いざ四度目の往復に取り掛からんとしたまさにその瞬間、右からの弾丸がついに真っ赤な花を貫いた。弾丸の回転にまかれ、赤い花か弁べんが空中にぱっとはじけて四し散さんする。その一発を最後に、銃じゆう声せいが絶える。風もやむ。風の凪ないだ空間のなか、はらはらと、真っ赤な花か弁べんが宙に舞う。宙に舞い、はらはら落ちる。床へと落ちる真っ赤な花弁を邪じや魔まするものなど何もない──

　はらはらと、花のかけらは床の上へと散った。

　そのさまを、黙し、じっと眺ながめている少女。

　しばらくして。

　床に散った花の欠片が、ふるふると、震え始める。風はない、にもかかわらず震え始める。アトリはまず花を、そして周囲を見渡した。かすかだが、確かに何かが震えている。何かが大気を揺るがしている。かすかに聞こえる、この音は──

　アトリは窓から外を眺め、そして急いで駆け出した。







　次々と拳けん銃じゆうをくわえてはコウのまえに落としてくるＢＯＳＳだったが、コウが相手にしないでいると、やがて拳銃を持ってくるのをあきらめ、コウの前へと走り出た。

「ああ、こら、待てって」

　小走りになるコウにさらに喜び、前へと走り、そのまま角へと消えて行き──

　──連続した銃声。

（機き関かん銃じゆう？）

　きゃいんという声。

（──ＢＯＳＳ？）

　はっ、とわれに返り──

「─────────────ＢＯＳＳ！」

　ああうそだまさかそんな、とこけつまろびつ廊下に飛びこんだコウが目にしたのは、意外な光景だった。

「──？」

　男が三人、倒れている。

　ひとりは先ほど聞こえた銃声の主ぬしだろう、煙けむりの出ている機関銃を持ったまま、気き絶ぜつしている。しかし、場の全員が倒れているわけではない。廊下の真ん中には、（怯おびえてはいるが）明らかに無事らしい感じのＢＯＳＳと、そのＢＯＳＳをやさしくなでている明らかに日本人ではないラテン系な感じの少年がひとり──

「……？」

　この状況──撃うたれかけたＢＯＳＳを、あいつが助けたということなのか？

「おうおう」少年は、無理して作っているかのようなハスキーボイスで首を振った。「こんなに怯えて、かわいそうにまぁ」コウを見る。「兄にいさんの犬ですかい？」

「……ん、ああ……」

　少年は、年はコウより少し下だろうか──女の子のようなかわいらしい感じの顔をしていた。もっとも、それなりに整った顔を持ってはいるようなのだが、しかし長ちよう髪はつを結ゆわえた頭に三さん度ど笠がさをかぶり口に爪つま楊よう枝じをくわえ、白と黒の段だら模も様ようの短いマントを肩に着ているというすさまじいセンスは顔の造ぞう作さくを台だい無なしにしてあまりある。西部劇に出てくる無法者の、テンガロンハットを三度笠に変え、マントを合かつ羽ぱに変えたような奇き妙みような印象は、ふざけた格かつ好こうでありながらどこか危険な感覚を内ない包ほうしている。あまりお近づきにならないほうがよさそうな少年だが、それでも一応、ＢＯＳＳの恩おん人じん。少年に見つめられぐるぐる回り出すＢＯＳＳの姿にひとまず安あん堵どし、コウはあらためて少年に向き直り、礼を言った。

「ありがとう」頭を下げ、ついでたずねる。「……でも、あんた、いったい……？」

「礼を言うこたありませんや」少年はどこか声こわ色いろを感じさせる声で頭を振った。「あっしは当たり前のことをしただけで。なんせ犬ってな、人間の一番の友だちだ。友だちを撃うっちゃあいけねぇや」周りに倒れた三人を見る。「……そうとも。友だちを撃ち殺そうなんざ、人間の風かざ上かみにもおけねぇ。……そうは思いやせんか？　兄にいさん」

「……いや、まったく」

「だからあっしは当然のことをしたまででさ。礼を言う必要はねぇ。それにね、兄さん。あっしは兄さんの味方じゃねぇ」

「……じゃあ」

「あっしは八や咫た烏がらす星せい鴉あ」おひけぇなすってと、明らかに日本人ではない少年はコウに手のひらを向けた。「ここの組にお世話になってるしがない客きやく分ぶん……俠きよう客かく……うーんどうにも照れくさくっていけねぇや。……ま、言わば雇われの殺し屋でさぁ」

「……殺し屋」

　うなずく少年／星鴉。「……裏の世界の者でござんすが、ま、三本足の星鴉、と見知りおいてくだせぇ。最近売り出したばっかりで」

「三本足の、星鴉」繰り返し、

　コウは星鴉の股こ間かんを見た。

「……兄さんは冗じよう談だんがきついや」ちょっと顔を赤らめ心もち股間を隠かくすと、星鴉は後ろに向かってかぶりを振った。「……とにかく、あの扉とびらの向こうに、工く房ぼうさんはいまさぁ。が、兄さん、あっしがここにいる限り、だれもあそこは通れねぇ。この三本足が通しゃしねぇ」

「そこをなんとか」

「なんともならねぇ」首を振る。「だから兄さん、ここは引いちゃあくれやせんかい。あっしはプロだ。あっしの標ひよう的てきは美み樹き嬢じようだけだ。無む駄だな血は流したかねぇ……犬好きの血は、とくに」

「のりのりだなぁ」

「へ？」

「……おまえ、どこで日本語覚おぼえたんだ？」首をかしげる。「そのまえに……おまえ本当に、男？」

「……もちろん、男も男、近所でもあいつは男と評判の、男のなかの男でさ」一瞬憮ぶ然ぜんとした表情になり、首を振る星せい鴉あ。「戦いは別に嫌いじゃねぇ。ただ、素人しろうとさんはなるべく殺したくないだけで」

「……」

「……もちろん、こちらもただとは言いやせん」うんうんうなずく。「手て土産みやげと言っちゃなんですが、プロと素人の違いを──あっしの技をお見せしやしょう」

「……技？」

　ぷっ、とくわえていた爪つま楊よう枝じを吹き出すと、星鴉は両の腰から二に挺ちようの拳けん銃じゆうを抜いた。銃じゆう身しんが長くマガジンがトリガーの前にある独特な形状の軍ぐん用よう拳銃を器き用ように両手でくるくる回し、言う。「見ててくださいよ、兄にいさん。これがあっしの、三本足の由来さね。はっ！」

　コウの見ている前で、星鴉はまず右手の銃を撃うった。そして──

「──！」息を吞のむコウ。

　なんと星鴉は撃った瞬しゆん間かん右手を離し、腰の後ろからもう一いつ丁ちよう銃じゆう身しんの長い銃を抜き撃っていた。しかもそれを撃った次の瞬間には右手は最初の銃に戻り、新たに抜かれた銃は左手が握っている。と見る間にそれから手を離し、今度は右手が左の銃を撃つ──もはやコウには何が行われているのかさえ分からない。あたかも空中に銃が固定されているかのごとく見事に三丁ちようの銃を撃ち続けるさまは、まさしく三挺拳銃使つかい──『三本足』にふさわしい。

（──やばい、こいつは本物だ）

　冷や汗が流れるのを感じつつ、しかし妙みよう技ぎにじっくり見入る。──ああ、畜ちく生しよう、こいつは本当に、やばい。さっきまでのやつらとは桁けたが違う──とても勝てる相手じゃないのに、どこか興こう奮ふんしている自分を見出す。口もとを緩ゆるめるコウのその足もとで、銃じゆう声せいにＢＯＳＳが飛び跳ねた。そりゃこれだけ景気よく鳴らされればＢＯＳＳでなくとも踊りたくなるかもしれない。コウとＢＯＳＳの反応に気をよくしたのか、星鴉は惜しげもなく技を繰り出した。もともとの弾たまはもちろん、空中で三丁の銃の弾倉クリツプをつけかえることすらやってのけ、ついには合計九十発もの弾だん丸がんを撃ち放ってしまった。

「ど、どうです兄さん」さすがに息を切らしつつ、言う。「こ、これがプロの技ってもんでさ」

「……いやすごかったよ」コウはうなずいた。「……いやはや見事なもんだわ」

「ありがとうございやす」必死に息を整えつつ、微笑ほほえんでコウを見る。「もっとも、まだまだこんなもんじゃあございやせん。この技の本質はその応用にあるんでさ」

「だろうな」

「……とにかく、……そういうわけで、兄さん、あっしの目が黒いうちは、あの扉とびらはだれにもくぐれねぇ。くぐらせねぇ。ですから。

　……あっしの技を手て土産みやげに、ここは退ひいてもらえやせんか？」

「……そうだなぁ」考える。ふりをする。「そのまえに……」

　コウはジャケットの内側に手を伸ばした。

　はっ、と身み構がまえる星せい鴉あに待て待て、とあわてて手を振る。「ち、違うって。まだ戦うつもりはない。ただ、そっちが得とく意い技わざを見せてくれたから、おれも見せようと思っただけだよ」

「……何を？」

「……得意技を。それがフェアってもんだろう？」

「……得意技？」怪け訝げんな表情になる。「兄にいさん、あんた素人しろうとじゃ──」

　コウは携帯を取り出した。

　あっけにとられる星鴉。「……携帯？」

　ああ、とうなずき、そのままどこかに電話をかけ出すコウ。

「いまは携帯は──」

「こいつは特別製なんだ」

　しばらくして──

「もしもし？　いん？」

　驚きよう愕がくに目を開く星鴉の顔を眺ながめ、コウは口の端はしを持ち上げた。「……これがおれの得意技だよ。……あんまり褒ほめられたもんでもないけどな」あわてて電話に向き直る。「……いやいや、こっちの話。……とんでもない。……あのさ、ちょっとお願いが……」

　星鴉はよろよろと、コウに近づいた。

「あ……あの、いんさんでやすか？」うめくように、たずねてくる。「舞まい原ばる家の看板にして守護者の、あの？」

　うなずくコウ。「そうだと言ってる」

「右目は茶、左は黒のオッド・アイ、真っ白な髪を持つことから『白はく髪はつのいん』と恐れられている、あの？」

「うん。そうだって」

「凄そう絶ぜつな戦せん闘とう能力を持ち、ひとりで第三帝てい国こくの人じん狼ろう部隊を滅ほろぼしたという、あの──」

「そんなことまで──したってさ」

「かわいいものに目がなくて、某ぼう国こくの姫に手を出した挙あげ句く指名手て配はいを受けているという、あの──」

「そのいんは別のいんだと言っている」コウは、星鴉に携帯を差し出した。「……埒らちが明かないから、代われって言っているんだけど……」

　星鴉は黙って携帯を見た。

　罠わなかもしれない、とは思う。これは精せい巧こうな兵器で、耳に当てた瞬間爆ばく発はつするのかもしれない。……が、この男は、いんという健けん全ぜんな世界の人間なら知るはずもない名を知っていた。そしていま、名を知られることがある意味命いのち取とりとなる生き馬の目を抜くような裏の世界で名を知られ素す性じようまで知られていながらいまだ変わらず生きている伝説の人物と話す機会が目のまえにある──

　罠わなかもしれない、とは思いつつ。

　しかし誘ゆう惑わくに耐え切れず、星せい鴉あは携帯を取った。







『教会から連絡が来た』携帯から、宮みや知ちの声。『撫なでし子こさんが、そちらに向かっている。尻しりに帆ほをかけさらにそいつに火をつけて──って感じにな。もうカンカンだ。向かっているのはヘリ一台だけのようだが──』淡たん々たんと、言う。『タイムアップだ』

「みたいね」こちらも淡々と答える美み樹き。

　傍かたわらに立つ三み束つか元もと生なりに、そのまま伝える。「タイムアップよ」

「そうか」うなずく部長。

　宮知は言った。『ヘリが戻ってくるまえに、そのビルを出ろ。姿を隠かくせ。ここはビル街──ヘリ一台から逃げるくらいならたやすい。逃とう走そう経路は準備してある』

「……分かった」
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『よし』電話が切れる。

　美み樹きは部長を見つめ、

　携帯のメモリを押した。

　……が。

　話し中。

「……何やってるのよ、コウくん」モニターを見る。コウはもちろん、アトリの姿も見当たらない。だいたい、アトリの携帯はいま美樹が使っている──あせりつつ、リダイアル。しかしやっぱり話し中。一応メールを打ちつつ、美樹は時計を見た。コウは、アトリは、いまどこに？　工く房ぼうのところか？　こちらに向かっているのか？　焦しよう燥そうし、再び電話をかけるなか──

「美樹さん、こっちに」ビートルの座席から、部長が美樹を手招いた。

「……もっちゃん」

「なに、あいつら二人は大丈夫だ」力強く、うなずく。「だからぼくらも、生き残るぞ」

「……うん！」

　タイムアップ──







　電話が切れる。

　放心した状態で液えき晶しようを見つめ、星せい鴉あはメールが来ていることに気がついた。

　題名は、『タイムアップ』。

（……どうやら、撫なでし子この姐あねさんが戻ってきたようだな）考える。（さて、これからどうするか──）

　電話の向こうで（それを信じるとするならば）いんは言った。堂どう島じまコウを殺せば、必ずおまえを殺すと。どうもこの堂島コウという少年は、舞まい原ばる家の重要人物であるらしい。そしてこうも言った。もしも堂島コウの邪じや魔まをしなければ、舞原家の男性スタッフとして推すい薦せんしてやってもいい、と（ただし、推薦するだけだ、とも言った。実力がないやつをスタッフに入れるつもりはない、と）。

　さて、どうするか──コウを見る。

　もともと成り行きでここにいるだけで、縹はなだ組ぐみに義理はない。あの電話が本物なら、雇やとい主ぬしを裏切ることで失う信用を補って余りある好条件だ。だいたい、相手が本当にあのいんなら、引き受ける以外の選択はない。いかな三本足の自分とて、いんから逃げられるとはとても思えない。

　ただ、問題は──

（相手が、本当にいんさんかどうかということだ）

（あの電話が、）

（この男のとんでもないブラフでないと言い切れるのか──？）

　まだ若くても、得た情報を頭から丸まる吞のみするほど星せい鴉あはバカではない。そして、はっきり言って、星鴉はこの堂どう島じまコウという男が信用できなかった。何よりも、その目が信用できない。あれは、あの目はいわば負け犬の目だ。何か大事なものを失い、生きる目的を他人あるいは状況に預けて流されている半分死し人にんの腐くさった目。最初に、やれ一人で三台のリムジンをつぶしただの友だちを助けるために自ら撫なでし子こ姐あねさんに逆さからっただのいう話を聞いたときには、そいつぁどれほどの勇者が現れたのかとちょっとどきどきしたものだが、実際に会い、その目を見て星鴉は悟さとった。この男は勇者じゃない。ぜんぜん勇ゆう敢かんな人間ではない。何か大切なものを最近失うしなったのだろう、だから自じ暴ぼう自じ棄きになってむやみやたらに暴れまわっているだけだ。言わばこいつは死にたがっているのだ。死に場所を探して、自分から危険に突っ込んでいる、死ぬことを望んで危険に挑いどむ──それが勇気といえるだろうか？　否いな、星鴉はそうは思わない。殺し屋として育ってきた十四年の人生過程で、星鴉はそういう自己破は滅めつ型の人間をたくさん見てきている。その行く末も。だから分かる。こいつがここまでこれたのは、単に運がよかっただけ──そんな人間を信頼できるか？

（そうとも、こいつがここまでこれたのは、ただ運がよかっただけだ）

（……撫子の姐さん相手に、そんな運が続くもんかよ。姐さんが戻った以上、こいつはもう、ここで終わる。そんな人間を信じていいものか？）

（だがもしも、あの電話が本当だとしたら──）

「もしもし？」もの問いたげな目で、星鴉を見つめてくるコウ。

　携帯が震えるのを感じ、星鴉は電源を切った。携帯を持ったまま、コウを見る。その足もとの子犬を見る。この状況において、それでもコウに全幅の信頼をよせているらしい、片かた耳みみの短い子犬──

（……待てよ？）

　チラッと携帯を見つめ、星鴉は訊きいた。「……兄にいさん、あんた舞まい原ばる家と知り合いなんでやしょ？」

「……ああ」

（へぇ……）にやりと笑い、たずねる。「……だったらなんで、最初から舞原家に頼らないんでやすかい？」

「……」

「そうすりゃ、こんな騒ぎになることもなかった。撫子姐さんだって舞原家にゃあ逆さからえねぇ。こんな騒ぎを起こさずに、美み樹きさんたちは結婚でき──」うそを暴あばくかのような星鴉の弾だん劾がいの言葉は、中ちゆう途とで唐とう突とつに止まった。

　羞しゆう恥ちのようなものに染まったコウの表情にぎょっとして──

　ふと気づき、言う。

「……あんた、まさか……」

「……なんだよ」

「撫なでし子この姐あねさんの心配をしてたってのか？」

　コウは一瞬、顔をそむけかけた。

　そしてその表情に、星せい鴉あはそれが真実なのを悟さとった。……ああ、なんてこった。この兄にいさん、敵である撫子姐さんの立場を──いいや、美み樹きと撫子姐さん、二人の仲を考えていたんだ。美樹さんの側から舞まい原ばる家を介入させれば、完全に撫子姐さんの立場はなくなる。面めん目もくがつぶれ、もう完全に居場所がなくなる。そうなれば、二人の仲は絶望的になる──だからこそ、みークルのＯＧでありながら美樹さんは舞原家に行かなかったのだ。が、美樹さんがそう考えるのはともかくも、この人は──

「あんたぁ、バカか？」星鴉は言った。「中途半はん端ぱが甘すぎる。……世のなかは、だれもがしあわせになれるところじゃないんですぜ？　だれかが笑えばだれかは泣くんだ。二人とも助けるなんて、不可能だ」

「……分かってらぁ」

「下へ手たすりゃみんな、死んでるんすよ？」

「分かってるって言ってるだろ」かすかにほおを染め、コウは憮ぶ然ぜんとはき捨てた。が、ほおの赤さは一瞬で、すぐにもとのへらへらした態度に戻る。冗じよう談だんめいた笑えみを顔に浮かべて言う。

「いいか、ガキ。変へん声せい期前じゃまだ分からないだろうがな、男ってのは女に弱いもんなんだ。その人が美人とくればこれはもう、どうしたって助けてやりたくなるもんなんだよ」

「……」

「それで、どうする？　やるのか？」床に倒れて気き絶ぜつしている男から短たん機き関かん銃じゆうをもぎ取り、調べる。「だったら、おれにはこいつを使わしてね？　ハンデってことで」

「ようがす」うなずく星せい鴉あ。

　コウに向かって携帯を投げる。

　そして──

「ぐえええええ」大おお仰ぎような声を上げ、星鴉はどうと、床に倒れた。

「あ、やられたぁ！」叫び、目をつぶる。

「お、おい？」

　薄めに片目を開ける星鴉。「さぁ、さっさと行ってくだせぇ。あっしの気が変わらぬうちに」

「──悪い」うなずくと、

　コウは機関銃を持ったまま、走り出した。

　走りつつ、携帯を耳に当てている。

　うれしそうに付き従っていく子犬の姿──

　星せい鴉あはため息をついた。

（……ああ、やっちまった）

　もしも星鴉がだまされていて、これで縹はなだ組ぐみが勝ってしまえば、星鴉の立場はとんでもないことになるが……

（それはまぁいい。もう決めたことだ）

　それよりも、あの男。

　あのさきに進んで、

　──がっかりしなければいいのだが……







『電源切るなんて、いったい何やっていたのよ！』鼓こ膜まくをつんざく金かな切きり声にすみませんすみませんと謝りながら、コウはたずねた。「それで、状況は？」

『お姉ちゃんが戻ってきたわ』冷れい徹てつな美み樹きの声。『まだ点だけど、もう、視し認にんできる──タイムアップよ』

「……分かりました」前方のドアを見る。「二人はすぐに逃げてください。工く房ぼうさんをつれて、おれとアトリも脱出します」

『もうそんな──』

「すぐ目のまえにいるんです」有う無むを言わせぬ口く調ちようで告げる。「おれは大丈夫です。アトリだってきっと、大丈夫。あいつは悪あく魔ま──」口を切り、「──のような女ですから、きっと無事です。二人はすぐに、おれたちを待たずに逃げてください」

　言いつつも、ドアを目指して走り続ける。

　しばらくして。

　美樹は言った。『……分かった。そちらも気をつけて』

「はい」

『じゃあ……あ？』

「美樹さん？」

『……うわ、まさか、ミサ──』

　唐とう突とつに、電話が切れる。

　あわててかけなおすが──つながらない。

「──美樹さん！」

　何があった？

（いや、美樹さんなら大丈夫だ）

（何しろ部長がついているんだ。ただ携帯が使えなくなったってだけで──）

　畜ちく生しよう、と小さくつぶやき、

　──そのまま走り続ける。

　ようやくドアにたどり着き。

　コウはドアノブを回して鍵かぎがかかっているのに気がついた。

　ああくそ、とドアを叩たたき、叫ぶ。

「工く房ぼうさん！　いますか！　工房さん！」

　一いつ拍ぱく置いたのち、

「だれだ？」不ふ機き嫌げんな声が返る。「邪じや魔まをするなと言ったはずだ！」

　おそらく工房──安あん堵どしつつ、コウは機き関かん銃じゆうを構えた。「助けに来ました！　いまからドアをふっ飛ばしますから離れてください！　いいですか！」

「いらん。帰れ」

「いきま──へっ？」

　ごおん、とすさまじい音がして、

　ビル全体が振動し、コウの見ている目のまえで、窓の向こうのビルの屋上が崩れた。

「みや……」宮みや知ちがいたはずのところ──

（退たい路ろを断とうとしている）

（──敵は本気だ！）

　唇くちびるを嚙かみ、ドアに向かって叫ぶ。

「冗じよう談だん言っている場合じゃないんです！　撫なでし子こさんが戻ってきたんだ！　急がないと──」

「あんた、だれだ？」ドア越しに、怪け訝げんな声。

「堂どう島じまコウといいます。部長に言われて助けに来ました。だから早く──」

「助けを頼んだ覚えはない」

「──は？」あっけにとられ、ついで、叫ぶ。「何なに言ってんだ？　冗談言いっている暇ひまはないんだぞ！　急がないと──」

「助けに来てくれたのはありがたいが」工房はこともなげに言った。「おれはいま、指輪を作っているんだ。……ああ、ペアの結婚指輪をな」

「……は？」

「ああ、くそう、こいつは傑けつ作さくになる！」感かん極きわまったかのように、工房は叫んだ。「畜ちく生しよう！　見てろよ撫子め！　そうとも！　堂島コウ！　おれはいま燃えているんだ！」

「……な、何を？」

　そうとも、と工房はトーンを下げ、独り言のようにつぶやいた。いやそれは、まさしく自分への独り言だった。「ああ……そうとも、正直、部長と美樹さんの結婚指輪は作ってて物足りなかったんだ。おれは職人だ。あの二人は、そもそも指輪なんか必要とする人間じゃない。満ち足りている。そんな人間の、飾りの指輪なんか作れるもんか！」

「工房さん？」

「だがあの女は違う」落ち着いた声がドアを抜け、コウの耳じ朶だを震わせる。「おれは、作れる。あの女の指輪なら、いまのおれなら作れるぞ！　見てろよ、撫なでし子こめ。あいつが奪おうとしたものを、見せてやる。見せておののかせてやる。こいつであいつをひざまずかせてやるからな！」

「──工く房ぼうさん！」

「ん、ああ……堂どう島じまコウ……いや、勘かん違ちがいしないでくれよ。おれは怨おん念ねんの指輪を作っているわけじゃない。そんなの作れるのは芸術家だけだ。おれは職人だから実用的な指輪を作るんだ。そうとも、結婚指輪をな」

「何を言っているんスか！」

「指輪の話だよ」声が再び、さきの独り言のごとく夢ゆめ見みを帯びる。「……ああ、素す敵てきな指輪の話だ。とってもつらいことがあり、愛を信じられなくなっても、その指輪を見、同じくはめているであろうペアの相手を思っただけでしあわせになれる指輪だ。……ああそうとも、ふとそれを薬指に見出したとき、永遠を信じともにはめ合ったあの日のことを思い出せるような、一瞬の永遠を思い出せるような、そんな素敵な、実用的な指輪だよ。──どうだ？」誇らしげに問う。「素敵だろ？」

「素敵です！　ぜひとも作ってください！　いつかはおれも頼みます！　でもいまは、逃げないと！」

「だから言ってるだろうが」やれやれと、工房は吐き捨てた。「いまは指輪を作っているからどこにもいけない。分かってくれ」

　──コウは絶ぜつ句くした。

　何なに言っているんだこいつは？

　みんな、ここに何しに来たと思っているんだ？

　一応たずねる。「……冗じよう談だん、じゃ、ないんですね？」

　──しばらくの、しかし永遠に続くかのような静せい寂じやくののち、ドアが再び喋しやべり出した。

「……堂島コウ、とやら」

「はい」

「おれは……撫子に、話してしまったんだ。部長と美み樹きさんがどこで結婚式を挙げるのか……」

「それは……」なんと言っていいか分からず、とりあえず、言う。「……まぁ、結果オーライということで」

　コウの言葉が聞こえたかどうか、話し続ける工房。「変な話だがな、死ぬのは怖くなかった。死んだらもう、指輪は作れなくなるのに、それでも死ぬのは怖くなかった。ていうかおれは、いままで死ぬのを怖いと思ったことはないんだ、一度も」

「……」

「そのくせにおれは、この両腕が傷つけられると思った瞬間、撫子に喋ってしまった。死んでも同じ話なのに……おかしな話だ」

「……ま、あの、仕方ないってことで……」

「おれは命より、職人の方を選んだんだ」工く房ぼうの声が激しくなる。「そうだ、大だい恩おん受けた三み束つか元もと生なりの命より、この両腕を選んだんだ！　分かるか？　堂どう島じまコウ！　おれは裏切ったんだよ！」

「……」

「こうなった以上、こいつを完成させるまで、おれは部長に会えない」工房の声が再び沈む。「……そうだ、部長を、いいやおれを、おれが裏切ったことを納なつ得とくさせるだけのものを作らない限り、おれは──」

「そんなの部長は」言いかけるコウを、

「これはおれの問題なんだ！」叫んでさえぎる。「だから、おれはそいつができあがるまでここから出ない。それに何より、あのクソ女のせいでいまのおれにはインスピレーションが満ち満ち溢あふれているんだ！　そうとも！　おれは作れる、作れるぞ！」声をひときわ大きくして叫ぶ。「だから邪じや魔まをしないでとっとと帰れ！」

「ふざけるな！」ついにこらえきれなくなり、コウは叫んだ。「みんな、あんたを助けに乗りこんできたんだぞ！　それをそんな──」

「笑わせるな」冷れい笑しよう。

「──なんだと？」

「堂島コウ、おまえは部長を知らないのか？」笑い声。「おれが部長を助けようと思ったのは、結局のところ部長のためじゃない、自分自身のためだ。部長だってそうさ。あいつがおれを助けに来たとしたら、結局それは自分のためだ。それ以外の理由など、結局偽ぎ善ぜんでしかない」

「──！」

「さらにおれの意志を無む視しするってなら、それはもうエゴでしかない。分かったら、とっとと帰れ、堂島コウ」

「──！」口を開き──

　しかし結局言い返せずに、コウは口を閉ざした。

　ああ、と思う。

　すべては自分のために──それは確かに、部長の持じ論ろんだ。だがしかし、部長には、その論ろん理りが独善にならないやさしさがある。だからこその人じん望ぼうと人じん脈みやく。ああ畜ちく生しよう、と思う。部長の論理を部長以外の人間に言われることがこんなに腹だたしいとは正直思わなかった。畜生、腹が立つ。おまえの論理はどこかが違うと言ってやりたい。が、それでも何も言い返せない。結局のところ、それは正しいのかもしれないから──

（いや、正しいんだ）

　押し黙る。

「……コウにーさん」後ろから声。

　コウは振り返り、アトリと、そして星せい鴉あの姿を確認した。

　頭を振り、つぶやく。「アトリ……」

「工く房ぼうさんはずっとこんな調子でさ」薄ら笑いを浮かべる星鴉。「撫なでし子この姐あねさんも、いったん釈しやく放ほうしようとしたんでやすが……頑がん固こでね。……時間もないし、向こうもこう言ってんだ、あきらめたらどうです？　兄にいさん」

「兄さん？」驚いて星鴉を見るアトリ。「ななな、あなたは何者です？」

　おひけぇなすって／ええ？　と互いに自己紹介を始める二人を無む視しし、コウは再び扉とびらを見た。黙って見つめ、機き関かん銃じゆうに視線を落とす。……そうだ、たとえ危険だとしても、こいつを無理やり連れて行く権利なんておれにはない。そんな権利、だれにもない。結局。

　──畜ちく生しよう……

「……コウにーさん」

「兄さん」

　だめですようコウさんを兄さんと呼んでいいのはあたしだけですよう／いやあっしのはそういう意味の兄さんじゃなくて、なんて言い合っている二人を無視し、コウは歩き出した。ドアとは反対方向へ。そうとも、それ以外に何ができる？　事件はまだ、終わっていない。上では部長たちが危機に瀕ひんして、敵はヘリからミサイルを撃うち、わざわざ助けに来た相手はいらんお世話だと説教するし、おれは今日、何人の人間を撃った？　タクシーの運転手を始め、どれだけの人間を脅おどかした？　妹を危険にさらし、戦わせ──視線を下ろし、ＢＯＳＳを見る。そうだ、おまえにゃしょんべんかけられるし、畜生、畜生と繰り返してばっかりだし──

　いったい何のためなんだ？

（もちろん、自分のためだよ）

（ああそうさ、こっちが勝手に助けに来たんだよ。勝手に余よ計けいな気を回し、走り回って──）

（──ふざけやがって！）

　どうしようもない怒りにかられ、

　がしゃん、とマシンガンを落とす。

　あらためてスタンガンを取り、コウは歩き出した。力強く、振り返らずに。ああ、もういい。いつまでもこだわっていても始まらない。頭を切り替えよう。次は、あの撫子だ。もういい、考えるのも面めん倒どうくさい。億おつ劫くうだ。もう何も考えず、あっさり片をつけてやる。ああ、そうとも、だれのためでもない、自分のために。

（……こんなことなら、）

（妙みような気を回さず、最初からイハナを呼べばよかったんだ）

　いまさらもう、間に合わないが。

　スタンガンを握り締め──

「ＢＯＳＳさん？」アトリが声を上げた。

「こいつぁ何しているんです？」星せい鴉あも言った。「この犬はまた、妙みようなものが好みだなぁ」

　コウは振り返り、コウが落としたマシンガンを何とか運ぼうとしているＢＯＳＳの姿を目にした。いかに軽量化されているとはいえ、給きゆう弾だん用のベルトだけでもかなりの重さだ。子犬が運べるはずがないが──

「よせよ、ＢＯＳＳ」苦く笑しようする。「言ったろ？　いまのおれがそんなもんを持ってたら──」

（……待てよ？）

　言葉が、止まる。

　しばらくして。

　コウは笑い出した。

「兄にいさん？」星鴉が言った。「どうしやした？」

「コウにーさん？　あ、あなた、また兄さんって──」

　アトリの頭を軽く叩たたき、ＢＯＳＳのそばに向かうコウ。

　かがんで、マシンガンを拾い上げつつ言う。

「よしよし、分かった。分かったよ。やっとな」

　おまえは、おれと遊びたかったんだな。

　無理もない、まだ子犬なんだから。遊びたくて、だからこいつはずっと、拳けん銃じゆうとか、おれの前に持ってきてたんだ──微笑ほほえむと、コウは振り返り、星鴉とアトリに言った。

「おまえら、こっちにこい」

「え？」とアトリ。

「……なんのつもりで？」と星鴉。

「いや、遊ぼうかと思ってな」マシンガンの各部を確認すると。

　コウは銃を、脇に持って抱かかえた。

　そっと、

　引き金を引いてみる。

　たたた、と弾たまが飛び出る。

　いったん離し、再び引き金を、絞しぼる。たたたん、たたん、たたたたた──ちょっとリズムを取ってみる。振動がすごい。反動がすごい。まさしく荒あら馬うま──でもだからこそおもしろい。壁に向かってたたた、と撃うつ。天井に、連続して穴を開けていく。立ちこめ始める火か薬やくのにおいにコウはふと、舞まい原ばる家で初めてハンドガンを撃った日のことを思い出した。ああ、あれは撃つまでが怖かった。撃ったら肩が外れるんじゃないかと、そんなことを考えて──って、おれっていったい何者だ？　どこぞにこんな高校生がいる？　思わず笑いがこみ上げる。マシンガンは、もはや試し撃ちではなかった。連続したそいつはもはや破は壊かい活動／ロックンロール。だだだだだだだと弾を撃つ。面めん制せい圧あつの兵器にあわせて子犬が踊る。飛び跳ねる。うれしそうに──楽しげに。そう、ＢＯＳＳは銃じゆう声せいが好きなのだ。銃声で遊ぶ犬なのだ。畜ちく生しよう、なんて妙な犬なんだろうとコウは思わず吹き出した。吹き出しつつも、ばら撒まくことは忘れない。壁に、床に、穴があく。角度が悪いと跳ね返る。そうした音さえ音楽にして、ダックスフントは飛び跳ねた。ひょこひょこと、三本足を見事に使ってリズムに踊る。なるほどこいつは確かに、悲しい過去があるかもしれない。それでもこいつは生きていて、いまや見事な踊り手だ。破は片へんが散るなか、ＢＯＳＳはまえへと飛び出した。が、コウは撃うつのをやめない。弾たまが当たらぬ確信がある。弾だん丸がんの嵐あらしのなかを、ＢＯＳＳはひょんひょん踊り続けた。飛び跳ね、伏せて、くるりとまわる。飛び、跳ね、転がりひっくり返る。楽しげに。世のなかにこれほどの楽しみはないと言いたげに。命を奪う破は壊かい兵器もＢＯＳＳにとっては楽器に過ぎない。殺人兵器を楽器に使い、それは二人のセッションだった。壁を、床を、天井をぼろぼろぼろと崩しつつ、子犬とコウは兵器を楽器に破壊を舞台に踊ってまわる。熱い振動、生きた反動、暴れる黒い怪かい物ぶつをギターに見立てて腰を振る。破壊の爪つめをリズムに変えて腰を振る。ダダダダダダダダダダダダダダダダダダダただ撃ちまくる。それは解放、破壊の解放、振動にその身をゆだね欲求の命じるままにコウは撃った。撃ちまくった。壁に字を書く。穴を開け、柱を崩くずし、天井から瓦が礫れきの雨を降らせてみせる。腕がしびれる。はらがざわめく。それでも撃つのをやめられない。やめられないとまらない──ああ畜ちく生しよう、とコウは思った。振動にひたりつつ、ここ二、三日を振り返る。町にいたかと思ったら、気がつくと車に乗せられていて──しかもビートル？　初めてのラブホテルには妹といき、なぜか禁きん煙えんを決意、そうそうしょんべんのことも忘れちゃいけない。ランチャーに狙ねらわれ始めて運転したのはリムジンで──結婚銃じゆう撃げき撃たれて平気で弾をよけたりしかし助けは要らない、だと？　畜生──とコウは笑った。よく考えりゃこりゃおもしろい。おもしろすぎる。確かに夏休みの前半は、怪け我がのために遊べなかった。でもだからって、いきなりはじけすぎじゃねぇか？　さらに笑いがこみ上げる。我が慢まんできずに笑い出す。おいおいマシンガン撃ちながら笑い転げるなんてまんま危ないヒトじゃねぇかとそんな自分にまた笑う。いつぶりだ？　こんなに自分に笑うのは。ＢＯＳＳを見る。破壊のセッション、踊る相あい棒ぼう、銃じゆう弾だんの爆音に乗って飛び跳ねているダックスフントに心のなかで呼びかける。畜生、なんておもしろい犬なんだおまえは。よし、ＢＯＳＳは部長がつけた名前だ。だからおれもおまえにミドルネームをつけてやろう。『銃じゆう声せいに踊る犬』なんてのはどうだ？　ＢＯＳＳ・ザ・ダンス／ウィズ／バン・バン・バン！　なんかもう何もかもおもしろくなって、コウは笑った。銃弾をばら撒まきながら笑い転げた。思わず涙が出そうになるのをぐっとこらえる。こらえてさらに撃ち続ける。涙をこらえて撃ち続ける。銃じゆう口こうを白く光らせ煙を立てて、撃ち続けつつ笑いつつ、コウは自分のなかのストレスにようやく気づきあらためて愕がく然ぜんとなった。これはまた、ずいぶんと溜ためこんでいたもんだなぁ。日ひ奈なは言ってた、ストレスは、楽しみたいという心の叫びの表れだと。ストレスは物事を楽しむための調ちよう味み料だと。だからストレスがあるときは、楽しむことを考えろ、と──

　……忘れていたな。そういうことを。

　──遊ぶことを、忘れてた。

　夏休み、なのに。

（疲れすぎてたんだ、おれは）

（自分でも気がつかないほどに──）

　コウは笑った。

　そして撃うった。撃ち続けた。昨夜の言葉を実じつ証しようするかのように、撃って撃って撃ちまくった。撃って撃って撃ちまくり──

　ＢＯＳＳと一緒に楽しんだ。

[image: ]







　さすがに疲れたのだろうか、ＢＯＳＳが地面に伏せて動けなくなったころ、ようやくベルトの弾たまが底をつき、爆音がとだえた。

「……ふう」快かい・感かん、なんてつぶやきつつ。

　火か薬やくのにおいとけむりの充じゆう満まんしたあたりの様よう子すを見回す。音を立てて薬やつ莢きようを蹴け飛とばし、なんてこったいあまりにすごい周囲の破は壊かいの爪つめ跡あとに、思わず吹き出す。

「うわ、こりゃすごいな」

「自分でやったんじゃないですか！」けほけほと、アトリ。腰に手を当てぷんぷんと、「コウにーさんって、本当にいつも分かりません！　いきなりどうしたんです？　頭あたま大丈夫ですか？　いきなり──あたし怒ってるんですよ？」笑うコウにつっかかる。

「……いや、悪い悪い。……なんだ？」コウは星せい鴉あを見た。

　星鴉はしばらく、じっと、コウの瞳を見つめていたが、やがて視線をそらした。

「……いえ」

「なんだよ。へんなやつだなぁ」

「……なんでもねぇすよ。それより、これからどうしやす？」憮ぶ然ぜんとして顔を振る。「あっしとしては、兄にいさんに死なれると困るんでやすがね」

「そうだな。まずは……」

　バタン、と背後から扉とびらの閉まる音。

　コウは振り返り、工く房ぼうのいる部屋の扉をながめた。

　多分あまりの騒そう音おんに、工房がこちらをのぞいていたのだろう。

　天あまの岩いわ戸どからこちらをのぞいた天あま照てらす大神おおみかみのように。

　コウは口を斜めに言った。

「……まずは、なんか世界がさびしくなるようなことを言ってるあいつをこっちに引きずり出そう」

「そんな、無理やり男一いち代だいの仕事を壊こわすおつもりで？」言いかける星鴉を押しとどめ、

「いいんだよ」コウは笑った。「おれはあいつのためじゃなく、自分のためにそうするんだから。あいつだって分かってくれるさ。うん」あいつが言っているのは、つまりはそういうことなんだから。「ようはどちらが強いかってぇ話だな」

「そんな……」星鴉は絶ぜつ句くした。

「言ってることはむちゃくちゃですが、なんかコウにーさんらしいです」アトリは微笑ほほえんだ。「久しぶりに、コウにーさんって感じです！」

　……アトリの言葉に微笑んで。

　ぐったり疲れたＢＯＳＳを抱きあげアトリに抱かせると、コウは腰からスタンガンを放り落とした。そうとも、ここは素す手ででいい。両手をにぎにぎしながらテンション高く、工房の閉じこもる部屋に向かって歩いていく。

　そして数分後、

　なんだよ偉そうなこと言ってたわりにけっこう若いじゃん、なんて愚ぐ痴ちを言いながら、コウは気き絶ぜつした工房を引っ張り出した。







　　　５．チェックメイト




　ミサイルは、宮みや知ちのいるはずの屋上を見事に半はん壊かいさせていた。

　落とした携帯を拾うのも忘れ、思わず叫ぶ美み樹き。「宮知くん！」

「宮知なら大丈夫だ！」部長が叫んだ。「すでに階下に降りている！　それより！」

　片手で美み樹きを助手席に引っ張りこむや一気に車を回頭させる。回転する車に轢ひかれて携帯がはじけて散った。アクセルを踏み、全開でビートルを発進させつつ、部長は再び叫んだ。

「美樹さん、糸を！」

　目指すは前方──美樹たちが突っ込んできた窓。美樹は悟さとった。三み束つか元もと生なりは貨物用エレベーターを使わずに、糸で一気に地面に降りるつもりなのだ。ここに突っ込んできたときのように──だがアトリじゃあるまいし、糸の長さは分かるのか？　たずねようとして、

　部長が急いでいる原因──五階を貫つらぬく赤い光に気づいて息を吞のむ。

（これは──精せい密みつ爆ばく撃げき用のレーザー照しよう射しや）

（……信じられない、）

（お姉ちゃんは屋上だけじゃなく、いきなりあたしたちにミサイルを撃つつもりなんだ！）

　レストランから窓まではかなり距離がある。向こうは、とうぜんこちらが見えているだろう。いかな近距離ミサイルとはいえ、ビートルよりは速い。窓にたどり着くまえに──

「！」

　遠く背後で、小さな点が一いつ瞬しゆん光る。

「もっちゃん！」声を張り上げる。「ミサイルが！」

「うむ！」前方を見て間に合わないと判断するやブレーキ、部長はビートルを回転させた。

　勢い止まらずぐるぐる回るビートルを必死で止めようとしつつ、叫ぶ。

「美樹さん！」

「ななななに！」

「椅い子すを倒せぇっ！」

　わけも分からず、美樹は後ろに椅子を倒した。同時に三束元生も運転席を倒す。そのまま身体からだを椅子にぴっしり伸ばす。まさか、と美樹が思うと同時、ビートルの回転が奇き妙みようにゆるまり──




　ドアのない助手席から入ったミサイルが、

　美樹のすぐ前を通り過ぎ、同じくドアを失った運転席から抜けていく。




　目と鼻のさきをミサイルが通過していくのを確認し、美樹はぶはっと息を吐いた。

「うそぉ──」

「何、大丈夫」身体を起こすのが早すぎたのだろう前まえ髪がみと眉まゆ毛げをジェットで焦こがしてちりちりにして、部長は言った。「人間にできないことなどない」すばやく椅子を起こしいまだ回転を続けているビートルを壁にぶつけてなんとか止める。横よこ方向で爆発が起こった。美樹たちがよけたミサイルが前方のビルにぶつかったのだろう。なんの躊ちゆう躇ちよもなしに部長は車をそちらに向け、一気にアクセルを踏んだ。

　叫ぶ。「美み樹きさん、シートベルトを！」

「うん！」急いで部長にシートベルトをつけ、ついで自分も椅い子すを起こし、美樹はシートベルトを装着した。よし大丈夫、もう窓はすぐそこだ。向こうがさらにミサイルを撃うってもそれよりさきに窓から出られる。あとの問題は、糸を使って無事に着地できるかどうかだけ。無事に降りることさえできれば、密みつ集しゆうしたビル街のなか、ヘリ一機からなら逃げられる──

　遠く背後で、三度目の何かが光った。







「──信じられない」ヘリのパイロットは今いま見たものが信じられずに正直に、言った。「信じられない」再度つぶやき、隣の席の撫なでし子こを見る。「見ましたか？　あいつら、ミサイルをドアに通して──」撫子が何をしようとしているのかに気づいて絶ぜつ句くする。

「──いい」平静に、撫子は言った。「あたしが合図したら、三発目を発射して」

「無む茶ちやです！」パイロットは叫んだ。「いくら精せい密みつ射しや撃げきができると言っても──」突きつけられた抜ぬき身みの刀かたなに息を吞のむ。「……姐あねさん」

「車は一台も残っていない。ここでビートルに逃げられたら、もう追えないのよ？」

　そしてそんな事態を招いたのは、あたし──撫子は、唇くちびるを嚙かんだ。そう、これはあたしのミスだ。てっきり教会に向かっていると思いこみ、戦力のほとんどを向こうに送ってしまったあたしの──

（……畜ちく生しよう……）

　まさかこちらに来るなんて、予想もしていなかった。工く房ぼうがうそをついたはずがない。ならば、これは──

（……どうして、いつもあんたは）

（あたしのうえをいくのよっ！）

　目に涙がにじむのを感じ、撫子は急いでそっぽを向いた。

　そのままヘリのドアを開く。とたんにバリバリバリというすさまじい音とうだるような夏の暑さが押し寄せてくる。別べつ世界のごときドアの向こうにしかし負けじと身を乗り出し、ヘリの音にも夏の暑さにも負けないりん、とした声で告げる。「合図したら、発射して……あとはあたしの連絡を待ちなさい。いい？」

「……はい」不ふ承しよう不ぶ承しよう、というよりはすねた感じにうなずくパイロット。

　撫子は一瞬笑えむと、

　そのままドアの外へと飛び出した。

　しばらくして──

『発射』インターカムに合図が入る。

　パイロットは、指示の通りにミサイルを射しや出しゆつした。

　軽い反動のなか、前方をのんびり（とはいっても時速七十キロは出ている）飛んでいくミサイルと、その胴どう体たいに身体からだをくくりつけて一緒に飛んでいく撫なでし子この姿に予想はしていても息を吞のむ。ああ、いくらなんでもむちゃくちゃだ。いったいぜんたい撫子さまは、どうやって助かるつもりなんだ──？







「またミサイルよ！」背後に光を見つけ、美み樹きは叫んだ。

「大丈夫！」答える部長。「今度はわれわれのが早い！」

　そうよ、と接着カプセル入りの手て袋ぶくろを持ち、美樹は構えた。なんとか糸も引き出した。あとはこの端はしを、うまくどこかにつけられれば──

「──！」

　一瞬信しんじられないものを見た気がして、美樹は思わず顔をそらした。ああ、うそよ、いくらなんでもそんなはずない。窓まであと一メートル弱。後方のミサイルはまだ十五メートルは離れている。大丈夫、間に合う──

　ぱっ、と後ろを振り返り、

　美樹は思わず悲鳴を上げた。

「美樹さん？　どうした？　糸を──」

　後ろのミサイル、そしてミサイルの胴どうに身体をくくりつけている存在の姿に気づき、一いつ瞬しゆん固まる部長。が、すぐに立ち直り、急いで美樹の手から手袋を奪い──

（──うおっ！）

　ビートルが窓から飛び出す寸前、部長はドアのない運転席から手を伸ばし床に糸を貼はり付けた。







　ビートルが飛び出したとき、そのおよそ三メートルほど後方に、撫子はいた。三み束つか元もと生なりが糸を貼り付けるのを見ていた。そして冷静に、周囲を見ていた。つかまれるものは何もない。かまわない。美樹たちの足止めさえできればそれでいい。微笑ほほえむと、さやを捨てた刃やいばを一いつ閃せん、ミサイルと自分をくくる索さくを切る。ミサイルはそのまま前方に飛んだが、撫子はやや斜め前方に落ち、床に身体を打ちつけた。痛みはない。そのままバウンド、窓から飛び出す自分の身体をまるで他ひ人と事ごとのように見る。死をまえにして感じるのはただ安あん堵どのみ──

（情なさけないな、あたしは。こんなにあっさり──）

　空中を落下しつつも冷静に、撫子はビートルを見ていた。信じられないその一瞬、撫子と美樹の目が合った。凍りついたその表情──美樹はいま、何を考えているのだろう──あたしはいま、笑ってる？

　撫なでし子こは、笑った。

　──顔を上げ、

　ビートルと命をつなぐ糸を見る。

　次の瞬間には、慣かん性せいによって撫子はもはや糸には届かないところにいるだろう。だが、一瞬あればよかった。その一瞬で、撫子は縹はなだの証あかしの刃やいばを振った。振り切った。力はこもらずあくまで自然──稔ねん式しき居い合あい・左ひだり袈げ裟さ。それは彼女の生しよう涯がい最高の一いち撃げきだった。が、糸はただの糸ではなかった。時代の科学の結晶である特殊繊せん維いのまえに、縹百年の当とう主しゆの刀かたなはあっさり折れた。糸は文字通りぴんぴんしているにもかかわらず、刃は中ほどから折れ散った。もっとも、最新科学の結晶である糸とそれをつないだ接せつ着ちやく剤ざいのほうはともかく、床はそうはいかなかった。糸が受けた、刀とう身しんを曲げるのではなくへし折るほどの衝しよう撃げきは、全体に伝わってまず糸が当たった窓のふちを破は壊かいした。ついで、糸が貼はり付けられた床のほうにも亀き裂れつが入る。糸が車を支えた瞬間、亀裂は床をも破壊して。

　支えを失い、ビートルは、そのまま落下していった。







　──暗あん黒こくから抜け、

（気き絶ぜつしていた？　どれくらい？）

「……だ、大丈夫？」肩で息をし、全身の状態を確かめながら美み樹きは隣の部長にたずねた。

「……ああ」こちらもぜいぜい言いながらうなずく部長。「ただ首がムチウチ気味なのと、右腕が……」ありえない方向に曲がった右腕に、たちまち青くなる。「ひぇぇ？　なんだこれは！」

「待ってて」なんとかシートベルトをはずそうとしつつ、微笑ほほえむ美樹。「でも、よかった。その程度ですんで……」

　二人は、道路に落ちてさかさまになったビートルのなか、シートベルトに吊つり下げられていた。身体からだ中を打だ撲ぼくし三み束つか元もと生なりは右腕を骨折したようだが、それでも命に別状はない状態で。

（信じられない……助かったんだ）

　シートベルトを外して落ち（「あたっ」）、頭を振りつつ美樹は外に出た。

　工く房ぼうのビルのまえの道路は人もなく、閑かん散さんとしている。

　あちこちに散らばる瓦が礫れきの山は、三度のミサイル攻撃によるものだろう。

　周囲を見回し、視線を瓦礫の山々にさまよわせる。

（ひょっとして、あのなかのどれかに──）

　命いのち綱づなも何もつけず、ミサイルからの加速をつけて窓から飛び出してきた姉の姿を思い出す。

　いくら姉でも、あれではさすがに助からない。

　この高さで、落下しては。

　あのとき見た、あの笑顔──

（あんな死に方、あれがお姉ちゃんの望みだったというの？）

（──どうしてよ、お姉ちゃん！）

「おーい、美み樹きさん？」

　……頭を振り、

　美樹は運転手側の座席に回るとシートベルトを外し（「ぐわ？」）、折れた右腕をかばいつつ部長を外に引き出した。

「立てそう？」

「うむ。なんとか」足首も捻ねん挫ざしているらしい部長に肩を貸し、立たせる。

　二人はあらためて、さかさまになって腹を見せている『ザ・ビートル』をながめた。

　信じられない幸運は、まず糸が外れたときそれほど高い位置にいなかったこと、そして次に、ビートルが真ん前をしたに落ちたことにあった。フォルクスワーゲンのエンジンは、普通の乗用車とは違って後部に積んである。しかも『ザ・ビートル』は、前方のトランクに緩かん衝しよう材を詰めこんであった。おかげで大おお怪け我がも爆発もせず、こうして二人は助かったのだ。

　すべては、このビートルだったからこそ。

「……がんばったね」ありがとう、とそっとつぶやく。部長を見て訊きく。「……また、走れるようになるかな、この子」

　部長は微笑ほほえんだ。

「その筋すじの知り合いに頼んでみよう。もっとも、こいつはもう休ませて欲しいと思っているかもしれないが」

「そうね」口の端はしを持ち上げる美樹。

「……それより美樹さん、急ごう。縹はなだ組ぐみの車が駆けつけてくるまえに身を隠かくさないと」

「そうね。多分、宮みや知ちさんが──」




「──そこまでよ」




　振り返り。

　二人はこちらに回リ転ボ式ル拳バ銃ーを向けつつ歩いてくる縹撫なでし子こを見た。

「！」

「！」

「もう遅いわ」驚きよう愕がくの表情を浮かべる二人の姿に小こ気き味みのよいものを感じつつ、撫子は言った。ああ、ついにこの言葉を言える──歓かん喜きに全身を奮ふるわせつつ、その言葉を口にする。

「あたしの勝ちよ、美樹」

　その言葉を証明するかのように、

　周囲から、ブレーキの音がこだました。




　　　６．チョイス




「ど、どうして……」どんどん積み重なっていくブレーキ音のなか、蒼そう白はくになって尋たずねる美み樹き。

「どうしてあたしが生きているのかって？　さぁ、ね」

　実際の話、あの状況でどうして自分が助かったのか撫なでし子こ自身も分からなかった。見けん当とうもつかない。気づいたら無事だった、としか言いようがない。もっとも一瞬、トウモロコシのにおいと、そして男物のオーデコロンのにおいをかいだ気がしたが（あと男のような腕に抱きしめられた気がしたが）。だがそんなことはどうでもいい。一瞬顔かおを赤らめそっぽを向くと、撫子はあらためて銃じゆう口こうを美樹に向けなおした。

　そうだ、大事なのは、どうして助かったかではない。

　大事なのは、ようやく美樹をつかまえられたということだ。

　周囲を見る。どんどん集しゆう結けつしてくる車たちを見る。ビルのまえの道路を封ふう鎖さし、撫子たちから三十メートルほど離れ扇おうぎ形がたにかこむように次々と、間を空あけぬように見事に駐車されていく車──車種はさまざま、軽けいがある。タクシーがある。ワゴンに普通乗用車──車種こそさまざまだが、乗っているのは訓練された縹はなだ組ぐみの戦せん闘とう部隊。

（間に合った……）

（間に合ったんだ！）

　どうやら武装を積んだトレーラーを捨てて小回りの利く車を調達してきたらしい。だからこそ間に合ったのだろう。もっとも、ここにビートルを足止めできていなかったら逃げられていたのは間違いない。撫子が、ビートルをここに足止めできたからこそ、彼らは間に合うことができたのだ。

　──あたしの力で！

（もう、美樹は逃げられない）

（あとは美樹を連れ、ここから撤てつ退たいすればいい。事件のことだって、きっとなんとかごまかせる。美樹を荒あら又またの常つね家に嫁とつがせることさえできれば──）

（縹組は救われる！）

　内ない心しんの興こう奮ふんを押し隠かくし、撫子は冷静に、りんとした声を発した。

「さぁ美樹。大ゆ城め跡あとに帰るわよ」

「ちゃんと帰るわ」顔面を蒼白にしたまま、つぶやく美樹。「もっちゃんと結婚式を挙げたあとでね」

「まだそんなことを言っているの？」笑う。「あなたには、荒又常さまと結婚してもらう」笑えみを続けつつ、言う。「そしてあなたの純じゆん潔けつをけがしたこの男には、死んでもらう」

　部長の目と鼻のさきに銃口を持っていくのと同時。

「やめて！」

　どこに隠かくしていたのだろう小さな拳けん銃じゆうを構え、撫なでし子こに突きつける美み樹き。

「！」

「美樹さん！　それは！」

「『浪ロウ漫マン』、だっけ？」死を放つ穴をのぞきこまされてもなんら臆おくすることなく部長に銃を向けたまま、撫子は笑った。「お気に入りだったっけ。あなたの。そう、隠し持っていたんだ」

「もっちゃんから離れて」ゴムの弾だん丸がんではなく鉛なまりの実じつ弾だんを撃うち出す回リ転ボ式ル拳バ銃ーを姉の顔に向けたまま、告げる美樹。「……じゃないと、撃つわ」

「撃てるの？」

「撃てるわよ」目をそらさず、淡たん々たんと言う。「あたしはあなたの妹よ？」

「……そうね」撫子は微笑ほほえんだ。

　ゆっくりと、銃を持たない左手を上げる。

　四し方ほう八はつ方ぽうからたちまちあふれる金属音。

　美樹は周囲を見渡した。

　隙すき間まなく囲んだ車を盾たてに、縹はなだの戦せん闘とう部隊の男たちが一言も発することなくこちらに銃じゆう口こうを向けている。なかには重じゆう機き関かん銃じゆうまで見える。さらに上空からはヘリコプターの小さな風切り音。遠く上空に見える点のような二台のヘリは、撫子の合図ですぐさま急きゆう降下、爆ばく撃げきを開始するだろう。

　逃げ場はない。

「どう？　美樹」撫子は笑った。「これが縹はなだ組ぐみよ。──そしてあなたは縹の娘。

　縹百年の命めい運うんを背負う者。

　勝手なことは許されない。

　あなたにはどうしても、権ごん乃の進しんさまと結婚してもらう」

「いやよ！」遠くから扇おうぎ形がたに百ひやく近くの銃口を向けられつつも拳銃を降ろさず、美樹はほとんど叫んだ。「いまどきどうして、好きでもない人と結婚なんかしなけりゃいけないのよ！」

「あなたが縹の娘だからよ」辛しん抱ぼう強く繰り返す。「縹のために、あなたは荒あら又またの常つね家と結婚しなければならない。そしてこの男には、死んでもらわなければならない。──自分がどれほど勝手をしているか、まだ分からないの？」

　その重圧がどれほどのものか。

　それを背負うということが、どういうことなのか──

「……そんなに言うなら、お姉ちゃんが結婚すればいい！」

「……それができるなら、とっくにそうしているわ」一いつ瞬しゆん引き金を引きたくなるのを必死でこらえ、首を振る。「……でも、権乃進さまはあなたを選んだ。運が悪かったとあきらめなさい」

　何が運が悪いのよ、と心のなかでつぶやく。あなたはみんなに好かれているのに。

　でも、当とう主しゆはあたし──

「……ねぇ、お姉ちゃん」美み樹きの声が少しく弱まる。「……どうしてそんなに、縹はなだ組ぐみに固こ執しつするの？　いいじゃない、解体すれば。舞まい原ばる家は鬼じゃない。みんなにだって、ちゃんと再さい出発先をつくってくれる──」

「ふざけないで！」激げつ昂こうに駆られ、撫なでし子こは叫んだ。「縹組には百年の歴史があるのよ！　あなたのくだらない部ぶ活かつと一緒にしないで！」

「それでも、時代の流れには逆さからえない」変わらず姉に銃じゆう口こうを向けつつ、あごで周囲のビル街を指す。「見て？　いまは明治の昔じゃないの。だからこそ、舞原家だって縹組を解体しようとしている」

「知ったような口を利くのね」撫子は笑った。

　感情の見えない、夜をうがつ三日月のかたちのような笑えみを浮かべて言う。

「時代だから滅ほろべ？　昔じゃないから滅べ？　あなたには分からないのよ、受け継ぐことの重さが。伝えていくことの責任が。家のことも顧かえりみずに好き勝手してきた小こ娘むすめが知ったふうな口を叩たたくな！」

「！」




　銃じゆう声せい。




「ぐうっ？」足の甲こうを打ち抜かれ、部長はたまらず地面にひざをついた。

「もっちゃん！」

　悲鳴を上げて姉に向けた回リ転ボ式ル拳バ銃ーの撃鉄ハンマーを上げた瞬間、ちゃちゃちゃちゃっ、と全ぜん方向から連続して銃の撃鉄が上がる。撃鉄が上がれば、あとはちょっと引き金をしぼればいい。それだけで鉛なまりは発射される。百ひやく近くの死のハンマーに囲まれて、美樹は周囲に視線をめぐらし、男たちをにらみつけた。が、だれも視線をそらさない。どの男も、だれ一人として視線をそらす者はいない。真正面から受け止めて美樹をじっと見返してくる、縹のためなら命も捨てる男たち。美樹は白くなるほどに唇くちびるを嚙かんだ。ああ、たとえそれが間違っていることだとしても、もしもあたしが姉を撃うてば彼らはあたしを、そしてもっちゃんを撃つだろう。蜂はちの巣すにするだろう。そういう命令を受けているから。

　撃てば、殺される。

　撃たなければ、もっちゃんが死ぬ。

　どうすればいい──？

「……もういいわ」美樹の葛かつ藤とうを見抜いたかのように、撫子が再び左手を上げた。

　何が変わったわけでもないがかすかに緊きん張ちようが緩ゆるむなか、やさしく、美樹に向かって言う。

「もう話は必要ない。そんな余よ裕ゆうもないし。いいわ美樹、選びなさい？」

「え？」

「道は二つに一つ。結婚するか、しないかよ」ひざまずいた部長の頭から銃じゆう口こうを離し、やさしげに笑えみつつ言う。「どうしても結婚したくないというならしかたない。ここでいますぐあたしを撃ち、二人で仲良く蜂はちの巣すになって縹はなだ組ぐみを滅ほろぼしなさい。それはそれでしかたない」

　三人で、かな、と心につぶやく。どうせ、美み樹きが結婚してくれなければ縹組は滅ぶのだ。あたしはぜんぜん構わない。

　押し黙った美樹に、あくまで穏おだやかに話しかける。

「その代わり、結婚してくれるというなら──三み束つか元もと生なりは殺さない」

　──目を見開く美樹。

　撫なでし子こは微笑ほほえんだ。

　やさしく、嚙かみ砕くだくように繰り返す。

「そうよ、美樹。選びなさい。

　三束元生の命か、それとも自分の夢か」

　それを選べるものなら──
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「選びなさい。三束元生の命か、それとも自分の夢か」

　選べるものならね、と心のなかで付け足し、微笑む撫子。

（そう、選べるはずがない。あなたが本当に、この男を愛しているのなら）

（……そう、あたしはこのために、三束元生を殺す殺すと言い続けてきたのだ）

（あたしには、美樹ほどの人じん望ぼうはない。だれもあたしのためには動いてくれない。でもその代わり、あたしは恐怖を知っている。恐怖で人を動かすすべを知っている──）

「お姉ちゃん……」

「ねぇ、美樹」蒼そう白はくになった美樹に、ここぞとばかりに攻めこむ撫子。「そうよ、あなたが結婚してくれるなら、三束元生は殺さない。ううん、うまくやってくれるなら、会うな、とも言わないわ。もちろん三束元生には姿を隠かくしてもらう必要があるけど……でも死ぬよりはいいでしょう？」

「……で、でも……」

「ええ、あたしの名において、会う機会も作ってあげる。あなたは、ただ形式的に権ごん乃の進しんさまと結婚すればいい」もちろん、夜の生活は必要だろうが。「考えて、美樹。あなたの才さい覚かくなら、荒あら又またの常つね家を掌しよう握あくできる。あなたが荒又常家の実じつ権けんを握ることさえできれば、そのあとで堂々と三束元生を呼び戻すことだってできるのよ？」

「……でも……」

「それとも、ここで仲良く添そい遂とげる？」銃口を、再び部長に向けなおす。「結婚の誓ちかいを偽いつわり二人で生き延びるよりも、いまだ立ててない結婚の誓ちかいを守ってここで死ぬのがいいの？」

「……」

「選びなさい。美み樹き」部長のひたいに銃じゆう口こうを押しつけ乾いた笑えみを浮かべつつ、撫なでし子こは心しん中ちゆうつぶやいた。いいや、選べるはずがない。美樹が部長を好きだというのなら、どれほど躊ちゆう躇ちよしようと選択の余よ地ちなど最初からない。あとはただどれだけ早く決断できるか、ということだけのはず。

　撫子は微笑ほほえんだ。

　かつて工く房ぼうに向けたリボルバーを部長に向けたまま、言う。「この銃には……四発あるから、三発だけチャンスをあげる」

「──お姉ちゃん！」

　銃じゆう声せいが響ひびき渡った。

　両足をうがたれ地面に倒れ臥ふした部長の、次は左手を踏みつけそこに狙ねらいをつける。躊躇はしない。躊躇は弱さ。人を恐怖で動かす者はためらったりしてはいけない。

　撫子が三度目の引き金を引こうとした瞬間。

「分かった！」美樹は叫んだ。

「……何が分かったの？」脈打つ心臓を押さえ、冷静を装いながらたずねる。「どうするか、決めたわけ？」

　うつむく美樹。

「……美樹？」

　しばらくして。

　美樹は顔を上げた。

　感情のうかがえない、撫子が自分の鏡によく見るものに似た奇き妙みような無表情を浮かべ、口を開く。

「……お姉ちゃん。あたし……」




「だめだ」




　ぼんやりと、美樹は部長に視線を移した。

　地面に倒れたまま美樹を見上げ、部長は決然とした表情で、言った。「だめだ、美樹さん。だまされるな！」

「……え？」鈍い目で撫子を見る美樹。

「な？」度ど肝ぎもを抜かれ叫ぶ撫子。「な、な、何を言っているのよ？　あたしはうそなんか言ってないわ！」

「いいや、言った」部長は首を振った。「あなたは確かに言ったではないか。道は二つに一つ、だと」

「……はぁ？」
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　もはや撫なでし子こにかまわず、美み樹きを見つめ、叫ぶ部長。「だまされるな、美樹さん！　クイズやテストでない限り、道が二つに一つ、なんてことはない！　道は常に無限にあるのだ！」

「……もっちゃん」

「考えるのをやめてはいけない！」首を振る。「考えろ、美樹さん。考えて、この場合、あなたは第三の道を選ぶべきだ。それがぼくらのしあわせだ！」

「だ、第三の……」つぶやく美樹。

「だ、第三って何よ！」身をかがめ部長のこめかみに銃じゆう口こうを当て、金かな切きり声ごえを上げる撫子。「この状況で、他にどんな選せん択たく肢しがあるっていうのよ！」バカ言ってると撃うつわよ！　と言いかけるのを必死でこらえる。こいつには、縹はなだの未来がかかっている。撃つわけにはいかない。しかし、「こういうのはどうだろう」と銃口を向けられているにもかかわらずのほほんと部長が言い出したときには、「まずみんなで銃を置き、そして話し合うんだ。あなたも、そしてぼくらもしあわせになるにはどうすればいいか──」撫子はもう縹組ぐみの未来も忘れて銃の引き金を引きかけた。

　必死で我が慢まんし、部長をにらむ。

　その瞳の奥をのぞきこむ。

「あなたは……何を言っているの？」

（あたしをバカにしているのか？）

（それとも本当にバカなのか？）

　三み束つか元もと生なりは、まったくまじめに撫なでし子こを見、言った。

「あなただって本当は、美み樹きさんにしあわせになってもらいたいはずだ」

「そ、それは……」首を振る。「そんなのはどうでもいい！　大事なのは縹はなだ組ぐみの存そん続ぞくなのよ！　あたしは縹の当──」

「縹組が存続し、しかも美樹さんがしあわせになったらいいとは思わないのか？」

「思うわよ！」もはや絶ぜつ叫きよう。「でもそれができないからこんなに苦労しているんでしょうが！　あなたいったい──」

「できる」自信たっぷりうなずく部長。

　絶ぜつ句くする撫子を尻しり目めに美樹を見る。「そしてそれこそぼくらが取るべき選択だ」

「……もっちゃん」

「いいか、美樹さん。まずは銃を置き、頼むんだ。助けてくれと。助け合おうと、話し合おうと」

「狂ってる」口を挟はさむ撫子にかまわず、

「いいか」穏おだやかに美樹に語り続ける。「銃は、暴力は、考えるのをやめた者の結論だ。そして思し考こうの放ほう棄きは未来に対する裏切りだ。考えるのをやめてはいけない。銃を置き、まず信じるんだ。あなたの姉を。まずあなたが信じて初めて、向こうも信頼してくれる。相手を信じ、そして将来のハッピーエンドを信じるんだ。そのためにも──

　銃を置くんだ、美樹さん」




　銃声が、響ひびいた。




「もう黙れ」部長の折れてないほうの腕を撃うち抜き、撫子は吐き捨てた。「おまえはむかつく。吐き気がする」苦く悶もんのうめきを上げる部長にもはやかまわず、無表情に美樹を見る。「話を戻すわ。……さぁ、どうするの？」

「……え？」きょとん、と美樹。

　──一瞬、

　美樹の顔によぎった表情に悪お寒かんを覚え、撫子は声を荒げた。「え？　じゃないわよ。言っておくけど、この男の言う通りにはならないわよ。……この男は狂ってる。考えてもみて？　あなたが銃を捨てたからってあたしが感かん激げきして心変わりすると思う？　感動の涙を流しあなたと抱き合うとでも？」さらに語ご勢せいを強める。「はっきり言っておく。もしもあなたが銃を捨てたら、あたしは喜んであなたのまえでこの男を撃ち殺し、抵抗できなくなったあなたを無理やり大ゆ城め跡あとに連れ帰る。薬でも何でも使って、無理やり結婚させてやる。分かる？」

「……」

「──あなたには！」ついには絶叫を上げ、撫子は銃じゆう口こうを美樹へと向け変えた。「あたしを殺してみんなで死ぬか、自分を殺して結婚するかしかないのよ！」

（そうだ、それしかないんだ）

（みんながしあわせ、なんてこと、絶対に、ありえない。三み束つか元もと生なり。あなたが言っているのは都つ合ごうのよすぎる理想論、くだらないたわごとよ！）

　そして美み樹きは、自分を犠ぎ牲せいにすることを選ぶ──それしかない。そうだ、と撫なでし子こは地面に倒れた部長を見下ろした。……いい？　三束元生。このさきあなたが生き延びしあわせになったとしても（しあわせになれるなら、だが）、それは美樹が自分を犠牲にしたからだ。みんなしあわせ、なんてありえない。しあわせは、結局だれかの犠牲のうえにしか成り立たない。美樹が犠牲にならなければ縹はなだ組ぐみが立ち行かないのと同じくらい、それは確かなことなのだ。

（そうだ、）

（美樹が、拳けん銃じゆうを捨てたりするはずがない。よしんばあたしを撃うつことを選ぶことはあっても、捨てることは、絶対にない──）

（美樹はそれほどバカじゃない！）

（絶対に──）




「……美樹さん？」




「美樹？」




　美樹はしばらく、おのが銃を見ていた。

　無表情に。

　やがて顔を上げ、部長を見る。そして姉を見る。その口もとはかすかに笑えんで。やさしい、なめらかにやわらかい、人なつっこい笑顔を浮かべ──




（──！）




　銃じゆう声せいが、轟とどろいた。
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　銃声が、轟いた。




　二発目の──




「……美み樹き」白くなるほど左手をこぶしに握り、撫なでし子こはつぶやいた。「……それがあなたの選択なの？」

「……あたしは、もっちゃんの奥さんになるの」

　微笑ほほえみを浮かべ、天空に向かい三発目を放ちつつ答える美樹。

　シリンダーを回転させて、撫子に言う。

「だからもっちゃんの言葉を、信じる。二人のしあわせな未来を……」言葉を切り、「……お姉ちゃんを、信じる」

「うむ」部長がうなずく。

「──裏切ったらひどいからね」部長を見、美樹は微笑んだ。「覚えといて。コウくんの恋人たちはともかく、あたしは浮気は許さないから」

「うむ」

「でも、あたしも浮気はしないし。あたしって尽くすタイプだし」

「うむ」

「──あなたが死んだら、あたしも死ぬから」

「い、いや、それは──」うろたえる三み束つか元もと生なりの姿も目に入らず、きつくこぶしを握りしめ、美樹を見る撫子。

　心のなかで、

（どうしてあなたは、いつも、）

（いつも、いつも、いつもいつもいつもいつも──！）

　叫びつつ。

　四発目が、虚こ空くうに消える。

　心しん中ちゆうの怒りを押し隠かくし、

（そう、あなたがそれを選ぶなら、それもいい。くだらない夢ゆめ物語を選ぶなら）

（姉のあたしが、現実というものを教えてやる）

　ゆっくりと、撃げき鉄てつを上げ、撫子は人差し指を拳けん銃じゆうの引き金にかけた。限界まで、あとちょっと引いたら弾たまが出るところまで、しぼる。

（みんなしあわせなんて、ありえない）

（……いいだろう）

　もう、三束元生の利用価か値ちなど関係ない。やってやる。教えてやる。世のなかはそんなにうまくは回らないのだということを。冷たく、厳きびしく、中ちゆう途と半はん端ぱな希望などはあっさり飲みこみ打ち砕くだく、それが現実なのだということを。

　犠ぎ牲せいは、必要なのだ。

　だれかが犠牲にならなければならないのだ。

　撫子が青春を捨て、縹はなだの当とう主しゆになったように。

　撫なでし子こは、じっと美み樹きを凝ぎよう視しした。

　美樹の持つリボルバーの弾たま数かずは六発、それでもう、空からになる。最後の弾を撃うち終えた、そのときは──

　三み束つか元もと生なりを、殺す。

　殺してやる。

（そのくだらない夢ゆめ物語の代だい償しように、何を支払うことになるのか教えてやる）

　真昼の、しかし静かなビル街に、銃じゆう声せいがこだまする。

　まるで何かの福ふく音いんのように。

　五発目を聞き、

　撫子は、銃じゆう口こうを部長の頭に向けた。

　うつろになった表情で、美樹を見る。

　姉妹で、見つめ合う。

　五発目の銃声の余よ韻いんが消えた。

　しばらくして。

　六発目が、放たれる。

　指先に、力を込める撫子。

　銃声の反はん響きようが消え──




　七発目の銃声が上がった。




（──ええ？）

　思わず目を凝こらし、撫子は美樹の手もとを確認した。バカな、あれは六発入りのはず？　目を細めた瞬間、今度は後ろの方から八発目が聞こえた。さらに九発目、十発目と、だんだん早く、もはや余韻が消え去るのも待たず次々と、四方から聞こえてくる銃声。十一発、十二発と次々に上がる銃声はもはや美樹の拳けん銃じゆうを見るまでもない。

「──うわぁっ！」後ろから声。

　撫子は振り返った。

　美樹たちを包ほう囲いしていた戦せん闘とう部隊の陣じんが、次々に崩れていく。縹はなだ組ぐみのプロの戦闘部隊が後ろから拳銃を押し当てられ、あっさりと拘こう束そくされていく。

「！」

　撫子の部下を制圧、戦闘部隊の間を割って次々出てくる人ひと影かげは、統一された格かつ好こうをしていなかった。若者がいる。女性がいる。子供が、老人が、舞まい原ばる家特製のスタンガンを持ち、道路を封ふう鎖さし美樹たちを包囲していた車を越えて現れてくる。

　四し方ほう八はつ方ぽうから空くう砲ほうを響ひびかせながら。

　この集団は──？

「あ、あなたたち！」一般人ぽい服装をした人ひと影かげたちに、たまらず撫なでし子こは叫んだ。「だれよ！　なんなのよ！　あたしたちが縹はなだ組ぐみだと分かって──」

「あんたこそ」一人、また一人と倒れた縹の男を縄なわにしばりつつ、若者──というより少年──の一人が答えた。「そこにいる人間が『みすてりぃサークル』の部長だってことを知ってんのか？」

「……なに？」

（……な、に？）

　次々とわらわらと現れてくる、明らかに一般人ぽい服装をした人間たち。

「な、なんなのよ、こいつら」撫子は部長を見た。

　渋い顔をして、つぶやく部長。「……宮みや知ち直なお輔すけ……」

　部長の声に、

「悪かったな」完全に縹の部隊を制圧しこちらを見ている／にらんでいる群集のなかから、ひときわ大きくそして奇き妙みように四角い男が現れてくる。「あんたがひっそりと式を挙げたかったのは知っている。だがな、おれに言わせりゃあんたみたいのはひっそり式を挙げちゃいけないんだ」四角い顔をゆがめて笑う。「せっかくの結婚式だ。どんちゃん騒ぎにしなけりゃな。それにおれは知らせただけだ。ここにいるやつらは全員、自分の意志でここに来ている」

（……うそ……）

（一般人のくせに、縹組に？）

　一瞬呆ほうけ、すぐにわれに返り、撫子は周囲を見た。囲まれている。逆転している。完全に。一瞬で状況を把は握あく、美み樹きは遠いと判断し、倒れた部長の襟えりをつかむ。引っ張って盾たてにしつつ拳けん銃じゆうを袂たもとに落として携帯を出し、「ヘリ！」合図を出しつつ上空を見上げ──

「！」愕がく然ぜんとなる。

　いつの間に現れたのか、飛行船が三台、ヘリを囲んで浮いている。

　飛行船の側面には、

《蛇へびを食べる鶴つる》──舞まい原ばる家の紋もん章しよう。

　そんなバカな、と撫子は携帯を落とし、そのまま地面にへたりこんだ。いまや姿を隠かくす必要もなく夏の日光をさえぎって撫子のうえに巨大な夜を生み出しつつある飛行船の威い容ように思わず息を吐く。ああ、まさか、そんなバカな、いくらなんでも早い、早すぎる──

「なんてこった」部長がうめいた。「……あれも、おまえか？」

「ああ」宮知はうなずいた。「……悪いとは思ったが、だがな、おれに言わせりゃあんたも美樹さんも、こんなところで死んでいい人間じゃないんだ」

（こいつが、呼んだ？）

（……三み束つか元もと生なりの、ために？）

「……お、ま、え……」

　宮みや知ちの言葉に、撫なでし子こは思わず銃じゆう口こうを宮知に向けた。が、震える。指が震えて手に力が入らない。指の震えに、悟さとる。ああ、これでもう荒あら又またの常つね家との婚こん姻いんはない。婚姻？　いいや、もはや縹はなだ組ぐみそのものがなくなる。身体からだ中が、おこりのように震え始める。恐怖、絶望、そしていくらかの、安あん堵ど──

（安堵？）




「そこまでです」




　撫子はぼんやりと、声の方向に顔を向けた。

　遠く、長い髪を揺らして歩いてくる人ひと影かげを見る。ざわめく群集、アスファルトのうえにゆらめく夏陽炎かげろうのなかでまるでそこだけは冬であるかのような冷たい雰ふん囲い気きをかもし出し、少女がひとり、歩いてくる。整った、整いすぎて人形を思わせる無表情なその顔は──

「……イハナ、さま」撫子は知らずつぶやいた。

「縹撫子」感情をまったく乗せない声で、舞まい原ばる家の事実上当とう主しゆ、舞原イハナは答えた。「あなたには失望しました。まさか舞原と外の微び妙みような関係をもっともよく理解していてしかるべき縹のあなたが、外でこんな事件を起こすとは」

　事実だけを述べる冷ひえ冷びえとした声が、撫子の胸を貫つらぬく。

（……失望……）

　これでもう──

　ぼんやりと、三み束つか元もと生なりを見る。

（そうだ、この男だ、この男がすべてを奪い、すべてを終わらせた）

（この男の、ハッピーエンドで）

　あたしにはもう、何もない。

（……そうだ）

　もう、失うものは何もない──

　撫子はゆっくりと、震える銃口を宮知から三束元生に向け変えた。意味がないのは分かっている。それでも、おまえをしあわせにはさせない。美み樹きだけをしあわせにはさせない。そうだ、どうせすべてを失うのだ。ならばせめて、こいつに教えてやる。こいつにだけは、思い知らせてやる。世のなかは、そううまくはいかないのだということを。完全なハッピーエンドなんて、ありえないのだということを──

「やめなさい」撫子の心を読んだかのように、イハナが言った。

　撫子は、それでも引き金を引いた。

　いや、引こうとした。が、引くことはできなかった。引こうとした次の瞬間には、右手から拳けん銃じゆうがなくなっていた。何が起きたかも分からず、のろのろと、びりびり震え続ける自分の右手を見る撫なでし子こ。親指が付け根から半分ちぎれ、携帯のストラップのようにだらんとぶら下がっている。どうやら舞まい原ばる家のスナイパーに狙そ撃げきされたらしいが、痛みはまったく感じない。拳銃は地じ面めん遠くに転がっている──手が届かないのを認め、銃を拾うのをあきらめ、撫子はのろのろと、左手を後ろ、腰に回した。さっき拾ってはさんでおいた、縹はなだ組ぐみの当とう主しゆの証あかしの刀かたなを握り引き出す。刀とう身しんが半分に折れた姿にあらためて愕がく然ぜんとなりながらも三み束つか元もと生なりに近づこうとした瞬間。

　イハナの声が響ひびいた。

「もしもそれ以上舞原家の客を傷つけるというのなら、私は舞原イハナの名において、縹にかかわるすべてを地上から物理的に消しよう滅めつさせます」

（……縹、を消滅？）

　にぶい目で、イハナを見る。

「ですが、撫子」ニュースを読むかのような平へい坦たんな声でイハナは言った。「これ以上の事件を起こさないというのなら、今回の件は不問に付しましょう」

（……え？）

「刀を置き、三束元生から離れなさい。そうすれば──」

（──まさか──）

「──縹組の存そん続ぞくを、許します」




　撫子の世界から、音が消えた。




「本当？」遠く聞こえる、美み樹きの声。

「よかった！」部長の叫び。

　イハナがうなずくのが見える。

「……話は聞きました。確かに今回の件は、私の性せい急きゆうさにも原因があるようです。

　もういちど、考え直してみましょう。

　縹組の存続は、許します」

　周囲から、歓声が湧わき起こった。

　イハナの言葉が戦せん闘とう部隊の者たちにも伝わったのだろう。大だい歓声が上がるのを、そしてイハナと美樹と部長の声を、撫子は、まるで他ひ人と事ごとのように聞いていた。テレビの向こう、遠い世界のニュースのように。なぜだろう、撫子は、心のどこかでこの結末を知っていたような気がした。なぜなら世界は不ふ公平で、誰かが不幸なのと同じくらいに幸運を独り占めしているやつがいるからだ。どれだけがんばっても報われない人間がいる傍かたわらで、何の苦もなく成功を手に入れられる人間がいる。生まれたときから才能を持ち、二に物ぶつにめぐまれ、何もしていないにもかかわらずだれからも好かれる人間が──

　右手から親指をだらんと垂し、左手に折れた刀かたなを持ったまま、三み束つか元もと生なりを見続ける。

　気がつくと、

　歓声が、消えていた。

　美み樹きが、三束元生が、イハナがそして場のすべての人間が、息を吞のみ、撫なでし子こを、刀を持ち三束元生を見つめたままの縹はなだ撫子を見つめている。当然だろう。撫子が部長を殺せば、いいやこれ以上の傷をひとつつけただけで、縹組ぐみの存そん続ぞくはなしになる。それどころか、縹の人間は皆みな殺ごろしにされる。舞まい原ばるイハナにはそれができる。何しろ彼女は、舞原家の、日ひ炉ろ理り坂ざかの当とう主しゆなのだから。

（……当主）

（あたしは……）

　場の全員が、撫子の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに注目しているなか。

　撫子は、三束元生を見つめ続けた。

　何をしたいかは分かっている。

　だが、何をするべきなのかも。




　簡単な、話。




　撫子は刀を持った左手を下げた。

　視線を逸そらし、ゆっくりと、三束元生から離れる。撫子が後ずさると同時に、再び、今度はさきに倍する大だい歓声が巻き起こるのを、やはり対岸の出来事のように聞く。そう、縹組は存続し、だれも罪に問われない。美樹も意に染まぬ相手と結婚する必要もない。その歓声はハッピーエンドの証あかしであり、そして撫子がずっと聴ききたいと思っていたものだった。それを聴きたくて、撫子はがんばってきたはずだった。にもかかわらずそれを引き起こしたのは撫子ではなく、そしてそこに撫子の場所はない。

　大歓声のあふれる、しかし音のない冷えた孤独な空間のなか、撫子は左手、縹の当主の証の刀を見た。

　実に見事に、真ん中から折れている。

　折れている──







「なんだありゃ」ビルの屋上に何かがあるのに気づき、コウは首をかしげた。「どこかで見たような……」

「ありゃあ舞原家の飛行船だ」応こたえる星せい鴉あ。

「なに？」思わず工く房ぼうを背から落とすコウ。

「ぎゃあ？」落ちて悲鳴を上げる工く房ぼう。「何しやがるんだ誘ゆう拐かい魔ま──？」

　しかしコウは、もうそこにはいなかった。

　ビルに向かって走り出す──

「兄にいさん？」

「コウにーさん？　あ、また兄さんて！」

　後ろから追いかけてくる星せい鴉あ、アトリ、ＢＯＳＳにかまわず、コウは走った。全ぜん速力で走りつつ、心のなかにつぶやく。畜ちく生しよう、だれだ、舞まい原ばる家を呼んだのは！　ああ、こんなことなら工房を病院に連れて行こうなんて思うんじゃなかった。両ひざともちゃんと手当てはしてあったんだし。心につぶやく。頼む、部長、美み樹きさん、イハナに妙みようなことを頼まないでくれ。頼む、イハナ、妙に寛かん大だいなところを見せたりなんかしないでくれ。人はときに、そういうのが一番つらい。自分の弱さを再さい確認してしまうから。自分のなかのどうしようもなさに気づいてしまうから。立場的にはコウは美樹の仲間だったが、どちらかと言えば撫なでし子このほうに感情移い入にゆうしていた。部長も、そして美樹さんも、強い。あまりに強い。そして強い人間は、弱い人間にとってときにまぶしすぎるのだ。コウにとっての部長がそうであるように（そして多分、洋よう平へいにとっての自分がそうであるように）、ただ見ただけで、そこにいるというだけで傷ついてしまうことがある。コウにはそれが分かる。決して強い存在ではないコウには分かる。大きい、ということは、ときにはただそれだけで罪なのだ。恐怖なのだ。畜生、と歯は嚙がみしつつ、コウは走った。畜生、おれの見立てが正しけりゃ、あの人は──







「お姉ちゃん？」美樹の声に。

　撫子は刀かたなから目をそらし、美樹を見つめた。

　思い出したかのように刀を掲かかげ、笑うように言う。「見て。折れちゃった」

「……残念だったね。でも、さ、縹はなだ組ぐみは……」言いかける美樹をさえぎり。

　撫子は言った。「おめでとう、美樹。あなたの勝ちよ」

「……お姉ちゃん」

「本当に、あなたたちはお似に合あいね」吹き出す。「美び男なん美び女じよ、人気がある者同士。そして変わり者同士」空を見上げる。ビルの屋上に着地している飛行船を見る。「舞原家がああまでして守ろうとするなんて、あの男は本当に、大事な人物なのね」

　周囲を見る。

　歓声を上げる部下たち。

　そして三み束つか元もと生なりを取り囲んでいる群集たちをくるりと見回して言う。「この人たちだって、みんな自分から集まったんでしょう？　あの男、そしてあなたを助けるために」

　……これがあたしなら、だれひとりとして来ないだろう。

「……お姉ちゃん」

「……本当に、すごい」どこか欠けた笑えみを浮かべ、撫なでし子こは言った。「おかげで縹はなだ組ぐみも助かった。あたしがここ数ヶ月、必死に考え、がんばって、それでもできなかったことを、あなたたちはあっさりと、簡単にやってのけた。それも」三み束つか元もと生なりに視線を移す。「あの男の言うとおり、みんながしあわせになるやり方で。……本当に、脱だつ帽ぼうよ。さすが」

　でもそこにあたしは含まれてない。

　そこにあたしのしあわせはない。

　結局、あたしは──

「……お姉ちゃん、それは」

「違わない──結局、みんなが言うとおり、あなたが跡を継ぐべきだったのよ」

　あたしだって、あたしなりにがんばった。

　妹を犠ぎ牲せいにしようとしてまで。

　でもだめだった。

　無理だった。逆に縹組の存在を危険にさらしただけで──左手を見る。折れた刀かたなをかざし、笑う。

「……折れちゃったよ。縹百年の証あかしが……」




「──来ないで」近づいてくる美み樹きを止める。




　美樹から後ずさり、離れると、撫子はこちらの様よう子すに気づき足を引きずり近づいてくる部長に言った。「美樹をお願いね」ついで美樹を見、微笑ほほえむ。「……いまさらこんなこと言っても、遅いかもしれないけれど……ごめんね、美樹。縹組をお願い」

「……お姉ちゃん！」

「……もう、あなたが当とう主しゆよ」

　あたしはもう、疲れた。

　あたしなりに精せい一いつ杯ぱい、がんばったつもりだった。必死に縹組を守ろうとしたつもりだった。でもだめだった。みなの言うとおり、結けつ局きよく縹を救えたのは美樹だった。それもあたしよりもずっとすばらしい、まさにハッピーエンドな結末で。

「疲れちゃったのよ」折れた刀を見つめる。

　この刀の手入れだけが、心の休まるときだった。

　でも、刀は折れた。

　折れてしまった。

　居い場所が、欲しかった。

　あたしが、撫子という人間が、ただいてもいい場所が──

「お願い、お姉ちゃん、話を……」しぼり出すような美み樹きの声。

「……もういいの」撫なでし子こは、微笑ほほえんだ。

　あたしはもう、疲れた。一いつ所しよ懸けん命めいがんばったけど、だめだった。結局あたしは、だめだった。がんばったけど、だめだった。から。

　本当に、疲れた──

　部長を見る。

「義ね姉えさん」

　撫子は表情をゆがめた。

「……三み束つか元もと生なり」ゆがんだ笑えみを浮かべる。「あなたはすごい。でもね、だからこそ、あなたには分からない。あたしみたいな人間のことなんか。すべての人間を助けたい？　笑わせないで。はっきりと言っておく。あなたはただいるだけで、あたしみたいな人間を踏みつけているのよ。あなたがいるというだけで、不幸になる人間が、この世界にはいるのよ。あなたには──」

「──分かっている」

　虚きよをつかれたようにきょとんと三束元生をながめ、やがて撫子は吹き出した。

「やっぱり、強いわね。あなたは」

「それでも、ぼくは──」

「もういい。ただこれだけは覚えておいて」

　折れた刀かたなをゆっくりと、胸に──心臓のうえに当てる。

[image: ]

　冷たい鋼はがねの感かん触しよくが、心地いい。

　安あん堵ど。

「義ね姉えさん！」

「犠ぎ牲せいのないしあわせなんて、ありえない。絶対に……あと」目のすみに、走り出した美み樹きの姿を確認して微笑むと。

「義姉さんって、言うな」

　撫なでし子こは、折れた刀を自分の胸に──心臓のうえにしっかりと当て、次の瞬しゆん間かん突き刺した。




　　　９．ゼロ──




　肉を裂さいた刃やいばを伝つたい、血が地面に滴したたり落ちていくなか──

「ど……」涙なみだ声ごえになるのを必死でこらえ、撫子は声をしぼり出した。「……どうして？　どうしてみんな、あたしの邪じや魔まをするのよ！」声が張りあがる。「なんなのよ、あなたは！」

　撫子の問いに答えずに、後ろから抱きかかえたまま左手を伸ばし、刀をつかんだ撫子の手にそっと重ねる金きん髪ぱつの男。

　力なく、再び繰り返す撫子。「……なんなのよ、あなたは……」

（金色の髪、茶色の瞳──あたしはこの人を知っている）

（あのとき穴の中で見た、美樹を助けた、あの──）

　自分の胸に確かに当てたはずの刀は、

　なぜか後ろから抱きしめてきたタキシードの男の、タキシードに覆おおわれた右腕に突き立っている。なぜ？　どうして？　いつのまにあたしは抱きしめられ、確かに胸に刺した刀がこの人の腕に刺さっているの？

　どこかで嗅かいだ覚えのある、

　トウモロコシと、オーデコロンのにおい。そして、背中から抱きしめられたこの感触は──「あなたは──」唇くちびるを嚙かむ撫子。「……勘かん違ちがいしている。美樹は向こうよ。あたしは……」




「あなただ」ランドール・コーンウォークはささやいた。「あなたを、愛してる」




　やさしく、そして力強く、抱きしめてくる大きな腕。初めて感じる他人の体温。腕にいまだ刀が刺さり血を流しているのに気づき、撫子は刀を抜こうとした。が、力が入らない。身体からだ中から力が抜けている。後ろの男に支えてもらっていなければ倒れこんでいただろう。

　震える声で、言う。「……あなた、だれよ」思わず叫ぶ。「いやなことを言わないでよ！」

　さらに強く、力強く、ランドールは撫なでし子こを抱きしめた。

　刃やいばがさらに深く腕に突き刺さっていくのを見、声を張り上げる撫子。

「やめて！　血が！」

「こんな傷などなんともない」さらさらの髪に鼻をうずめてささやくランドール。「きみの心の傷にくらべたら、こんな傷、傷のうちにも入らない」

「あたしのことを知らないくせに──」

「ああ」笑い声。「実はそんなによくは知らない」

　男の声に、吐と息いきが首くび筋すじにかかる。

　初めての感かん触しよくに身体からだ中に電気が走り、「やめて！」撫子はなんとか身体を離そうとした。

　が、やはり力が入らない。

　──正直、

　本当に離れたいのかも分からない。

「でも、愛してる」再びささやくランドール。「本当なんだ」

「……やめてよ」消えそうな声で、つぶやく撫子。「……お願いだからいまのあたしに、そんな言葉を言わないで」

「……なぜ？」

「……あたしはもう、折れちゃったのよ」ふと思い出したかのように、繰り返す。「……そう、折れた。折れちゃった……」

　ランドールは微笑ほほえんだ。

「見て？」

　撫子の手に左手を重ね、そっと刀かたなを抜いていく。

　同時に、タキシードのしたに隠かくれたランドールの左手首が光り始める。

「──！」

　傷口から生はえるように、折れたはず刀とう身しん部分が現れてくるのを見て、撫子は思わず息を吞のんだ。まさか、そんな？　確かに折れていたのに？　だいたいこれだけの長さのものが刺さっていたなら、男の腕など貫かん通つうして撫子の背中まで届いていたはず。なのに──？

　まるで傷口が吸い上げられて刀になっていくかのように、現れ出てくる刀身。

「あなた……あっ！」

　完全に刀を抜き取るとあっさり撫子の左手からはずし、ランドールは今度は左手で撫子の右手を取った。

　撫子の右手を自分の口もとまで運び、やさしくキスをする。

「……あ」

「折れたなら、またつなげばいい」微笑み、再び撫子の手にキスをする。キスされた親指は、狙そ撃げきによりちぎれかけていたはずの撫子の親指は、完全にもとの状態に戻っていた。傷の痕こん跡せきなど跡あと形かたもなく。

　微笑ほほえむランドール。

「傷は、癒いやせる。疲れたなら、ベッドでぐっすり眠ればいい。

　人は何度でも、やり直せる。

　あなたの心は折れてはいない。ただ休息が必要なだけなんだ」

「……あたしは──」

　ランドールはそっと、しかしまるでそれしか自己表現の方法を知らないとでも言うように、ぎゅっと、撫なでし子こを抱きしめた。

　そして言った。「がんばったね」

（──ああ──）

　こらえていたものがついに切れ、撫子は、泣き出した。

　もう、涙を止められなかった。初めて知る男の胸で、子供のように泣きじゃくる。泣き続ける。だれかの胸で泣くのはこれが初めてだった。こうして抱きしめられるのも。そして、「がんばったね」と言ってもらうのも──

　大きな手に、優しく髪をなでられながら、

　撫子は、初めて人ひと前まえで、思う存ぞん分ぶん泣いたのだった。




　　　10．ミーツ・マイ・フェイト




　いとしい人をようやくその胸に抱きしめて、あのミサイル追つい撃げきから助け出したときと同どう様ようランドール・コーンウォークはひどくショックを受けていた。

　ミサイルに身体からだをくくりつけて特とつ攻こんで来るようなタフな人なのに、その両腕に受け止めたとき、ランドールは撫子の重さをほとんど感じなかった。そしていまこうして抱きしめて、あらためてそのちょっと力を入れれば折れてしまいそうなはかなげな感かん触しよくに衝しよう撃げきを受けている。

　この人は、こんなに小さかったんだ。

　こんな小さなもろい身体で、この人は、あんなにタフに……

　溺おぼれているかと思うほど、彼女に対するいとしさに、切なさに胸が苦しくなる。そして怒りに目がくらむ。何しろいとしい人が目のまえで死を選ぶところを目もく撃げきしたのだ。これに怒らず何に怒る？　撫子の涙を胸に受け止めつつ、顔をあげ、ランドールは周囲を見た。たくさんの烏う合ごうの衆しゆうたちに、さらに怒りが湧わき上がる。畜ちく生しよう、日本はレディの扱いにうとい国だと聞いてはいたが、これだけの人間がいながらだれも彼女を抱きしめなかったのか？　これだけの男がいながら、だれも彼女を受け止めようとはしなかったのか？　自ら胸に刀かたなを突き刺すようなところまで、追いこんで──

（赦ゆるさない）

（報いは受けさせる。必ず）

　どこか四角い男が口を開け、無ぶ粋すいにも二人の時間に何か言おうとしてきた。ランドールは人差し指を唇くちびるに当て、沈ちん黙もくのゼスチュアを見せた。次の瞬間には気き絶ぜつしている四角い男。おそらく、自分が何をされたかすら気づかずに。倒れた男に構わず撫なでし子こを抱きしめその髪の香りを楽しみつつ、ランドールは油ゆ断だんなく周囲を観察した。メイド服と黒くろ服ふくに身をつつんだ人間が、こちらを包ほう囲いしようとしている。その後ろで指示しているのがあの舞まい原ばる邸とやらの主人だろう。この土地ではかなりの権力をもっているようだが、しかしランドールには関係ない。

（……来たか）

　女の肩を借こちらに近づいてくる三み束つか元もと生なり（そう、堂どう島じまコウではなく三束元生）の姿を見、ランドールは右手に持ったままだった刀かたなを軽く振り切った。次の瞬間、刃やいばが届く距離でないにもかかわらず右肩から左腰までばっさり切られどうと倒れる三束元生の姿に、肩を貸していた女（こちらは無傷）の口から悲鳴が上がる。

「……美み樹き？」撫子が振り返り、ばっさり切られた三束元生の姿に息を吞のむ。

「安心して」ささやくランドール。「動けないように、少し切ってやっただけだ。殺してはいない。それはあなたのものだから」

　理解できたのだろう、撫子の顔がたちまちゆがむ。「──な、なんてことを！」

「どうして？」笑う。「あいつを殺したかったんだろう？」

「そ、それは……でも」叫ぶ。「あの人が死んだら、縹はなだ組ぐみは舞原家に──」

　がちゃがちゃがちゃ、と金属音が響ひびく。

　武器の管理をしてきた撫子でさえ見たことがない奇き妙みような武器（機き関かん銃じゆうか？）を構えランドールを包囲してくる舞原家の私し設せつ部隊に息を吞のみ、撫子は叫んだ。

「待って！　イハナさま、この人は──？」

（──え？）

　──気がつくと、

　目のまえに、山のように武器が積み重なっている。

　撫子は息を吞んだ。

　目もく前ぜんに積まれた武器は、寸すん前ぜんに確かに見た、舞原家の私設部隊が持っていたものだった。いや、私設部隊のものだけではない。その場にいた全員の武器がすべていつの間にか抜き取られ、撫子のまえに山のように置かれている。

　いつの間に──

　気がつかなかった一瞬で武器を奪われたことに対する周囲の怪け訝げんのざわめきのなか、思わずランドールを見上げ、たずねる撫子。

「……これ、あなたがやったの？」

「ああ」ランドールは微笑ほほえんだ。

「……あ、あなたは、いったい……？」

「あなたが子供のころに夢に見ていた王子さま──とはいかないか」笑う。「まぁ、魔ま法ほう使いだと思ってくれれば間違いはない」

「……魔法、使い……」

「片かた腹はら痛いことを」片腹が痛んでいるとはとても思えない無表情のまま、口を開くイハナ。「何者ですか？　あなたは」ついで撫なでし子こを見る。「撫子、その男から離れなさい」

「ま、待ってくださいイハナさま！　こ、この人は、その……」

「その男は私の関係者──敵です」無感情に、イハナは言い切った。「巻きこまれたくなければ離れなさい」

　ランドールはそっと撫子の肩に手を置き、彼女を後ろに退さがらせようとした。

　が、撫子は退がらない。

　かすかに震えつつ、幼いころからその身に叩たたきこまれてきた舞まい原ばる家への恐怖と戦いつつ、それでもイハナをにらみつける。さしものイハナが言葉を忘れるほどに、強く。

　イハナは言った。

「舞原家に逆さからうのですか。撫子」

「……あ、あたしは……」

「いいんだよ」

　震えつつも退がらず、まるでランドールの盾たてになるかのごとく立つ撫子の姿に言い知れぬ感動を覚え、ランドールはたまらず撫子を抱きしめた。

　かわいい耳にささやきかける。

「大丈夫、だから退がってくれ。あなたのためなら、おれはあの女はおろか、日本だって、世界を敵に回したって戦える」

「……ばか言わないで。舞原家は普通じゃないのよ？」感じる吐と息いきに耳まで真っ赤に、顔をそむける撫子。「……だいたい、あたしのためって……あたしがどんな女か知らないくせに！」思わず叫ぶ。「あたしは……とんでもない女よ？　家のために妹まで犠ぎ牲せいにするような──」

「おれだって、褒ほめられたような男じゃないよ。残念ながら」ランドールは笑った。「とくにここ一年はひどかった。でも、おれは自分を許すよ」まるでキスでもするかのように、赤くなった撫子の耳まで口を近づけて、ささやきかける。「くそのような──失礼、とにかく最低な一年だった。でも、おれは必死に生き抜いてきた。──そして、だからこそ、おれはあなたにめぐり会えた。そしてそれだけで、おれは自分を許せる。くそったれな──またまた失礼──自分の人生を許せる。

　あなたに、会えたから」

　頰ほおを染める撫子。「……ばか……」

（……バカップルだ）

（……バカップルッ）

（……バカップルめ！）なんていう周囲の呪じゆ詛そが聞こえたかどうか。

「バカげた真ま似ねはやめなさい」多少青ざめ、言い放つイハナ。

「──バカな真似って、何よ」撫なでし子こが言い返す。だんだんと、震えが消えていく。肩に置かれた温かい手が、身体からだの震えを消してくれる。撫子はいまや決然と、正面から、イハナの視線を受け止めていた。そんな撫子を後ろからやさしく抱いて、ランドールは再び言った。

「おれは大丈夫。だから後ろで見ていてほしい。言ったろ？　あなたがいればそれだけで、おれは世界を敵に回して戦える」

　そっと右手を、撫子の目のまえに開く。

　何もない右手のうえに忽こつ然ぜんと黄金の懐かい中ちゆう時計を出して見せ、微笑ほほえむ。

「何しろ魔ま法ほう使いだからな」

「……あなた……」

「おれはランドール・コーンウォーク」笑う。「そしてあなたが信じてくれるなら、ランドール・コーンウォークは世界はおろか運命にだって打ち勝てる。だから、そこで見ていて、そして信じていてほしい。おれの勝利を」

「……」

　撫子は、身を引いた。

　後ろに退さがりつつも、その目は離さずランドールを見つめている。心をこめて。その視線を肌はだ身みに感じ、ランドールは身体が震えるのを覚えた。歓かん喜きに全身を震わせつつ、思う。ああ、分かった。ようやく分かった。なぜおれが『代行者』として失敗したか。安県あがたは常つね日ひ頃ごろおれに言っていた。新たな彼イ女ブを見つけろと。あのときはバカな話だと思っていた。何しろ恋人を生き返らせようとしているのに新しい恋人を作れる道どう理りがあるか？　だが今なら分かる。必要なのは、ああしてこちらを見てくれる目だ。この手で抱きしめ感じることができる身体だ。

　愛することができる人──

（おれは、ついに彼イ女ブを見つけた！）

　もはや、おれはだれにも負けないだろう、そう確信し、ランドールの身体に鳥とり肌はだが立つ。全身を心からたぎるものに振るわせつつ、思う。ああ、もはやおれはだれにも、あの安県にも、あのおそるべき《ボックスＰ》を持つミザリィにだって負けないだろう。それが分かる。いまのおれはだれにも負けない。なぜならあそこに彼女がいて、おれを見ていてくれるから。

　いまのおれは、運命とだって戦える。

　そして打ち勝てる。

　こちらを見ている撫子に手を振り、

「さてと」喜びと、そして怒りに満ち溢あふれつつランドールはイハナに向き直った。

　イハナのみならずこちらを見ている全員に、声を上げて宣言する。

「それじゃあ、おまえらに恨うらみはないが、ここで全員死んでもらおう……おれたちの明るい未来のためにな。──いや」首を振る。「縹はなだ組ぐみ？　そいつらだけは許してやるか。おれに言わせりゃそいつらだって同罪だが、彼女の手て下したということで、まぁ大おお目めにみてやろう。……だが、あとのやつらは死ね」目が真剣の光を帯びる。「彼女が死のうとしているのを止められずただ見ていた貴き様さまらは、死ね。くだらない有う象ぞう無む象ぞうどもは、悲鳴を上げて死んでいけ」

　ざっ、と音を立て、ランドールとイハナの間に立ちはだかる黒くろ服ふくたち。

　──だが次の瞬間には、ランドールはイハナの後ろに立っている。

「無む駄だはよせ。だれもおれには勝てないよ」

　振り向いたイハナにゆっくり手を伸ばし──




「待て！」




　ランドールはイハナの向こう、遠くをながめた。

　人ごみの合間、遠くに見えた人ひと影かげに、笑い、思う。そうだ、こいつらは許さない。彼女が死のうとするのを黙ってみていたこいつらは、彼女をそこまで追いこんだこのバカどもは、必ず殺す。殺してやる。いまの《タイムタイム》のエネルギー量でもじゅうぶんにそれは可能だし、いまは別の《知恵の実》も持っている。だが忘れるな、怒りに駆られて忘れるな。冷静になれ、一番重要なのは──

　口の端はしを持ち上げ言う。「ようやく真しん打うちの登場か。待たせやがって」

「待った？」はぁはぁと息を切らして声が答える。「……ごめん。いま来たとこ」

　群集が、割れる。

　肩を揺らして息をしつつもアトリと星せい鴉あ、そしてＢＯＳＳを手で制し、道を封じている自動車──タクシーの扉とびらを開けてわざわざなかに乗りこむ。反対側から外に出て、み──クル、黒服、知っているやつ知らないやつの間をかきわけまえに出る。後ろからイハナを抱きしめ（「──コウ？」）よっと持ち上げ後ろにのけるとランドールのまえに立ち、そこでようやく堂どう島じまコウは口を開いた。

「どうも、真打ちの登場です」

　目のまえに立つ、金きん髪ぱつ長身茶ちや色いろい瞳のタキシード男にたずねる。「……んで、来て早々で悪いが、一体どういう状況なんだ？　おれを待ってたおまえはだれだ？」

　わけの分からない堂島コウの登場シーンに微び妙みようにペースを狂わされつつ、ランドールは口の端を持ち上げ応こたえた。

「おれの名は、ランドール・コーンウォーク。おまえの先せん輩ぱい──おまえの前の『代行者』だよ」右手のなか、古びた黄金色の懐かい中ちゆう時計を見せる。「そしてこいつは《タイムタイム》。時間を変質させ自在に操あやつる《元・知恵の実ロスト》だ。状況はといえば、おれはこれからこいつを使ってここにいる人間の半分を殺そうとしているところで、それをとめられるのはおまえしかいないってところかな」

「……ヘビーだな」

「いいや、簡単な話だよ。おまえの女を始め、ここにいる人間どもを助けたければ、おまえは悪あく魔まの『代行者』としていままでの敵と同じにおれの挑ちよう戦せんを受ければいい。ただそれだけのことだ」

「……悪魔の代行者として？」

「そうだ」笑い、すぐにまじめな顔を作ると。

　ランドール・コーンウォークは堂どう島じまコウに向かって言った。

「おれ、ランドール・コーンウォークは、おまえ──堂島コウに決闘を挑いどむ。

　互いの運命、《Ｉｔ》をかけて」




　コウの身体からだの奥底で、

　どくん、と何かが脈打った。







[image: ドッグデイズの三日目②]







　　　１．代行者




「おれ、ランドール・コーンウォークは、おまえ──堂どう島じまコウに決闘を挑いどむ。

　互いの運命、《Ｉｔ》をかけて」




《Ｉｔ》──ランドールの言葉を聞いたとたん、コウの身体からだのなかで何かが脈を打ち始めた。

（な、なんだ？）

「あーあ、畜ちく生しよう」動どう揺ようを表に出さず平静を装い、ちらりとイハナを見て、ため息をつく。「せっかくおれだけの秘密にしてたのに、あっさりとばらしてくれちゃって」

「……秘密に？　『代行者』のかなめを秘密にしていたと言うのか？」

「ああ」どくん。「……とにかく、《Ｉｔ》のことを知ってるってことは、……どうもあんたは本当に、おれの先せん輩ぱいらしいな」どくん。どくん。どくん……「……その、『代行者』ってのが、おれたちの本当の呼び名わけか？」

「……おまえはなんと名乗っているんだ？」

「……悪あく魔まの、ミカタ……」

　どくんっ！

（──くっ！）

　思わず右手で胸もとをつかみおさえるコウ。

「……《Ｉｔ》が反応しているのか」ランドールは笑った。「いいぞ、《Ｉｔ》が反応しているということは、おれにその資格が戻っているということだ。──おまえと決闘し、新たな『代行者』となる資格がな」

「……どういう意味だ？」

「なに、多少変へん則そく的だが──やることはいつもと変わらんよ」笑う。「まずおれたちはフェアに戦う──と言ってもいつもは自動的に《知恵の実》による『知恵比べ』になるんだが今回はおれたちでルールと勝利条件を話し合う必要があるがな。そして勝ったほうが、相手の《知恵の実》を得る。分かるか？」手のひらのなかの懐かい中ちゆう時計を見せる。「おまえが勝ったら、──願いをかなえたわけではないから魂たましいはくれてやれないが、おれの持つ《知恵の実》はすべて、おまえのものだ。そして、おれが勝ったらおれがおまえの持つすべての《知恵の実》をもらう」にやり、と口もとをゆがめる。「……当然、シリアルナンバー六六六、《Ｉｔ》も含めてな」

「……た、魂は関係なし？」目を開く。「そ、そういうのってありなんか？」

「何を言っている」ランドールは笑った。「それこそが、《知恵の実》の戦いだろうが。フェアに戦い、運命をぶつけあう。敗者は可能性を失い、勝者は新たな可能性を得る。そうして得られるなかの、究きゆう極きよくの可能性──それこそが《Ｉｔ》」右手を握り、コウを見る。「分かるか、後こう輩はい。すべての《知恵の実》は《Ｉｔ》から生まれ、やがては《Ｉｔ》にたどり着く」

　どくん、と胸のうちで何かが脈打つ。

　ランドールの言葉に応こたえるように、大きく、強く。

　脈みやく動どうを必死に抑えつつ、たずねるコウ。

「畜ちく生しよう……こいつはなんなんだ？　死者を生き返らせるだけじゃないのか？」

「……それがおまえの目的か」一瞬、ランドールは遠い目になった。

　が、すぐに焦点をコウに戻して答える。「おまえの望みがそれならば、《Ｉｔ》はその《知恵の実》を生み出す。おまえの望みが変われば、《Ｉｔ》の生み出す《知恵の実》もまた、変わる。お前はその身のうちに、《知恵の実》を育てているんだよ」

「……知恵の実を」

「魂たましいを栄養に、おのが身を土ど壌じようにし、悪あく魔まの代わりに《知恵の実》を育てる者──それこそが、『代行者』」

「……『代行者』」コウはうめいた。

　胸の脈動に耐え切れず、ついに地面にひざをつく。

　ひざを屈くつしたコウを見下ろし、どこか悲しげな表情を浮かべ、ランドールはつぶやいた。

「……どういう経けい緯いで『代行者』になったのかは知らないが、おまえは何も知らないようだな」

「……ああ、おれは何も知らない」力なく、笑うコウ。「……知っているなら教えてくれ。悪魔はなぜ、そんなことをさせる？　何のために悪魔は《知恵の実》なんか作り出し、魂を回収させて──」

「……聖せい書しよを読めよ。悪魔のミカタ。《知恵の実》をつくったのは悪魔ではない。少なくとも最初のひとつは……」ランドールは力なく笑えんだ。「……もういい。知らないというのならそれはおまえの武器でもある」

　安県あがた、というパートナーのいたおれは、知り過ぎた。

　だからプレッシャーにつぶされた。

「……おしゃべりはやめよう。堂どう島じまコウ。決闘を受けてくれるな？」

「いやだといったら？」

「《タイムタイム》を使って、おまえもおまえの女も含め、ここにいる人間全員をみな殺す」笑う。「時を止められる《タイムタイム》を持ち、しかも契約者ではないおれをおまえが倒すには、フェアに戦う決闘しかない。分かるだろ？」

「……本当にフェアに戦うか？」

「フェアな決闘で勝たなければ、《Ｉｔ》は手に入らない。魂を奪えないように、な」

「……《Ｉｔ》を奪われたら、おれはどうなる？」

　ランドールは笑った。「……いままでおまえに魂を奪われた者はどうなった？」

「……ヘビーだな」コウも笑い返した。「……おれは、死ぬまでこれが続くんだな」

「……あるいは、《Ｉｔ》から新たな《知恵の実》を生み出すまでな」

「だが、あんたは、……生み出し、のがれた。なのになんでまた、『代行者』に戻りたいなんて思うんだ？」ランドールの背後、撫なでし子こを見る。「せっかく恋人もできたみたいなのに」

　ランドールは、押し黙った。

（そうだ、おれはなぜ……）

（最初は確かに、怒り──復ふく讐しゆう心しんのためだった。安県あがたへの、運命への、神への……怒り）

（でも、いまは……）

　振り返り、撫子を見る。そうだ、いまのおれには生きる目的がある。無理に《Ｉｔ》を手に入れなくても、いいや、逆に手に入れないほうが──

「……逃げ出したからだよ」言葉は自然に口から出ていた。「……おれはな、堂どう島じまコウ、《Ｉｔ》に負けて逃げ出したんだ」

「逃げ出した」

「ああ」視線をめぐらし、遠くで手当てを受けている部長を見る。

（そうだ、いまなら分かる）

　……あのときのおれは、家族を、恋人を生き返らせたあとのしあわせな未来を思い描くことができなかった。そうではないか？　生き返った死人が、自分を生き返らせた者としあわせに暮らせるはずがない。そもそも彼らは生き返らせた自分を赦ゆるしてくれないだろう──そう思いつつ、戦っていた。不幸になると決めつけながら──だが、不幸になるためがんばれる人間なんているだろうか？

　いまなら分かる。

　あの、部長と呼ばれる男の言うとおり──

「……おれは、信じるべきだったんだ」独り言のように、虚こ空くうを見つめるランドール。「自分のしあわせな未来を、信じるべきだった。不幸ではなくしあわせを想い、そのために戦うべきだった。だがそれができず、おれは逃げ出してしまった。

（いまなら分かる）

　結局、おれは自分に負けたんだ」

「……」

「──あのときの自分に決着をつける」コウを見る。「今度は自分に打ち勝つ。そうしなければ、おれはしあわせになれない。だから戦う。しあわせのために」

「……しあわせのために」

「決闘を、受けてくれるな？」ランドールは繰り返した。「しあわせのために」

「なんて素す敵てきなフレーズだろう」コウは笑った。

　いつの間にか、胸の脈みやく動どうは消えている。

　立ち上がり、埃ほこりを払ってため息をつく。

「いいスよ先せん輩ぱい。付き合いましょう。前回は後こう輩はいと決闘したんだ、先輩ともしなけりゃ不公平だしな。それで決闘方法は？」

　立ち上がりこちらを見つめてくるコウに、ランドールは一いつ瞬しゆん見とれ、息を吞のんだ。ああ、と思う。ああ、こいつは、タフだ。見かけ以上にタフな男だ。なぜおれは、こいつと三み束つか元もと生なりを勘かん違ちがいしてしまったんだろう──一昨日おととい初めて見たときのコウは、まるで魚が腐ったような死んだ目つきをしていた。だから、ランドールはコウと三束元生を取り違えてしまった（そのせいで、撫なでし子こをつらい目に遭あわせてしまった）。が、いま、こうしてあらためて見るとそれが自分の勘違いだったことがよく分かる。堂どう島じまコウの目はぜんぜん死んでいない。未来を、しあわせを信じ、どんな苦く境きよう、どんな現実のなかでも悪あく魔まと互ご角かくに戦えるタフな男の目をしている。そして、だからこそこいつから《Ｉｔ》を奪えればそれは完かん璧ぺきな証明になるだろう。ランドール・コーンウォークもまたタフな男だということの。

（……敵がおまえでよかったよ）ランドールは心のなかでつぶやいた。（ああ、おれはどんな手を使っても、おまえから《Ｉｔ》を手に入れる……）




　　　２．決闘




「無む茶ちやです！」腕をせわしく振り回し、アトリは叫んだ。「コウにーさんは、拳けん銃じゆうがそんなに得意じゃないじゃないですか！　さぼってばっかで！　ましてや早はや撃うちなんて──」

「そう言うなよ」肩をすくめるコウ。「向こうさん、のりのりなんだもん。あの場の空気で『じゃあ、じゃんけんで』なんて言えるわけがないだろう？」

「──でも！」

「それにな」やさしくアトリの頭をなでる。「頭のなかに、染みついているんだよおれは。決闘ったら西部劇的早撃ちだって」

「……」

「過去、それで失敗してるから」コウは言った。「ここらでいいかげん、決着をつけたいんだ。自分に」

　アトリは黙った。

　コウと同じベッドで寝ているアトリは、コウが悪あく夢むを見るのを知っていた。その悪夢が大たい抵てい、冬ふゆ月つき日ひ奈なが死ぬ場面であることも。

　毎日毎夜、コウは繰り返し冬月日奈を失っている。

　そして、あのときのコウは、コウの言葉を借りれば『日奈よりさきに銃を抜けなかった』のだ。

「兄にいさん」押し黙ったアトリの代わりに口を開く星せい鴉あ。「いいですかい。早撃ちってやつぁ、早撃ちだからって速く撃ちゃいいってもんじゃねぇ。大事なのは落ち着くこった」

「ああ」

「……兄にいさんは」コウの目を見る。「もう死にたがっちゃいねぇよな？　勝つために、いくんだよな？」

「……失礼なやつだな」コウは穏おだやかに笑った。「おれは死にたがったことなんてないよ」

　遠く、撫なでし子こと一緒にいるランドールを見る。

　そしてつぶやく。

「……勝つさ」

　しあわせな未来のために。

　自分にはそれを手にするだけの力があることを信じて。

　そのためには、かってつぶれた先せん輩ぱいごときに負けてはいられない。

　コウは最後に、イハナを見た。

　じっと凝ぎよう視しし、言う。

「……ハナちゃん」

「……はい」

「褒ほめてもいい？」

「……は？」

「なんか今日のハナちゃん、むちゃくちゃきれい。美人さんだね、うん」

「……やめなさい」

「ちぇー」笑い。

　コウはイハナを抱きしめた。

「なんのまねです」

「いや」撫子とランドール、ついで遠くの美み樹きと部長を見ながら言う。「なんかみんないちゃいちゃしているから、こちらも負けずに、と」

「……」押し黙ったイハナの耳に、

　イハナにだけ聞こえるよう小さく、ささやく。

「心配させたな。悪い」

「……コウ」

「これからも、よろしく」すぐに身体からだを離し、アトリにも星せい鴉あにも聞こえる大声で言う。「ようし、充じゆう電でん完了！」

「男だなぁ」首を振る星鴉。

「あ、あたしも！」手を伸ばしてくるアトリを抱き上げ抱きしめながら、コウはイハナに言った。

「いやしかし実際、今回はまいったよ。いままでで一番こたえた事件だった」

「まだ終わっては」

「だって部長と美み樹きさん、Ｈしまくってんだもん」

「……」

「つらかった。なんかむちゃくちゃ嫉しつ妬としちゃった。んでな、想像しちゃった。ハナちゃんや先せん輩ぱいが、他の男に抱かれているところ」

「……それを聞かせて、私にどう答えろと」

「いやいやいや、そうじゃなくて」口もとが斜めに上がる。「美樹さんのはまだ嫉妬ですんだけど、イハナのはもう──アレが現実になったら、おれもう崖がけから飛んじゃうかも。……おれってまったく、フェミニストを気取っている割に独占欲よくが強いなぁ、って、話」

「……」

「やっと笑った」コウは笑った。

「笑っていません」イハナは答えた。「やけにテンションが高いようですが、決闘には落ち着いてのぞんでください。いまあなたに死なれては、いままでの投とう資しが無む駄だになります」

「はいはい。……ったく、らしいわ」口の端はしを斜めに上げて。

　コウは中央に進んだ。







「は、縹はなだ、撫なでし子こ、です」ふと、まだ自己紹介をしていないことを思い出し、撫子は自己紹介した。

　ちなみに、ひざにランドールの頭を乗せて固まっていたりする。

「ランドール・コーンウォーク」再び名乗り、笑うランドール。「名前で想像つくかもしれないが、トウモロコシ畑の子供だ。しがない、学がくのない農家のせがれだよ」

「……に、日本語が、お上じよう手ず、ですね」

「これも魔ま法ほうの力だよ。《バベル１ワン９ナイン》という魔法のな」笑う。「……撫子、と呼んでも？」

「……はい」

「ええと、……敬けい語ご？　はやめてくれ」微笑ほほえみかける。「なんかこちらが照れてくるから」

「べ、別に、敬語なんか……」

　ランドールは、撫子の手を取った。

　そして言った。「……おれはこれから、堂どう島じまコウと決闘する」

「はい」

「堂島コウに勝てれば、おれは無限の力を手に入れられる」

「……」

「そうなれば、こんなおれにも勇気がわいてくるだろう」そっと撫子の左手を握り、ランドールは言った。「そして勇気がわいたら、おれはまだ会って一日経たっていないにもかかわらず、あなたにプロポーズしようと思う」

「──！」

「心の準備をしておいてくれ」

　撫なでし子この左手は薬指の辺りにキスをして、ランドールは立ち上がり。

　中央へと歩き出した。







　さきに待っていたランドールは、ようやく車の陰から姿を現した堂どう島じまコウの姿に度ど肝ぎもを抜かれた。

「な、な、なんだ？」

「ああこれ？」身体からだを回し、肩かた幅はばを左右に一メートルほど増量した真っ黒なマントを翻ひるがえして見せるコウ。「どう？　……いや、そっちはタキシードなんか着ているし、こっちもなんかインパクトのある格かつ好こうをしようかな、と思ってね」がおー、と手でマントを広げ、言う。「かっこいいだろ？　なんか翼よく竜りゆうの怪かい獣じゆうみたいで」

　堂島コウが満足しているのならもはや何も言うまい、とランドールは思った。ちなみにランドールがタキシードを着ているのは撫子のまえでかっこつけたかったからであって（そのセンスもどうかと思うが）決闘のためではない。

　本当にこいつはピエロのようなやつだな、ひょっとしておれはやっぱり勘かん違ちがいをしているのかもしれない、と思いつつ、説明を始めるランドール。

「いいか、お互いに弾たまは一発ずつ。五メートル程てい度ど離れて立つ。そんなことはないと思うがもしもお互いに弾を外してしまったら、もう一回最初からだ」

「ああ」

「合図は、これだ」五百円玉を見せる。「お互いに、一枚ずつ、同時にこいつをほうり投げる。どちらでもいい。二枚のうちどちらかが地面についた瞬間、それが合図だ。──それよりさきに撃うった時点で、そいつの負けは決定する」

「いいねぇ」

「……他に何か質問は？」

「まだ肝かん心じんなことを聞いていない」

　ランドールは笑った。

　宣せん誓せいするように片手を挙げ、言う。

「……おれはこの決闘において、《知恵の実》は使わない。使った時点でおれの負けだ」

　どくん、とコウのなかで何かが脈打つ。

「よし」コウはうなずいた。「じゃあ、最後に……この勝負を挑いどんできたのはあんたのほうだよな？」

「ああ？」

「だったら、おれが立ち位い置ち決めてもいいよな」どんどん、と地面を踏み鳴らす。「神しん経けい質しつな話だが、どうにもちょっと気になって」

「……好きにしろ」

　黒いマントを羽ばたかせ、円を描えがいて歩き出すコウ。

　時おり止まり、地面を踏みつけているその姿に、同じくコウと対たい称しよう的に円を描きつつランドールは頭を振った。過去さまざまな敵と戦ってきたが、こんなやつは初めてだ。タイプ的には安県あがたに近いが──はたから見ているとアホにしか見えない。

（いいや、おれは油ゆ断だんはしない）

（勝つのはおれだ！）

　つられて自分も円を描き、地面を確認しつつ、じっとコウを待つ。

　しばらくしてようやく、コウは止まった。

「いいぞ。やろうぜ先せん輩ぱい」

「よし」

　互いにコインを手に乗せる。

「……おまえと戦えて、うれしいよ。堂どう島じまコウ──いや、悪あく魔まのミカタ」ランドールは言った。「おまえから《Ｉｔ》を奪えれば、それはきっとおれの生涯の誇りになるだろう」

「のりのりのせりふだな。先輩」口の端はしを持ち上げるコウ。「……ま、そういうの嫌いじゃないけど」ゆっくりと、腰のホルスターから拳けん銃じゆうを抜き出す。「だったらおれも、のりのりに一ひと言こと言わせてもらうかな」

「ああ？」

「あんたはしあわせになると言ったな」コウは拳銃をかざしてみせた。「ならばおれはこいつに問いを乗せ、撃うつ」

「──なに？」

「見事その問いに、答えて見せろよ。先輩」

　笑えみが消え、真剣な表情になる。

　ゆっくりと拳銃を腰のホルスターに戻し、告げる。「…………じゃあ、いこうぜ。決闘と。お互いの運命を賭かけて、な」

「……ああ」うなずくランドール。

　そして。

　二人は同時にコインをはじいた。

　図ったわけでもないのに、二枚のコインは同じように、高く、高く上がった。しかし二人とも、コインを見てはいなかった。ただただ相手を凝ぎよう視しする。寸すん前ぜんまで、ランドールはコウの言葉を考えていた。問いを乗せ撃つ？　どういう意味だ？　だがそれもすぐに消えていく。手を腰のよこに置き、ただただコウに集中する。なぜコウがこの勝負を挑いどんできたのかはしらないが、早はや撃うちなら望むところだ。何しろ安県あがたの趣味だったから──

　コウを見ているにもかかわらず、

　コインが落ちてくるのが分かる。

　もうすぐ地面に──

[image: ]

　コウの肩からマントが落ちるのを見ながら、しかしランドールはなんとも思わなかった。ははぁ、ああしてこちらを惑まどわせるために着ていたのだな、とすら思わなかった。あくまでも動じることなく、コインが地面に当たるのを待つ。その目はコウに集中しつつ。落ちるマントにまったく動ぜず──

　コインが地面に当たる瞬間、

　マントを落としたコウが身体からだを翻ひるがえすのを、ランドールはただただ見ていた。が、視線はコウからそれに移った。コウが身を翻したその後ろに現れたのは──




　撫なでし子この、姿。




　このまま撃うてば撫子に当たる、そう考えたわけではない。だいたい撫子は拳けん銃じゆうの射しや程てい外がいにいたのだから。何を考えたわけでもなかった。ランドールの思し考こうは完全に空白だった。にもかかわらず、ランドールの手は動かなかった。固まったように。撫子の姿をとらえた瞬間から、手は銃じゆう把はのうえで固まっていた。

　──コインが地面に、当たる。

　あわてることなくゆっくりと、拳けん銃じゆうを抜き、構え、狙ねらうコウ。驚きよう嘆たんすべきはその冷静さ。その一いち連れんの動作の間に、ランドールなら三十二発の銃じゆう弾だんを放てただろう。が、ランドールの手は動かなかった。撫なでし子こに向けて拳銃を撃うつことはおろか、抜くことすらできなかった。そしてコウはまったくあせっていなかった。冷静だった。ただただ固まったままのランドールの右肩に、冷静に構えて撃ったコウの銃弾が命中した。敗北が決まるまで、ついにランドールの手は動かなかった。ついに銃把に触ることはなく。

　ランドールはもんどりを打った。







「……見事だよ、堂どう島じまコウ」地面に倒れたまま晴れ晴れとした笑顔を浮かべ、ランドールはこちらを見下ろしてくるコウに言った。「一枚上うわ手てってやつだな。おまえのほうがおれよりはるかに、勝ちたい気持ちにまさっていた」

「……いいえ」首を振るコウ。「あなたの答え、見事でした」

　その姿には、さきまでのへらへらした態度はかけらもない。

「……本当に、撫子さんが好きなんですね」

「……ああ」

「あなたなら、きっと彼女をしあわせにできますよ」笑う。「それがあなたのしあわせだ」

「ああ……うっ」苦痛に表情をゆがめ、左手で右の肩を押さえるランドール。

「大丈夫ですか？」思わず手を伸ばすコウ。

　ああ、とうなずきコウの右手を左手でつかみ、ランドールは微笑ほほえんだ。

「だがな、堂島コウ。これだけは分かってくれ」

「え？」

「おれたちの戦いは、負けてはいけない戦いだ。勝てない相手にも勝たなければいけない戦いなんだ。そうだろう？」

　左手で、ぎゅっとコウの手を握る。

　その手の強さに、コウは思わずランドールの左手を見た。

　そしてようやく、それに気づく。

　ランドールの左手首の、タキシードの袖そで口ぐちからかすかにのぞく、銀色の、あれは──

（──グレイテストオリオン！）

「そうだ」笑えみを浮かべるランドール。「知ってるか？　こいつの伝説を。堂島コウ──コウという字には昴すばるの文字を当てるんだろう？

　昴プレアデスの乙女おとめを追い詰めたのは、オリオンという名の狩人かりゆうどだ」

「──うわっ！」手を引っ張り、抜こうとする。が、抜けない。肉体を変化変へん質しつさせる《グレイテストオリオン》の能力により変化を始めたランドールの肉体は、すでにコウの右手と融ゆう合ごうしていた。そして──

「決闘には負けたが、勝負に勝つのはおれだよ、コウ」笑い声。「決闘で手に入らないのなら、おまえの身体からだと融合し、おまえごと《Ｉｔ》をいただいてやる。

　──狩かってやるぞ、堂どう島じまコウ！」

「──てめぇっ！」

　次の瞬間、

　ランドールの身体はピンク色の液体と化し、四方にはじけ広がった。まるで大きな手のひらのように広がった巨大な肉のスライムは堂島コウにかぶさって、あっという間に包みこみ、

「──コウ！」悲鳴のなか。

　やがて二人は、溶け合い交じり合う巨大な肉にく色しよくのスープと化した。




　　　３．選択




　──気がつくと、コウは裸はだかで闇やみのなかにいた。

（……ここは？）

「おれとおまえの脳のなかだよ」背後から声。

　やはり裸のランドールの姿に、口もとをゆがめるコウ。

「やってくれたな、……畜ちく生しよう」

「驚いただろ？」

「ああ。最後の最後で油ゆ断だんした。逆転こそ悪あく魔まのミカタの醍だい醐ご味みなのに」笑う。「さすが、先せん輩ぱい」

「……あっさりしているな、おまえは」

「……まだ終わってないけどな」たずねる。「……脳のなか、だと？」

「正確には、おれとおまえの融合した脳が作り出した世界だよ。いまおれたちの肉体は《グレイテストオリオン》の力で融合し、ひとつになっている」笑う。「──正確には、ひとつの肉体に二つの自じ我がが宿っている」ぽんぽんと自分の頭を叩たたくランドール。「そしていまのおれたちは、脳のこの部分が作り出した自分の身体のイメージだ」

「……なに？」

「人は脳の」人差し指でつんつんと、自分の頭をつつく。「この部分で自分の身体を認にん識しきする。たとえば幻げん肢し痛つう──指などを失ったにもかかわらずあるように感じたりする現象が起こるのは、この部分の働きによるものだ。

　そして《グレイテストオリオン》は、人間のこの部分を書き換えることで肉体を変化させるんだ」

「……？」

「分かりにくければ、こう考えろ。いまのおれたちは、いわば精神体なのさ」右手に黄金の懐かい中ちゆう時計をいじりつつ、ランドールは笑った。「そう、融ゆう合ごうしたいまのおれたちは、同時に《グレイテストオリオン》を使って自分のイメージ──精神体を保っている。そして精神体とはいえ、この姿を失ってしまえばもう《グレイテストオリオン》を使っても人間の姿には戻れない」

「──！」緊きん張ちようし、身み構がまえるコウ。

「さすが物もの分わかりがいいな。そういうことだ」ランドールは笑った。「ここで戦い、勝ち残り、自分の形を保てた者だけが再び自分の身体からだを再さい構こう築ちくできる。だがな、コウ。もはや決闘ではない以上、おれはこいつを使うのをためらわないよ」《タイムタイム》の能力発はつ動どうにより時間停止、動かなくなったコウの精神体をながめ、笑う。「時間が停止し、おまえの精神活動はいま、止まった。しかしおれは動いている。おまえと融合しているおれの身体も。するとどうなる？」

　闇やみを見る──闇がうごめく。

　何もなかった空間が、ランドールの自我に従い再構築を開始する。黒よりも濃い、何も見えない闇が確かに蠕ぜん動どうしている。対抗していたコウの精神活動が停止したことにより、《グレイテストオリオン》がランドールのイメージ通りに肉体の再構築を始めたのだ。コウとランドール、二人分の肉体を使って──

「《タイムタイム》のエネルギーが切れるまでに、肉体は再構築されるだろう」ランドールは笑った。「分かるか？　コウ。おまえはおれの身体になるんだ。おれのものになるんだよ。《Ｉｔ》ごとな」

　そう、

　完全にランドールの肉体が再現されれば、時間停止を解かい除じよしてももはやコウの自じ我がは存在できない。自我を構成する脳そのものが失われている以上、解除した瞬間コウの自我は消えてしまう。だが、《Ｉｔ》は違う。《Ｉｔ》、いいや、《知恵の実》の本質はアストラル体──本物の精神体。物質ではない以上、コウの構こう成せい要素が消えてもそれはそこに在り続ける。

　コウと呼ばれる存在は消え、

　ただ《Ｉｔ》だけがそこに残る。

　ランドールの肉体に。

「悪いな、堂どう島じまコウ」口の端はしを持ち上げ、ランドールは停止したままのコウのイメージに話しかけた。「だが、おまえは覚かく悟ごしていたはずだ。覚悟を決めた相手に手て加か減げんするのは無ぶ礼れいというもの。そうだろう？

　それが、『代行者』の戦いなんだ」

　ランドールの身体が闇に同化を始める。

　肉体構こう築ちくの、最終段階に入ったのだ。

（……おれの、勝ちだ！）

　闇やみのなかに溶けこみつつ、ランドールは笑った。

　さぁ、さようなら堂どう島じまコウ。

　そして《Ｉｔ》よ、再び戻れ、おれの手に──

　闇が、うごめき──




【──残念ながら、そうはならない】




（──なに？）

　聞こえるはずのない空間で聞こえるはずのない音が聞こえたことに驚き、ランドールは振り返った。

　何も見えない、しかし確かに何かがある、うごめく闇に向かって叫ぶ。

「──だれだ！」

　闇のなか。

　浮かび上がる巨大な大たい木ぼく。







「見てください！」肉にく汁じるのスライムのなかで浮きつ沈みつ光を発している銀色の腕うで輪わと金色の懐かい中ちゆう時計──《グレイテストオリオン》と《タイムタイム》を指差すアトリ。「二つとも発動してます！　この状態で、二人とも戦っているんです！」

「では……」

　アトリはイハナにうなずいた。「はい。いまはまだ、こちらから手を出さないほうがいいでしょう」それに、とうなずく。「精神的な戦いなら、コウにーさんのほうが──」声が吸いこまれるように、消えていく。

「アトリ？」イハナはアトリを見た。

　しゃべるのをやめ感情のうかがえない能のう面めんのような表情になったアトリの姿に、内心動どう揺ようしつつたずねる。「どうしたのです？　コウに、何か──」

　アトリはぼんやりと、イハナを見た。

　そして、言った。

「──残念ながら、そうはならない」

「え？」

　次の瞬間。

　アトリは昏こん倒とうし、そのまま動かなくなった。







　闇やみのなかにただ一本、浮かび上がる巨大な大たい木ぼく。

　青々と茂った枝には、しかし花も実も見えない。

（──これは？）心のなかの質問に、

【これは《知恵の木》──善ぜん悪あくを識しる木】肉にく声せいで答えが返る。【《生命の木》と対ついを成す、失われし木の在ありし日の姿】

　ランドールは声のした方、巨木のふもとを見、息を吞のんだ。

「！」

　少女がひとり、裸はだかで木のふもとに座り、幹みきにしなだれかかっている。

（そんな、バカな？）

（ここには、おれとコウしかいない──いや、《タイムタイム》が発動している以上、おれ以外に動ける者がいるはずがない！）

　……いや、

　ただひとつ、可能性が──

「……お前は、《Ｉｔ》か？」ランドールは上うわずり声をあげた。「時間の制約を受けないアストラル体──おまえは《Ｉｔ》なのか？」

　少女は首を振った。

　首を振り、気だるげに巨木の幹に寄りかかる。まだ子供──だが緩ゆるやかに波のかかった黒くろ髪かみをその白しろ肌はだにからませてしどけなく木に寄り添そったその姿はどことなく淫みだらに艶なまめかしい。血の気の消えた白い肌はだと闇に溶け出す黒髪を持った幼い少女は気だるげにランドールを見ると、ゆらりと片腕をあげた。

「！」ランドールの目のまえに、鉄の扉とびらが現れる。

　少女は言った。

【ランドール・コーンウォーク。あなたはいま、コウにーさんと融ゆう合ごうしている】

「……」コウにーさん？

【……ならばいまのあなたなら、その扉を開けられるかもしれない】

　ランドールは扉を見た。

　にぶくつやのない観かん音のん開びらきの鉄の扉は、鍵かぎ穴あなはおろか取っ手そのものがなかった。宙に浮く鉄板のような扉は、逆ぎやく側がわから見ると何も見えない。ただ正面から見たときだけ、そこに扉があるのが分かる。なおも顔を近づけ、ランドールは扉の表面に文字があることに気がついた。




　Ｔｈｅ・ｂｏｄｙ




（胴体ボデイ……）

（……死体ボデイ？）

　両手を当て、扉を押してみる。が、開かない。渾こん身しんの力をこめ体重を乗せても、扉とびらはびくとも動かない。

「なんなんだ？　これは」

【それはコウにーさんの、過去へと通じる扉です】感情を感じさせない棒ぼう読よみ口く調ちようで少女は答えた。【でも、封ふう印いんされている。あたかも自然に忘れたかのように】

「な、なぜそんなことを？」

【分かりません。それをしたのは私ではない。ただ】少女は無表情にランドールを見た。【自分をつくる記き憶おくの欠けつ落らく──その障害はけして小さくない。大事な記憶ならなおのこと。それでもコウにーさんはそれに耐え、いまを生きている。そこにこそ、コウにーさんの強さがある。目の見えない人間の聴ちよう覚かくが発達するように、手を使えない人間の足が器き用ようになるように、大事な記憶の欠落が、コウにーさんの精神を強化し運命係けい数すうを、あげた】

「……運命係数」

　少女はじっと、ランドールを見つめた。

　起き伏ふくのない声が赤い唇くちびるを割って出る。

【世のなかには、不ふ公平が存在する。しかし、それに抗あらがうか打ちのめされるかは自分自身で決められる。戦うための方法はいつだってどこかに必ずあり、そして神は試される──それぞれの方法を、もって】

「……」

【コウにーさんは試し練れんに負けず、強くなった。

　ランドール・コーンウォーク、あなたではコウにーさんの代わりにはなれない】

　どくん、と世界が脈を打つ。

「……おまえはいったい、何者だ」ランドールは問うた。

　ランドールの問いに答えるかのように、

　ゆっくりと、立ち上がる少女。

　白い裸ら身しんに黒くろ髪かみが流れ、まるでそこだけが闇やみに食われたとでも言うように少女を闇に同化させる。少女は立ち上がると、闇に浮かんだ白い手をどこか蛇へびを思わせるしぐさで幹みきの向こうへと伸ばし、何かを取った。

「──！」

　赤い、リンゴ。

　血のように赤いリンゴをその手に乗せて少女はちらりと唇をなめる。そのまま口へと持っていき、かじる。次の瞬間──

「！」

（……そ、そんな、バカな？）

　宙から生まれた四種のベルトが少女の身体からだに巻きついていく。黒、白、青と赤、四種のベルトはまるで少女に罰ばつを与えるかのように、その身体を拘こう束そくしていく。エナメルのような黒いベルトは手足に胴どう体たいに巻きつき、その表面を、赤と青の二種のベルトが血管のような模も様ようを描いてさらに巻きつく。動脈とそして静脈のごとく脈打ち始める赤と青のベルトを封ふう印いんするかのように今度は白いベルトが少女の身体を縛しばりあげ──

　縄にたわむかのように、少女は身体をかがめた。

　空中に血と羽う毛もうを噴ふき出してその背中に生まれ出る、純白の翼つばさ。

　だがそれは、たちまちのうちに黒く変色していく。

　黒い、翼。

　──真っ赤な瞳。

　息を吐く、ランドール。

（ああ、ああ、そうだ、なぜ気がつかなかったんだ。あの目──）

（おれはこいつを知っている）

（あの赤い目と、黒い翼を知っている──）

「おまえはレギオン！」ランドールは叫んだ。「なぜ悪魔の雛形レギオンが、ここにいる！」

【私はレギオンではありません】いまや漆しつ黒こくとなった猛もう禽きん類るいの翼を広げ、少女は言った。【私はアトリ──コウにーさんを守る者】

「なに？」

【私のアストラル体は、魔ま力りよくとしてコウにーさんと同化している。そして私はだれにも、コウにーさんの精神を冒おかさせはしない】

「そ、そんな、なぜだ！　なぜ悪あく魔まがコウを守る！　それはルール違反じゃ──」

【悪魔ではなく私の意志です。これは私個こ人じんとコウにーさんの契約です】

　驚き叫ぶランドール。「なぜだ！　なぜ自分を倒した者を──」




【私はコウにーさんに倒されてはいない】




「バカな」茫ぼう然ぜんと、ランドールはつぶやいた。「……悪魔を倒さずに、だったらコウはどうやって『代行者』になったんだ？」

　人間が『代行者』になる方法はふたつしかない。

　ひとつはランドールがやろうとしたように、《知恵の実》の『所有者』として『代行者』をフェアな状態で倒すこと。

　そしてもうひとつは、悪魔そのものを『知恵比べ』で打ち負かすこと。人間が《知恵の実》で願いを叶かなえた場合、まず契約完了魔ま力りよくの発生、というかたちで『代行者』に連絡が行く。だが手近に『代行者』がいなかった場合、そして何らかの状況で『代行者』そのものが存在していなかった場合は、悪あく魔まが自ら回収に向かう。何らかの事情で『代行者』が不在だった場合、悪魔そのものとの『知恵比べ』に打ち勝った者が次の『代行者』となれるのだ。コウがランドールのすぐ次の『代行者』だというのなら、おそらく何かの《知恵の実》で願いを叶かなえ、悪魔を呼び出し、そして勝った──それ以外の方法なんて、考えられないが──

【そうです】ランドールの心を読んだかのように、少女はうなずいた。【あなたの言うとおり、『私』という存在は高たか久く直なお子こに、あるいは他のだれかに倒され、殺され、その者を『代行者』にするためにありました。

　ですが、イレギュラーが起きた】

「……イレギュラー？」

【私が勝ってしまったのです】じっと、ランドールを見る真しん紅くの瞳。【倒され、消しよう滅めつし、次なる『代行者』を生み出すだけの存在であるはずの私が、コウにーさんのおかげでいまも、生きている】

　ランドールは絶ぜつ句くした。

　切れ切れに、言葉を発する。

「じゃ、じゃあ……本当の『代行者』は、コウじゃなく……」

【私は『代行者』にはなれません】首を振る。血の色よりもなお紅あかい目で、じっとランドールを凝ぎよう視しする。【コウにーさんは、私を殺さず知恵比べに挑いどみ、勝ち、試し練れんの資格を手に入れた。私に協力し、その後もパートナーになることを約束してくれた──だから。

　コウにーさんは、正確には『代行者』ではない、

　文字通り『悪魔のミカタ』なのです】

「……悪魔の、ミカタ」協力者。

（そ、そんな……）

　──いや、確かに安県あがたに聞いたことがある。かつて悪魔の協力者となり、世の富と知識を欲しいままにしたという伝説の代行者のことを。大だい魔ま術じゆつ師と呼ばれ、触れたものを黄金に変えるシリアルナンバー〇〇八・《賢者ゴールデの右ンライ腕トアーム》を始め複数の《知恵の実》をひとりで生み出したという稀き代だいの代行者のことを。

　悪魔の名はメフィストフェレス。

　男の名は──

「ファウスト」ランドールはつぶやいた。「……堂どう島じまコウは、いずれ大魔術師になるというのか？」

【分かりません】少女は首を振った。【ベルゼバブさまはそれを期待しているようです。ですが、それは私にはどうでもいい。私はただ、コウにーさんを守りたい】

「守りたい？」

【コウにーさんのおかげで、私はいま、生きている。それは、いまだ経験に乏しい私の、唯ゆい一いつ確かな自分の経験。核になる心】

「おまえ……は」

【だから私はコウにーさんを守る】少女は言った。【ベルゼバブさまの命令もイーチャーズリンクも関係ない、私だけの感情で、私はコウにーさんを守る。そのためにこの存在を失うことになっても】

　かすかに、しかし初めてその声に感情を乗せ、少女は確かに、そしてつぶやくように、言った。

【そして、いつか、私は……

　コウにーさんの、イブになりたい】




　どくん、と巨木が脈打った。




　どくん、どくんと急速に脈が速くなるなか、紅あかい目を闇やみに光らせその黒こく翼よくを虚こ空くうに広げ、ランドールを凝ぎよう視ししつつ無感情に少女は言った。

【だから、ランドール・コーンウォーク。退ひかないというのなら、あなたにはここで死んでもらう。コウにーさんを守るために】

「──！」

【コウにーさんはあなたを気に入っている。しかし、私は──】

　巨木がどくどく脈を打つ。

　脈が伝わり、闇やみが圧力を持ったようにランドールの身体からだを締めつけ始める。

「くそっ！」

【あなたは、私たちレギオンの死によって生まれる『代行者』という存在】

「……おれが憎にくいか？」

【リンクから切れているいまの私には分からない、この感情、これはきっと──喜び】冷たい声が虚空を走る。【己おのれが踏みつけてきた存在の手によって、死ぬがいい、ランドール──】

「──だれが死ぬか！」

　ここまで来て──

　すさまじいまでの全ぜん方向からの圧あつ迫ぱくに必死に耐えつつ、ランドールは右手から《タイムタイム》を取り出した。巨木のふもとに立ち、冷れい淡たんにこちらを見み据すえてくる少女をにらむ。畜ちく生しよう、アストラル体の時間は止められない。だが、少女がいまランドールに攻こう撃げきできるのはランドール自身がアストラル体に近いものになっているからだ。物質に触れられるのは物質だけであるように、アストラル体の影えい響きようはアストラル体にしか及ぼせない。ランドールの肉体が再さい構こう成せいされ物質体を取り戻せば、もはや少女の攻撃はランドールには効かなくなる。

（──そうだ、）

（《タイムタイム》の全エネルギーを使って、おれ自身の時間を未来へ加速する！　あいつに殺されるよりさきに肉体の再さい構こう成せいを終え、物質体に戻る！）

（そうすれば、おれの勝ちだ！）

　問題は、

　それだけのエネルギーが残っているか。

　時間の加速は停てい止し以上のエネルギーを必要とする。しかもこの場合、周囲の時間は停止したまま自分の時間だけを加速しなければならない。そうしなければこの肉体を自分のものにできない。敵から銃を奪うばったりするのとはわけが違う。停止と加速を同時──それだけのことをするにはいったいどれほどのエネルギーが必要なのか──

（もしもエネルギーが足りなければ、おれは）

　──畜ちく生しよう、と、心のなかにつぶやく。

（いいだろうやってやる。見せてやる。子供の使いで来たわけじゃない。おまえを倒し、おれは《Ｉｔ》を手に入れる！）

　そうだ、《Ｉｔ》はおれのものだ。《Ｉｔ》を手に入れ、安県あがた、運命に、神と悪あく魔まに教えてやる。ここにいる男、ランドール・コーンウォークは貴き様さまらがもてあそべるような存在ではないということを。アスファルトに打ち捨てられたタバコの吸すい殻がらのごとくたやすく踏みつけられるような存在ではないということを。

　そうだ、必要なのは《Ｉｔ》。

《Ｉｔ》がなければ、おれという存在は、ただのごみくずに──

（違う！）

　ランドールの右手のなかで輝き出す、黄金の懐かい中ちゆう時計《タイムタイム》。

（さぁ加速しろ、おれの時間、おれの肉体。未来に、輝ける未来に向かって──！）

　咆ほう哮こうをあげるランドール。

「《Ｉｔ》は、おれのものだぁぁぁぁぁ！」




（「ならばおれはこいつに問いを乗せ、撃うつ」）




　一瞬、脳のう裏りに堂どう島じまコウの姿が浮かんだ。

　その背後には、撫なでし子この姿。

　次の瞬間。

　ランドールは、《タイムタイム》を発動させた。




　　　４．結果




「んー？」目を開き、声をあげるアトリ。「や、やだ、イハナさん！　あたしにキスするおつもりですか？　なぜ、なんで……いたっ？」

　アトリの頭を押さえ息があるか確認していたイハナは、手を離し、立ち上がった。

　いたた、と地面にぶつけた後頭部をさすっているアトリを見下ろしてたずねる。「……いったい何があったのですか？」

「え？」

「あなたは突然脈みやく絡らくのないことを言い、そして気き絶ぜつしたのです」

「ええ？」アトリは頭をひねった。「本当ですか？　……あの、すいません。ぜんぜん覚えていな──」

「アトリちゃん！」

　美み樹きの声に全員が、いっせいにそちらを向いた。

　美樹のまえ、どろどろと対流していたコウ／ランドールの融ゆう合ごう体たいのスライムの流れが加速しだしたのを見て息を吞のむ。

　指差す美樹。「見て！　あれ！」

　肉にく汁じるのなか。

　一段と輝きを増す金の時計と銀の腕うで輪わ──《タイムタイム》と《グレイテストオリオン》。

　さらに《グレイテストオリオン》周囲の液体が、明らかに流れに逆さからいゆがみ始める。

　見ている間にみるみると持ち上がる、五つの突とつ起き。

　まるで人の指のように──

「左手だ！」美樹が叫んだ。

　それはまさしく銀色の腕輪をはめた、左手の形をした流動体。

「ああ！」アトリは両手を組んだ。「きっと、対立していた二つの自じ我がの、どちらか一つが消えたんです！　残ったほうの再さい構こう成せいが始まったんです！　ああ、どうしましょう！」祈いのるような体勢になる。「お願い、コウにーさんでありますように！」

「ランドールよ！」撫なでし子こが声を張り上げた。

「コウにーさん！」

「ランドール！」

「コウにーさん！」

「ランドール！」

「コウにーさ──」

　互いに、まるでそうすればこの世に呼び戻せるとでも思っているかのように、肉にく色しよくのスライムへの奇き妙みような応援合がつ戦せんを続けるアトリと撫なでし子こ。

　黙ったままじっと見つめる美み樹きと、イハナ。

　やがて。

　銀色の腕うで輪わをはめた流動体が、ひときわ高く天に向かってそびえ立った。まるで糸でもついているかのように、一気にうえへと引っ張り上げられる。同時に、引っ張られた半はん透明のピンク色に、見る間に色がついていく。骨が見える。筋肉が覆おおう。身の色、皮の色──人の身体からだの色。同時に肉にく汁じるのスライムがはじけ──

「！」

　現れたのは──




「コウにーさん！」




　ぬめっとした糸を引き放ほう物ぶつ線せんを描いて空中に打ち出され、コウは地面を転がった。

「う……お？」

　意識はあるようだ。

　頭を振りつつ、必死で状況を把は握あくしようとしている。

「コウくん！」

「コウにーさん！」

「──コウ──」

　三人が駆け寄るなか。

　撫子は、のろのろと反対側に歩いた。

　まるでそうして待っていればランドールが現れ出てくると思っているかのように、コウが飛び出たあとのスライムの残りをじっと凝ぎよう視しする。

　スライムの回転が、ゆっくりと収まっていく。

　対流も、消えている。

　撫子は思った。

　大丈夫。あの人はきっと、出てくる。

　あの人は、信じろと言った。しあわせな未来を。

　……初めて、愛してると言ってくれた人。

（でも、あたしはまだ答えていない）

　無限の力を手に入れて、あたしにプロポーズすると言ってくれた人。

（……どうして？）

（あたしには、あなただけで良かったのに。愛していると言ってくれた、あなただけで良かったのに。力なんていらない、ただ、ただのあなただけで──）

（あたしはまだ、何も答えていないのに！）

　張力をなくし、

　ぐずぐずと溶けていくスライム。

　その場にゆっくりと、座り。

　いまだ光り続ける懐かい中ちゆう時計を手に取り、ひざに乗せ、撫なでし子こはさらに両手を伸ばした。じくじくと崩れアスファルトの上から吸いこまれるように溶け消えていくスライムの残りを、のろのろとかき集め始める。かき集め、ひざに乗せてはまた集める。全部集めきれば人ひとりができあがるとでも思っているかのように。かき集める。かき集める。集め続ける……

「……お姉ちゃん」美み樹きの声。

「……どうして？」撫子はたずねた。

　たずねたが、いったい何をたずねたのか自分でもよく分からなかった。……いいや、心のどこかでは、この結末を知っていたような気がした。なぜなら神は不ふ公平で、残ざん酷こくだから。理由も言わず、説明もせず、神はただ運命だけをつきつける。こちらの問いに答えもせずに。どうして、どうしてと問いつつ、撫子はスライムをかき集めた。スライムの溶けたアスファルトまで引っかき集める。つめが割れてもやめようとせず、かき集め続ける。そうしていれば、ランドールが出てくるとでも言うように。撫子は、スライムがなくなったあともアスファルトをかき続けた。そうだ、ランドールは生きている。だって、あの人は魔ま法ほう使いだもの。だから、きっと生きている。生きていて、こうしていればきっと出てきて、またあたしを抱きしめてくれる──

　後ろでようやく、

　堂どう島じまコウが立ち上がった。




　　　５．勝者




「コウにーさん？」アトリが言う。「ま、待っててください。いま服を持ってきますから。そんなぷらぷらさせてないで──」アトリを押しのけ、いまだかすみがかかった頭を振りつつ、撫子のもとへ歩き出すコウ。

「……どうして？」コウに気づいたかどうか、撫子が言った。「どうしてなの？」

「分からない」まだ頭がよく回っていないのか、もうろうとして答えるコウ。

　もつれる手で、左手首から《グレイテストオリオン》を外そうとしつつ、言う。「……多分、しあわせになりたかったんだろう」

　撫子は振り返り、きっ、とコウをにらんだ。

　何か言いたげに立ち上がろうとし、

「──やめろ！」

　小こ柄がらな（しかも裸はだかで糸を引いた生まれたての子じかのような）コウの身体からだから出た雷らい鳴めいのような声に驚き思わず凍りつく。

「……やめろ」コウは再び、しかし今度は穏おだやかに、言った。「あいつの意志を、無む駄だにするな」

「あなた……」

「あいつは、世界を動かすほどの力を欲しがったんだ。そして、自分の力でそれに肉にく薄はくするところまで行ったんだ。そして……」なんとか左手から銀の腕うで輪わを外し、つぶやくように言う。「……そんなあいつの、意志を無駄にしないでくれ」

「……」

　力尽つきたかのようにばったり倒れ、それでも這はうように、撫なでし子こに近づいていくコウ。

　何とか、銀の腕輪を撫子のひざに置く。

　光り続ける《タイムタイム》、そしてわずかに残ったスライムのうえに。

「……堂どう島じま、コウ？」

　どくん、と撫子にまで聞こえるほどに、コウの身体が脈を打つ。

　震える手を撫子のひざに伸ばして《タイムタイム》をつかむと、コウは言った。

「あいつは、《Ｉｔ》に肉薄するところまで行ったんだ。なのに……あんたを選んだんだ」

「……え？」

「そんな、あいつの意志を、無駄にするんじゃない」

　どくん、と再びコウの身体が脈打つ。

　同時に、撫子のひざの上に残ったわずかなスライムが、再び回転を始める。高速で。回転し、さらに容量までもが増していく。まるでビデオの逆ぎやく回まわしを見るかのように、見る見る体積が最初のように増えていく。

　肉にく食しよくのスライムの中に、あっという間に飲みこまれていく銀の腕輪と懐かい中ちゆう時計。

「──堂島、コウ？」

　コウは言った。

「……あいつは、最後の瞬間《タイムタイム》で、自分の時間を止めた」

「……え？」

「生き残るほうを、選んだんだ。《Ｉｔ》ではな、く」目が焦点を失う。「……ああ、……イー、チャ……クが、……切れる」え？　と聞きかけてくる撫子に首を振り、つぶやく。「……お、れに、できるのは、ここ、までだ……」

　絶ぜつ句くした撫子の傍かたわらで、そのままコウは気き絶ぜつした。

　同時に、スライムのなか、

《タイムタイム》の輝きが、消える。

　ぱん、と小さな音を立て、次の瞬しゆん間かん黄金色の懐中時計は砕くだけて散った。エネルギーを使い果たして崩ほう壊かいし、千や万もの欠片かけらになって星のごとくにスライムのなかに散らばっていく。やがて、今度は《グレイテストオリオン》が銀の光に輝き出した。《タイムタイム》の崩壊により、止まっていた時間が動き出す。だれもが息を吞のみ、見つめるなか、スライムのなかから五つの突とつ起きが持ち上がる。骨が見える。肉が見える。ああ、とだれかが息を吐くのを撫なでし子こは聞いた。泣いているような嗚お咽えつの声も。それらが他のだれでもない、自分のものだとようやく気がついたころ、手が上へと伸びだして──

　スライムがはじけた。




「──ランドール！」




　──朦もう朧ろうとした意識のなか、状況もよく分からずに、それでもランドールはまず彼女を探した。ああ、なんだ、目のまえにいる。よかった──その姿を見たとたん、ランドールの口が勝手に言葉をつむぐ。

「好き、だ」

「はい」泣きながらうなずく彼女。

「……だ、だめだった、けど……」

「いいんです」首を振る。「あ、あたしも、好きです。あなたのことが」

（……そうか……）

　全身が、安あん堵どにつつまれる。とたんに意識が遠くなる。遠くなる意識のなか、ランドールは歓声を聞いた。そして泣き声を聞いた。泣き声に、大丈夫、と心につぶやく。おれがあなたを守るから。もはや力は失ったけど、かまわない。おれはついに見つけた。《Ｉｔ》の呪じゆ縛ばくを打ち破り、大事なものを見つけ出した。もう力はないけれど、大丈夫、だからこそともに歩んでいける。

　助け合い、

　二人で一緒に生きていける。

　撫子にもたれかかり抱きしめられつつ、ランドールは傍かたわらを見た。裸はだかでひとり倒れているコウの姿に気づき、その口の端はしが持ち上がる。堂どう島じまコウ。分かるか？　おれは問いに答えを出した。おまえの問いに答えを出した。そして生き残った。……ああ、勝ったのは、おれだ。おれこそが、勝者だ。寒そうにひとり、裸で倒れているコウの姿ににやりとする。そして次の瞬間、ランドールも意識を失った。だがこちらは闇やみのなか、最後まで、その身に温かさを感じていた。抱きしめられたほのかなその温ぬくもりのなか、眠るように、しあわせに──

　そして撫子は、そんなランドールをずっと抱きしめ続けた。

　その瞳から涙を溢あふれ出させつつ──







　こうして。

　夏は猛もう暑しよのドッグデイズ。

　三日にわたった事件は、ここに終しゆう結けつした。







[image: Epilogue Love me，love my dog]







　ドッグデイズの終わった次の日。

　縹はなだ美み樹きと三み束つか元もと生なり、そして縹撫なでし子ことランドール・コーンウォークの合同結婚式は、舞まい原ばる家の協力により実に盛せい大だいなものとなった。

　本当のところ（そう言えば涌わく井いさんも来ていた。コウが招待したのだ）、それは式というより祭りだった。それほど大おお掛がかりなものとなった。だが何よりもすばらしかったのは、ほとんどの人間が満足していたということだろう。二組の花はな嫁よめ花はな婿むこは言うに及ばず、出しゆつ資し者のイハナも、来らい賓ひんも、家族の縹組も満足していた。宮みや知ちは自分のデザインしたドレスを美樹と撫子とそしてアトリに着てもらえたことで満足していたし、星せい鴉あも特別任にん務むでいん隊長がいなかったことにこそ落らく胆たんしたがそれでも舞原家のスタッフになれ満足していた。だが一番満足していたのは工く房ぼう拡ひろむだったろう。彼は何度も撫子とランドールのもとを訪れては、自分の作った結婚指輪が二人の指に輝いているところをながめて悦えつに入っていた。実際の話、二人が指輪を交換し合ったときには満足のあまり気き絶ぜつしてしまったほどである。とにかく、三束元生が縹元生となり（「今日からぼくは組長だ！」）縹撫子が撫子・コーンウォークとなったこの結婚式は大だい成功のうちに終わった。少なくとも。

　自分も結婚したい、と思った人間をたくさん生み出したことは間違いない。
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　もちろん三束元生の結婚式である以上ただで終わるはずもなく、始まりから終わりまで波乱万ばん丈じようだった。だが、いちいち列れつ挙きよしていては文字通り枚まい挙きよにいとまがない。

　そこでここでは、

　トスブーケについてのみ語ることにする。

　新しん婦ぷが後ろ向きにブーケを投げ、それを受け取った人が次にしあわせな結婚ができるというトスブーケの儀ぎは、当然ながら行われた。新婦二人が投げるブーケを取ろうと、教会の前はとんでもないありさまになった。そして二人はブーケを投げたのだが、何しろ二人とも初めてである──この結婚式はリハーサルなど行われなかった──から加か減げんが分からない。しかも二人とも武ぶ道どうの心こころ得えがある。二人の投げたブーケは集まった人々の頭を遠く飛び越えて、集まりに加わらなかった二人の少女の手に落ちた。取るつもりはなく遠とお巻まきに見ているだけのつもりだった二人だが、気がつくとブーケを手に取っていた。二人は思わず顔を見合わせた。ひとりは顔を真っ赤に笑えんだ。ひとりはほとんど表情を変えずに石のごとく固まった。そのありさまを遠くから見ていて、コウは思わずため息をついた。

　神様はいったい何を考えて、あんなことをするんだろう。

　あんなものを見せて、いったいおれにどうしろと？




　こうして、結婚式は何ナニ事ゴト満まん載さいで終了した。




　なお、

　当然ながら二次会も行われたが、そちらには主役のカップル二組は現れなかった。

　二組とも、早々とホテルに引き上げた。

　それはまるで競争しているようだったとか。

　当然ながら二組は別々の、それも美み樹きは一号室撫なでし子こは二十七号室と遠く離れて部屋を取った。ホテルだったが、二組ともお姫さまだっこで部屋に入った。美樹と部長のほうはなんら問題なかったが、ランドールと撫子は多少ぎくしゃくしていた。無理もない。何しろまだ会って二日も経たっていないのだ。しかしまぁ、そのギクシャクさえも楽しいのが新しん婚こん家庭というもの。

　撫子の緊きん張ちようをほぐそうと、ランドールは部屋に入るとすぐにワインを頼んだ。

　ワインはすぐに届いた。

　花束とカードも添えられていた。

　ワインは最高級の極ごく上じよう物ものだったが、花束は、なんとトウモロコシのたばだった。久しぶりにトウモロコシのにおいをかぎつつ、ランドールはカードを読んだ。差し出し人不ふ明めいのそのカードには、一言こう書かれていた。




【勝者】




　ランドールは笑った。

　それがだれからのメッセージかはすぐに分かった。なんだ、あいつ、やっぱりどこかで見ていたか。口もとをほころばせる。そうとも、おれはまさしく最高の勝者だ。ベッドを見ればそれが分かる。ランドールは軽く口くち笛ぶえを吹くと、ワインを持って部屋に戻った。

「どうしたの？」顔を赤らめた（タクシーからもうずっとこのまま。美み樹きに何を聞かされたのやら）撫なでし子こがたずねる。

「いや、なに」ランドールは答えた。「……あー、知り合いからメッセージをもらってね」

「知り合い？　日本に友だちが？」

「……ああ」友だち、か。

　……ま、そういうことにしておこう。







　夜も更ふけたころ──

　コウは、ようやく目当てのものを見つけて呼んだ。

「おい、ＢＯＳＳ」

　ＢＯＳＳは顔を上げたが、すぐにぺたりとあごを地面に押しつけた。無理もない。子犬だし、もう夜は遅いし、しかもＢＯＳＳは一日中おおはしゃぎしていた。そりゃ疲れているだろう。

　人が多ければ多いほど、この子犬はうれしくなるらしかった。

　ＢＯＳＳの隣に腰をかけ、ゆっくりとＢＯＳＳの背中に手を置く。

　震える元気もないのか、ＢＯＳＳはかすかに耳を動かしただけ。

「寝ているところ、悪いなＢＯＳＳ。でもどうしても今日中──ってももう日は変わったけど──に話しておきたくてな。朝じゃ間に合わないから」

　顔を上げる。遠くからはいまだにお祭り騒ぎが聞こえてくる。何しろ舞まい原ばる家の大おお盤ばん振ぶる舞まい、楽しまなければ損って話。

　イハナはとても機き嫌げんが良かった。

　それは多分、コウが悪あく魔まのミカタを続けることと無関係ではないだろう（似た境きよう遇ぐう──撫子と自分を重ねていたのもあるだろうが）。

　ＢＯＳＳの毛並みをなでつつ言う。

「なぁ、ＢＯＳＳ。ここ二、三日は大変だったなぁ」笑う。「でも、ま、おもしろかったよな」

　首を動かすＢＯＳＳ。

　コウの言葉を一いつ所しよ懸けん命めい聞こうとしているようだが、どうも眠けのほうがまさっているらしい。

　そうだ、とコウもうなずいた。

「大変だったけど、いいこともあった。結局、人生ってそんなもんなんだろうなぁ」

　ＢＯＳＳをなで、祭りの声に耳をかたむけつつ言う。

「ところでおまえ、これからどうする？」

　ＢＯＳＳは何も答えない。

　ぼんやりと、薄うす目めに遠くをながめている。

「何かプランがあるのか？　それともまさか、部長の新婚旅行についていく気じゃないだろうな？　あの二人が熱々なのは知っているだろ？　あてられるぞ？」

　明日から新婚二組は新婚旅行。

　部長と美み樹きは戻ってくるが、撫なでし子ことランドールはもう戻らない。ランドールにはいろいろ聞きたいことがあったがしかたない。せっかく『代行者』をやめられ《Ｉｔ》の呪じゆ縛ばくからのがれられたのだ、これ以上かかわらせるのも酷こくというもの。ちなみにランドールは壊こわれた《タイムタイム》のほかに三つの《知恵の実》を持っていたが、それらすべてを惜おしげもなくコウによこした。

　金を払おうとしたが、受け取らなかった。

　これからどうして生きていくのかは知らない。

　なんとかやっていくのだろう。

　とにかく、とコウは続けた。

「いいか、ＢＯＳＳ。新婚旅行についていったり新婚の家庭にいつくなんざ、野や暮ぼのきわみってもんだ。分かるか？　野暮ってのはかっこわるいぞ？　男なら野暮はよせ」

　ＢＯＳＳは顔を上げ、風のにおいをかいだ。

　またペタン、と地面に顔をつける。

　手早く終わらせたほうがよさそうだ。

　コウは言った。

「うちに、来ないか？」

　首をかしげるＢＯＳＳに急いで言う。「あー、なに、あの『ザ・ビートル』もおれが預かることになったし、いまさらおまえ一いつ匹ぴき増えても変わらないし。……ま、おまえはなかなか複雑な事情を持った犬だし、無理にとは言わないけどな」

　ＢＯＳＳの背中をなでる。

　なめらかな毛皮をなでつつ言う。

「……そりゃ、部長のほうがいいかもしれないけどさ、あいつはしばらく、新婚やら負傷の治療やらで大変だし、それに、こっちもけっこうおもしろいぜ？　少なくとも退たい屈くつはしないと思うし。アトリも賛成してくれてるし。

　どうだ？

　……うちに、くるか？」

　ふわぁ、とあくびするＢＯＳＳ。

　とたんにかくん、と地面にもたれて目をつぶる。

　そうか、とコウはうなずいた。

「よし。じゃあ部長にはおれから言っとく」

　なめらかな毛につつまれた頭をやさしくなでて言う。

「今日からおまえは、堂どう島じまＢＯＳＳだ」

　こうして、ＢＯＳＳはコウの犬になった。







　翌朝。

　ランドールと撫なでし子こ、そして美み樹きと部長はそれぞれ新たな門かど出でを踏み出した。

　二組の夫婦はまずランドールの故こ郷きように向かい、そこで別れて縹はなだ夫妻はそのまま世界を一周するという。

　飛行機のタラップをのぼるランドールの腕のなかには、昨日受け取ったトウモロコシのたばがある。久しぶりの、本当に久しぶりの帰き郷きように、ランドールはトウモロコシを持っていく。あの見渡す限りに広がっていたトウモロコシ畑は、家族とともに灰かい燼じんに帰したあのトウモロコシ畑は、いまはどうなっているのだろうか。ランドールは知らない。どこかのだれかが所有者不ふ在ざいをさいわいとビルでも建てているかもしれない。だがもしもまだ焼けた土地が残っていたら、いま彼が持つトウモロコシは種になるかもしれなかった。

　満まん天てんに輝く星空のした、

　どこまでも続くトウモロコシ畑の種に。

　だがそれはもう、死に場所にするためではない。

　ランドールは振り返り、妻を見た。

　ランドールの微笑ほほえみに、微笑みを返してくる撫子。

　ずっと、ずっと夢ゆめ見みていた笑顔。

　心の、ふるさと。

　彼の、王国。

　ランドールは微笑んで、そっと手を伸ばした。重ねられる白い手を、そっと、しかし強く握りしめる。握り返してくる小さな手。柔らかい手。温かい手。《Ｉｔ》も、《タイムタイム》もいらない。《知恵の実》なんて必要ない。ただこのぬくもりさえあれば。

　心の、王国。

　彼の、しあわせ。




　求めていた、しあわせ──











《悪あく魔まのミカタ・ドッグデイズの終わりかた》




《めでたしめでたし　終》









あとがき／いつも、そばに







　──と、いうわけで夏はある日の事件の顚てん末まつを描いた今こん作さく、




　悪あく魔まのミカタ⑨

《Ｉｔ》～ドッグデイズの終わりかた～




　ひとまずの、幕。

　とはいえ、読まれた方はお分かりでしょうが、事件は終わりこそすれ堂どう島じまコウ自身の『ドッグデイズ』はまだ終わりません。それがどんな終わりを迎えるにせよ、彼にはまだまだ、『ドッグデイズ』を過ごしてもらうことになります。

　悪魔のミカタはまだ終わりません。

　んでもって実は《Ｉｔ》編も、まだ続いたりします。

　次巻もよろしく！







　ところで。

　前巻に堂どう島じまコウが子犬に小しよう便べんをかけられる場面がありますが、実はあれ、半分はぼくの実じつ体験だったりします。ぼくの場合は子犬ではなく子猫でしたが、怖がらせ、漏らさせてぶっかけられてしまいました。覚えています、ぶっかけられた、その臭いの臭かったこと。祖そ母ぼの布ふ団とんを汚してしまったこと、そして祖母の猫を漏らすほどに怖がらせてしまったことで、二重に情なさけない思いをしました（しかもその布団、買い換えたばかりのものだったんだよなぁ。その感かん触しよくが気持ちよくて、その上で遊んでいたのだが）。ぼくはただ遊びたかっただけなのですが、猫のほうはそうはいかなかったようで。そりゃそうです。子供とはいえ人間、小さな猫にとっては害があろうがなかろうが怪かい物ぶつなのですそんなのは。大きいというのはただそれだけで怖いんです。結局のところ。

　ペットを飼いたい、と思っていたころは、犬を飼いたくて仕方ありませんでした。が、ペットは飼わない、と決めてからは、どちらかと言えば猫ねこ派はになりました。とくに、油ゆ断だんしまくりの家いえ猫ねこよりも悠ゆう々ゆう自じ適てきな野の良ら猫ねこが好きです。なかなか近寄らせてくれないところがいい。ようやく近寄ることは許してくれても、簡単には触らせてくれない。特に子猫のいる母猫がいいです。ぼくが近づくとすかさず子猫とぼくの間に入り、それ以上近づけまいと威い嚇かくします。子猫の姿が見えなくなると、世にも悲しげな声を上げ始めます。それほど子猫が心配なら人ひと前まえに連れてくるなという話ですが、向こうも分かっているわけです。姿を見せていればだれかが餌えさを投げてくれると。もちろん、餌をやらなかったからって怒ったりはしません（というか野良猫に餌をあげるのはやめましょう）。それならそれで構わない、とでも言うように、悠々自適に去っていきます。野良猫は、決して人間に依存はしません。餌をくれるなら貰う。くれなければそれはそれで構わない。面白ければ遊びもするが、興味が湧わかなければこちらの方を見向きもしない。ある日突とつ然ぜんぼくが姿を消したとしても、向こうは気にも留めないでしょう。

　自分の力で生きている野良猫にとって、人間なんてその程度の存在なわけです。

　家猫は、もう少し依い存ぞん度どが高く。

　犬はさらに切ないです。

　犬は餌を与えられると、忠ちゆう誠せいと使命を持ってしまいます。特にある種の犬はそれが顕けん著ちよで、そういう犬はもう人間がいないとやっていけない。遺い伝でん子しレベルで二ふた心ごころのない彼らにとって、主人の喜びが自分の喜びであり、群れの利益が自分の利益であり、常に役に立とうと、自分の役割を見つけ忠誠心しんを示そうとする。

　それがむちゃくちゃ切ないです。

　犬は人間を捨てませんが、人間は犬を捨てます。平気で捨てようが涙なみだ混まじりに捨てようが、結果は同じ──犬は人間に捨てられます。そうなると、野良猫はともかくも、野良犬はまず生きていけません。能力はともかく、社会的に。

　その愛情あふれる性格ゆえに、犬は殺されちゃうわけです。

　たまに、動かない犬を見かけます。

　何かに、たとえば柵さくの隙すき間まから鼻を出してもたれるようにし、何をするわけでもなくただじっとしています。じっと座って、ただ外を見ています。そして、道路を人が通るのを見ると、途と端たんに耳を伏せ、けたたましい威い嚇かくの吠ほえ声を上げ始める。そうでなければじっとして、ただただ外を見ている──そういう犬を見ると、なんか胸がもやもやします。もちろん、それはぼくの勝手な妄もう想そうで、その犬だって当とう然ぜん飼い主に愛されているのでしょう。当たり前です。その手の犬は大たい抵てい散歩の必要な大きな犬なので、だから当然、飼い主は、きっとどこかで時間をとって散歩をさせているのでしょう。だからその犬は主人のことが大好きで、だから外がい敵てきから守ってやろうとずっとそうして座っていて、人が近づくや否いなや吠え声を上げて主人を守ろうとしているのかもしれません。が、柵の隙間に鼻を突っ込みじっと外を見ていて、人を見るや否や吠え始めるような犬を見ていると──

　かってな思い込みかもしれませんが。

　誤ご解かいがあるかもしれませんが。

　なんか、いやです。

　猫ならきっと、主人がいやなやつなら逃げ出すこともできるでしょうが、犬にはそれができないから。







　ところで。

　いまのところペットを飼う気はまったくない（だいたいそれができる環境でもない）ぼくですが、もしもまたペットを飼うなら、実は犬でもなく猫でもなく、鳥を飼いたいなぁ、とか思っていたりします。

　文ぶん鳥ちようとか、インコとか、オウムとか（できればスズメが理想的なのですが、あれは法的にいけないと聞いたような……）。

　とにかく、鳥はいいです。かわいいです。飛ぶために無む駄だを排したあのスタイルもいいですし、性格だっていいです。犬が忠ちゆう誠せい心しん、猫が仲間意い識しきを人間に対して持つとするなら、小鳥は主人に愛情を持ちます（多分）。慣れた小鳥は逃げません。呼べば飛んできますし、籠かごにも戻ってくれます。餌えさをこちらに分けてくれようとさえします（でもそういう場合は、基本的に遠えん慮りよしましょう）。だからこそ逆にストレスに弱く、構ってやらないと禿はげたり自じ傷しようしたりするそうですが。

　基本的に、場所を取りませんし。

　餌代だいも、多た分ぶん他の動物に比べれば安いのではないかな、と。

　耳を嚙かまれるのが好きな人はぜひ！（なんのこっちゃ）

　もちろん、デメリットもたくさんあります。世話が大変ですし、糞ふんのしつけはできませんし、臭かったり、病気を持っていたりもします。さらに、一食抜ぬいただけでコロリと死にます。小鳥はまさにコトリと死にます。あっけなく。

　そんな簡単に死ぬなよ、という話です。

　しかしまぁ、それはどのペットも同じなわけで。

　何かの本で、こんな言葉を見たことがあります。曰いわく、『ペットは、飼った瞬間から死に始める』──別にこれはペットに限らず、万ばん物ぶつに当てはまる言葉かもしれませんが。

　飼い始めた瞬間から死に始めるのがペットです。

　それでも飼おうと思うなら。

　せめてハッピーエンドを迎えられるよう心がけましょう、ご主人。

　ペットの一番の幸せはいい主人にめぐり会うこと。これは間違いありません。そして。

　ペットは結局、すでにお店に並んで、そしてだれかを待っているのですから。




（──なんて、飼うつもりのない人間が偉えらそうなことを言ってらぁ！　な、話）







　と、いうわけであとがきでした。







　以上、

　──なんかテンション低いあとがきだなぁ、でもまぁ、前巻が高すぎたから釣つり合いが取れてちょうどいい？──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

ハッピーエンドが好きである。アンチなエンドも嫌いじゃないが（物語に限れば、ね）、ハッピーエンドには惚れている。だから悪魔のミカタも、いずれはそこにたどり着きたい、と、思う。ていうかその前に、そこまでたどり着けるのか？　自分。ついに九巻！　……やっと九巻。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

こんにちはへっぽこ絵描きの藤田です。なんともう九巻なんですね。気がついたら二年目に突入していました。毎回私も驚きながら読んで描かせていただいてます。がんばります～。
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